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お買い上げの製品について、上記 URL 「お客様のページ」でお客様登録を 
お願いします。 

この「お客様のページ」は、お客様とのコ S ュニケーシヨンを目的とした 
ウェブサイトです。新規登録されたお客様には ID • パスワードを発行させて 
いただを、新製品のカタ□グや取扱説明書のダウン□ー ド、メールマガジン 
の購読など各種サービスをご利用いただけまず。 
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はじめに 


このたびは、パイオニアの製品をお買いホめいただきましてまことにありびとラございます。 

この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。特に、本書および別冊の r ま全上のごミ主意」は 
必ずお読みください。なお、「取扱説明書」および「安全上のご注意」はり呆証書」、「修理窓□'ご相談窓口のご 
案内」と一緒に必ずな管してください。 


まを上の ご注意 


♦ま全にお使いいただくために、必ずお守りください。 

♦ご使用の前にこの r ま全上のご注意」をよくお読みのラえ、正しくお使いくだをい。 


この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に 
正しくお使いいただを、あなたや他の人々へのを害や 
財度への損害を未然に防止ずるために、いろいろな絵 
表示をしていまず。その表示と意味は;欠のよラになっ 
ていまず。 

巧客をよく理解してか5本夕をお読みください。 

絵表示の例 

A A 記号はま意(警告を含む）しなければな 6 

/ h \ ない巧客であることを示していまず。 

い、 図の中に具体的なま意の客(左図の場合は感 
電ま意)が描かれていまず。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人び 
死 t : または重傷を負ラ可能性が想定される内容を示し 


(S 記号は禁止(やってはいけないこと)を示 
していまず。 

図の中や近 < に具体的な禁止の容(左図の場 
合は分解禁止)が描かれていまず。 

ていまず。 


♦ 記号は巧動を強制したり指示ずる内容を 

A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人び 
損害を負ラ可能性が想定される内容および物的損害の 
みの発生び想定されるの客を示していまず。 

运 

示していまず。 

図の中に具体的な指示の客(左図の場合は電 
源プラグをコンセントか5巧け)が描かれて 
いまず。 



異常時の処置 


を. 


を. 

プラグを抜け 

を. 


万一煙び出ている、変なにおいや音びする 
などの異常状態のまま使用すると乂災•感 
電の原因となります。すぐに機器本体の電 
源スイツチを切0、必ず電源プラグをコン 
セントから抜いてください。煙び出なくな 
るのを確認して販売店に修理をご依頼く 
ださい。お客様による修理は危険ですから 
絶対おやめ < ださい。 

万一内部に水や異物等び入った場合は、ま 
ず機器本体の電源スイツチを切0、電源プ 
ラグをコンセントか5抜いて販売店にご 
連絡ください。そのまま使用すると乂災- 
感電の原因とな0ます。 

万一本機を落とした0 、 カノ （一を破損した 
場含は、機器本体の電源スイツチを切0、 
電源プラグをコンセントか5巧いて販売 
店にご連絡ください。そのまま使用すると 
火災•感電の原因とな0ます。 


0 


0 


0 


を 


電源プラグの刃および刃の付近にほこ0 
や金属物び付着している場合は、電源プラ 
グを巧いてから乾いた巧で取り除いてく 
ださい。そのまま使用すると火災‘感電の 
原因とな0ます。 


電源コードの上に重いわのをのせたり、コー 
ドが本機の下敷さにならないよラにしてくだ 
さい。また、電源コードび引張5れないよラに 
してください。コードが傷ついて、乂災•感電 
の原因となります。コードの上を敷物などで 
覆ラことによ0、それに気付かず、重い物をの 
せてしまラことびあります。 

放熱をよくするため他の機器、壁等から間隔 
をと0、またラックに入れる時はすさ間をあ 
けてください。また、次のような使い方で通風 
孔をふさびないでください。内部に熱びこち 
り、火災の原因となることびあります。 

>あおむけや横倒し、逆さまにする。 

>押し入れなど、風通しの悪い狭いところに押 
し込む。 

►じゅラたんやふとんの上に置く。 

テーブルク□スなどをかける。 

着脱式の電源コード(インレットタイプ)が付属 
している場台のごを意： 

付属の電源コードはこの機器のみで使用するこ 
とを目的とした専巧部品です。他の電気製品で 
はご使巧になれません。他の電気製品で使巧し 
た場台、発熱により火災•感電の原因となること 
があります。また電源コードは本製品に付属の 
わの！;(外は使用しないで < ださい。他の電源 
コードを使用した場合、この機器の本来の性能 
が出ないことや、電流容量不足による発熱か5 
火災•感電の原因となることびあります。 


2 










はじめに 


使用擇境 



水めれ禁止 


この機器に水び入ったり、城らさなしはう 
にごを意ください。火災•感電の原因とな 
ります。雨天、降雪中、海岸、水辺での使用 
は特にごミ主意ください。 


(S) 

風呂場•シャワー 
室での使用禁止 


風呂場•シャワー室等では使用しないでく 
ださい。火災•感電の原因となります。 


Q- 

100 VL ソか禁止 


表示された電源電圧（交流]日0ボルト 
日日/目0 Hz) 政がの電圧で使用しないで 
ください。乂災•感電の原因とな0ます。 


Q 

禁止 


この機器を使用できるのは日本国内のみで 
す。船舶などの直流 (D C) 電源には接続し 
ないでください。火災の原因とな0ます。 


使用方ミ去 



水めれ禁止 


本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧 
品、薬品や水などの入った容器または小さ 
な金属物をおかないでください。こぼれた 
り、中に入った場合、火災•感電の原因とな 
ります。 


雜 

めれ手禁止 


说れた手で（電源）プラグを抜さ差ししな 
いでください。感電の原因となることがあ 
ります。 


9 

(D 

分解禁止 


本機の通風孔などから、内部に金属類や燃 
えやすいちのなどを差し込んだり、落とし 
込んだりしないでください。火災‘感電の 
原因となります。特にお子様のいるご家庭 
ではごま意ください。 

本機のカノ く一をがしたり、改造したりしない 
でください。巧部には電圧の高い部分びあ 
り、乂災•感電の原因となります。内部の点 
検‘整備‘修理は販売店にご依頼ください。 


0 

禁止 


電源]-ドを傷つけたり、加工したり、無理 
に刚ブたり、ねじったり、ひっぱったり、加熱 
したりしないでください。コードな顺損して 
乂災•感電の原因となります。]-ドが傷ん 
だら(芯線の露出、断線など)、 P 及売闻こ交換 
をご依頼ください。 



雷び鳴り出したらアンテナ線や電源プラグ 
には触れないでください。感電の原因となり 
ます。 


Q 

禁止 


製品に付属の霞 li] ンセントロま、そのパネ 
ルおよび取扱説明書に表示された容量を超 
える消費電力を持つ電気機器を接続しない 
でくださし'»。火災の原因となります。 
電熱器具、 ヘアー ドライヤー、電磁調理器な 
どは接続しないでください。また表示してあ 
る電力し:■(巧であっても、霞原を入れた励こ大 
電流の流れる機器などは接続しないでくだ 
さい。 



A 注意 

設置 

ム • キャスター付さの場合にはキャスター止 


〇 


おず巧う 


電源プラグはコンセントに根元まで確実 
に差し込んでください。差し込みび不完全 
ですと発熱したり、ほこりび付着して火災 
の原因となることがあります。また、電源 
プラグの刃に触れると感電することがあ 
ります。 


注意 


A 


を意 


めをして< ださい。動いた0、倒れた0し 
てけびの原因となることがあ0ます。 

テレビ、オーディオ機器、スピーカー等に 
機器を接続する場合は、香々の機器の取扱 
説明書をよく読み、電源を切り、説明に 
従って接続してください。また、接続は指 
定のコードを使用してください。 


§ 

§ 


電源プラグは、根元まで差し込んでちゆる 
みびあるコンセントに接続しないでくだ 
さい。発熱して乂災の原因となることがあ 
ります。販売店や電気工事店にコンセント 
の交換を依頼して < ださし、。 

ぐ5ついた台の上や傾いたところなど不 
安定な場所に置かないでください。落ちた 
り、倒れた0してけびの原因となることび 
お0ます。 


本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、湿 
気あるいはほこりのをい場所に置かない 
でください。火災•感電の原因となること 
びあ0ます。 


A 

ま意 


電源を入れる前には音量を最小にしてく 
ださい。突然大さな音びでて聴力障害など 
の原因となることがあ0ます。 


Q 

禁止 


本機の上に重いわのや外枠か5はみ出る 
よラな大さなちのを置かないでくださし、。 
バランスびくずれて倒れたり、落下してけ 
びの原因となることびあります。 


0 

禁止 


本機の上にテレビを置かないでくださし、。 
放熱や通風び妨げられて、火災や故障の原 
因となることびあります。(取扱説明書でテ 
レビの設置を詰、めている機器は除さます。） 
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はじめに 


異常時の扭置 


§ 

• 電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ 
張5ないでください。コードび傷つさ乂 
災•感電の原因となることびあります。必 
ずプラグを持って抜いてください。 

§ 

• 電源コードを熱器具に近づけないでくだ 
さい。]-ドの被ふくび溶けて、乂災•感電 
の原因となることびあ0ます。 

を 

プラグを巧け 

• 移動させる場合は、電源スイッチを切〇必 
ず電源プラグをコンセントか5おさ、外部 
の接続コードをがしてか5、巧ってくださ 
し、コードび傷つさ火災•感電の原因とな 
ることびあります。 

§ 

• 本機の上にテレビやオーディオ機器を載 
せたまま移動しないで<ださい。倒れた 
0、落下してけびの原因となることびあ0 
ます。重い場含は、持ち運びは2人!^处上で 
行ってください。 

舍 

• アンテナエ事には技術と経験び必要です 
ので、販売店にご相談ください。 

^送配電線か5離れた場所に設置してくだ 
さい。アンテナが倒れた場合、感電の原因 
となることがあ0ます。 

一巨 S ， C S 放送受信用アンテナは強風の影 
響を受けやすいので、堅固に取りつけてく 
ださい。 

§ 

♦ 窓を閉め切った自動車の中や直射日光び 
当たる場所など異常に温度び高くなる場 
所に放置しないでください。火災の原因と 
なることびあ0ます。 

使用方ミち 


§ 

• ディスクを使用する機器の場合、ひび割 
れ、変形、または接着剤などで補修した 
ディスクは使用しないでください。ディス 
クは機器内で高速回転しますので、飛び 
散ってけびの原因となることがあ0ます。 

§ 

• レーザーを使用している機器では、レー 
ヴー光源をのぞきこまないでください。 
レーヴー光が目に当たると視力障害を起 
こすことびお0ます。 

§ 

• 長時間音び歪んだ状態で使わないで<だ 
さい。スピーカーび発熱し、乂災の原因と 
なることびあ0ます。 

§ 

• 本機に乗ったり、ぶら下がったりしないで 
ください。特にお子様はごミ主意ください。 
倒れたり、こわれた0してけびの原因にな 
ることびあります。 


A 


禁止 


お子様びカセツトテープ、ディスク挿入口 
に、手を入れないよラにごを意ください。 
けがの原因になることがあります。 


A 

注意 


へッドホンをご使用になる時は、音量を上 
げすざないようにごを意ください。耳を刺 
激するよラな大をな音量で長時間続けて 
聞くと、聴力に悪い影響をちえることがあ 
ります。 


を 

プラグを巧け 


旅行などで長期間、ご使用にな5ない時は 
ま全のため必ず電源プラグをコンセント 
か5巧いて < ださし、。 


電池 


0 

禁止 


指定];(外の電池は使巧しないで < ださい。 
また、新しい電池とちい電池を混ぜて使用 
しないでください。電池の破裂、液もれに 
よ0、火災•けびや周囲を巧損する原因と 
なることびあります。 


A 

注意 


電池を機器内に挿入する場合、極性表示(プ 
ラス(十)マイナス(一)の向さ）にを意し、表 
示通りに入れてください。間違えると電池 
の破裂、液ちれによ0、乂災•けびや周囲を 
巧損する原因となることびあります。 


〇 

電池を取出せ 


長時間使用しない時は、電池を取り出して 
おいてください。電池か5液がちれて乂災、 
けび、周囲をミち損する原因となることがあ 
ります。ちし液びちれた場合は、電池ケース 
についた液をよくふさとってか5新しい電 
池を入れてください。また万一、ちれた液び 
身体についた時は、水でよく洗い流してく 
ださい。 


0 

禁止 


電池は加熱したり分解した0、乂や水の中 
にし'!れないでください。電池の破裂、液もれ 
により、乂災、けがの原因となることびあり 
ます。 


保す♦点検 


A 

注意 


己年に一度く 5いは内部の掃除を P お売店な 
どにご相談ください。内部にほこりびた 
まったまま、長い間掃除をしないと火災や 
故障の原因となることびあ0ます。特に湿 
気のをくなる梅雨期の前に巧ラとよ0効果 
的です。なお掃除費用については販売店な 
どにご相談ください。 


を 

プラグを巧け 


お手入れの際は安全のために電源プラグを 
コンセントから抜いて行ってください。 
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はじめに 


付属品を確認する 



S 岂冨 才ートセットアップ用 単3おアルカ U 乾電池 電源コード オートセットアップ用 

p «| マイク （ LR 日) X 4 マイクスタンド 


Ksi • 取扱説明書(本書） • 修理窓、□-ご相談窓□のご案内 

J • 保証書 

U モコン 


設置について 


警告- 


巧熱性を十分に確保してください。異常発熱は故障 
や事故の原因となりまず。 

•本機の上に物を置いたり、布やシートなどを被せ 
た状態でのご使用は絶巧におやめください。 
.ラック 等に設置する場合は、上部に 20 cmm 上 
空間をあけてください。 



U モコンの準備 


リモコンに電池を入れる 



^ メモ 


電池の残0び少ない目安です 


• 電池を交換するときは、なるべく曰分!;^内に交換することをお勧めし 
ます。日分!;^巧に交換しないと、各種 U モコン設定び解除される可能 
性びあります。設定び解除されてしまった場含は、再度設定し直して 
ください。 

. U モコンの操作範囲び極端に狭くなってをたら、電池を交換してくだ 
さい （4 本とわ新しい単3形アルカ U 乾電池をお使いください)。 



立 

ミ主意 


電池を誤って使用すると、液漏れした0破裂する危険性びあります。の点について特にごを意くだ 
さい。 

• 新しい乾電池と使用した乾電池を混ぜて使用しないでください。 

• 乾電池のプラスとマイナスの向きを電池ケースの表示どおりに正しく入れてください。 

• 乾電池には同じ形状のわのでわ電圧の異なるわのびあります。種類の違ラ乾電池を混ぜて使用しないでくだ 
さい。 

• 不要となった電池を廃棄する場合は、香地方自治体の指示(条例）に従って処理してください。 
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はじめに 


特長 


高音質-を機能な本機 VSA - AX 已 Ai のまな特長をまとめました。「本書の掲載ページ」に進むと、それぞれの機能や操 
作を楽しんでいただけます。 


1) し LINK 端子を搭載 


LUNK を使用すると、 DVD オーディオや SACD の再 
生が下記のように手軽に楽しめます。 

•マルチチャンネル入力をケーブル]本による簡単接続 
-デジタルによる高品質な伝送 
. ジッター レスに よる高音質な再生 

2) Advanced MCACC を搭載 祭 

聴感のみでは正確な調整が難しいマルチチャンネル 
(サラウンド）の設定を自動化しました。レコーディ 
ングスタジオの現場で行われる調整技術を家庭内で実 
現するため、音場を正確に測定し、チャンネル間の空 
間情報の歪みを補正します。残響特性を考慮した周波 
数特性の補正や残響特性のグラフ表示(パソコンまた 
は日 SD 画面）が可能です。 

3) あ5ゆるデジタル音声フォーマット 
に対応 

96 kHz /24 bit の高音質已 . 1 ch フォーマット 
「 DTS 目目/24」、目 S デジタル標準音声 rMPEG -2 
AAC」、「Dolby Digital EXJ JDolby Pro Logic II 」、 
rOolby Pro Logic llxj .「 DTS - ES 」 など現存する 
デジタルサウンドフォーマット再生に対応したデコー 
ダーを搭載しています。 

4 ) その他のまな特長 

• フ□ントス ピーカーの Bi-Amp 対応： 

スピーカーびバイワイヤ対応であれば、バイアンプ接 
続により高品位な再生び楽しめます。 

• 高品質スピーカー端テ： 

より良い音質のための新設計スピーカー端テを使用し 
ています。 

. バイオニアビデオコンバーター搭載： 

接続の自由度をあ大し、伝送□スの少ない接続を可能 
にします。 


〇 


〇 


〇 


本書の掲載ページ 

P.22 

aUNK 対応機器の接続」 

P.70 

n.LINK 入力の設定」 


P.40 

[Auto Settin 呂 
(サラウンドの自動設定)」 

R53 

[Acoustic Cal EQ (視聴環境の周 
波数特性の補正)」 

R58 

[Acoustic Cal EQ Professional 
(視聴環境の残響特性の測定と周波 
数特性の補正)」 


R76 

「 9 目 kHz/24bit フォーマット 
ディスクの再生について」 

R113 

「サウンド フォーマッ トについて」 




〇 


P.32 

「フ□ントス ピーカーの 
目 i - Amp 接続」 

R39 

「 Suit 巨 ack System (サラウンド 
バックシステムの設定)」 


R20 

「映像機器の接続について（パイオ 
ニアビデオコンノ くーター)」 


Advanced MCACC (Multi Channel Acoustic Calibration system ) とは 

MCACC (Multi Channel Acoustic Calibration system ) は、「スタジオと同等の調整」を「一般家庭」にお 
いて r 簡単かつ高精度」に行ラことを目標に、当社研究所で開発されたちのです。 

映画制作のスタンダードであるルーカスフィルム社と、音楽レコーディング業界の最高峰エアースタジオ社 
(□ンドン）といった、実際の制作現場の技術ちとの徹底的なヒアリングと、当社の長年の研究 
成果の相乗効果により実現されました 。 Advanced MCACC はこの機能をさらに高め、視聴環 
境の残響特性を測定し、それに適した周波数特性の補正を巧ラことで、これまでよ0ち一層ス 
タジオ環境に近づいた、高精度な音場の自動解析、最適補正び可能となりました。 
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ホームシアター乂 P 3 ガイド 

サラウンドサウンドを楽しむ一般のな機器の組み合わせ（テレビ、 DVD プレーヤー、マルチチヤンネル用ム 
スピーカー)を例にあげて、それ6と本機の接続、設定か日再生までの基本手順を説明しまず。 ^ 

入門ガイドは!•ソ下の3ステップで進みまず。 'f 

(Step1^ 接続する 「テレビ/ DVD プレーヤーの接続」「スピーカーの接続」巧 
( St ^^ 設定する 「サラウンドの自動設定」 イ、' 

( St ^^ 再生する 「接続した機器の再生」 


( step 1 接続する 


機器の接続を行う場合には、おず電源を切り、電源コードをコンセント占、5巧いてください。 

テレビ/ DVD プレーヤーの接続 

ドルビーデジタルや DTS のマルチチャンネル音声を再生するために、 

音声はデジタル接続します。 




游メモ 

. お持ちの DV □プレーヤーのデジタル出力び光端テのみの場合は、光ケーブルでの接続とともにデジタル入力の 
設定び必要です。（与 P.68) 

. 同軸ケーブルには、ビデオ（コンポジット）コードを使用できます。 

• 映像の接続は、コンポジットの他に S ビデオやコンポーネントなどでちでさまず。 

.「 MULT 旧00 M & SOURCE 」 の MONITOR OUT 端モか6は、本機の設定画面は出力されません。 
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ホームシアター入 pg ガイド 


スピーカーの接続 


7本のスピーカーとサブウーファーをつないだ例です。お持ちのスピーカーに含わせて（サラウンドバック、センター 
スピーカーびない場含でち）接続してサラウンドサウンドび楽しめます。 



フ□ント 
スピーカー 左 (L) 


サラウンド 
スピーカーを (LS) 


サラウンドバック 
スピーカーを (SBL) 


センター 
スピーカーに)へ 


サラウンドバック 
スピーカー 
ち (SBR)/ 左 (SBL) へ 


藏メモ 

• 各機器の接続び終わった5、電源コードをコンセントへ差し込みます。（畔 P.36) 
• スピーカーの配置については P.30 〜31 をご覧ください。 


( step 2 設定する 

本機の「サラウンドの自動設定」を行5と、マニュアルでは難しかったサラウンドの環境設定び簡をに巧えまず。 

サラウンドの自動設定 (Auto Setting ) 
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邑己 


ぶ;。。〜 

* 




I ~ I 


1才ートセットアップ用マイクを接続/設置する 

兰脚や台などを使って、 U スニングポジションのちの位 
置にマイクを設置します。 






ホームシアター入門ガイド 


-6 STANDBY/ON 
-且日 FFu 日 N 



I 〇 〇 ] 石る If 〇 6 〇 6-0 〇[〇 〇 ] 

參ぶ 6 で 6 〇 t 曰絞®®勢 



2本機とテレビの電源を入れる 

本体の [ OFF / ON ] ボタンを巧して占、5[田 STANDBY / 
ON ] ボタンを巧します。 

藏メモ 

サブウーファーを接続しているとさは、測定のためサ 
ブウーファーの電源を入れてボ U ュームレべルを適度 
に上げておいてください。 


SYSTEM . 
SETUP 


IVCR2I lIVtDE 句1 II CD " [|。》&<|| | 

: 1 細 1 I ぷ口 ■ PUNERl 

DIMICR LOUDNESS TONE EFFECI.tX SB. 

< T > < 7 > < 5 > 

SIGNAL SEL DW BASSfTIlEBLE p+T 

VIKOSEL HI'BIT +10 し了 DISC 

<?> CD CD 

0 DIICCT ACCESS SEARCH MOK 
SVSTEtl SETUP I 扣 BE 


3 テレビに本機のメニュー画面を表示させる 

AMP ボタンを巧して占、 6 SYSTEM SETUP ボタンを巧 
します。 

游メモ 

SYSTEM SETUP ボタンを巧しにあとに、テレビに 
メニュー画面び表示されるよ5テレビ側の入力切換を 
合わせてください。 


W 化化 MR M 曲 T 町 L£r + J ' 

<7>[<〇 

VKOSEL NI'BT +10 し—コ〇|扣 

<5> 

n nwrTirrBW か R 江 UODE 

"Xgiiide 

— 

ll • ll ll II lj ll の BTITlfll 

BS7 — BW — B311 

fw" I い «1 f 一》 

"A*EI •- ，"*!•+_ 

( CS ]) (m 函 


4 オートセットアップを開始ずる 

l ^ TF の画面に従って進めます。 

メニユー操作は▲▼で力ーソルを移動して、^ 

に NTER ボタン)でミ夫定しまず。 

[ Start ] を選んで ENTER ボタンを押すと、測定を開始 
■ ENTER します。 

嫁メモ 

正確な測定のため、測定のときはし: TF のよラにしてく 
ださし、。 

• 騒音をたてない 

• 各スピーカーと測定用マイクの間を遮5ない場 


五 

ミ主意 


巧に立つ 

測定中は大きな音でテストトーンび出力され 
k ます。近隣住宅やかさなお子様などへのご配慮 
:をお願いします。 


ホ—ムシアタ—入門ガイド 













ホームシアター入 pg ガイド 


1 Check!! 1 

Front 

[YES ] 

Center 

[YES ] 

Surround 

[YES ] 

SurrBack 

[YESx2] 

Subwoofer 

[YES ] 

► [Q23] 

[Retry] 


[ERR-»Fix SP.] 


1 [Return to Menu] 1 


5 スピーカー有り/無しの確認をする 

左のに heck !!」 画面び表示されます。 

[日 K ] を選んで ENTER ボタンを巧すと、測定を再開しま 
す。 



SIGKUSEL 曲 FI BASSflTiEBif r+-l 

<?>^<|> 

VIDEO SB. (MIT +10 L— 了 DISC 

<?> CD CD CD 

0 MECTKCE 皮化 lOI 叫压 

SYSTEM —— 


SETUP 



1 Speaker Systems Check I 

Front 

[SMALL ] 

Center 

[SMALL ] 

Surround 

[SMALL ] 

SurrBack 

[SMALLX2 ] 

Subwoofer 

[YES ] 

► [QSS] 

[Exit ] 



6 オートセットアップを終了ずる 

左の画面び表示された5、オートセットアップは完了 
です 。 SYSTEM SETUP ボタンを押して、メニュー操 
作を終了します。 

^ メモ 

• もしオートセットアップの途中でエラー画面び出 
るなどうまくいかなかったときは、 「 AutoSettin 呂 
(サラウンドの自動設定)」（畔 P.40) をご確認くださ 
ぃ。 

• 部屋の残響特性を考慮した、よ0高度な補正を行 
いたいときは、 [ Professional ] で補正を行ってく 
ださい。（畔 P.58) 


〔 StepS 再生する _ ^ 

接続した機器の再生 


DVD / LD - 


ディスプレイ 


© © 0 © 

jjWMBp IJV 田•リ I 側 J pVC 蝴 

I MULT1 CONTROL f 
||VCR2l llVIPEOfl 1 CD l| lof&J 


押 ANCL- 

回 


お UBTIT 止リ 

跑 


01JW , け 

回 


因 

nWL [CT3lBll 

口； 


-INPUT 


-VOLUME 


ni 

MASTER VOLUME 


1 ^^ 芭 



■ o 0 0 6-0 
6 ぞ 


て 


感 @ ® @》」 



L 圓 JOG 


1 DVD プレーヤーの電源を入れる 

2 入カフアンクシヨンを切り換える 

1」モ〕ンの MULTI CONTROL ボタンで DVD / LD を還 
ぶ。または1」モコンの INPUT ボタン、本体の MULTI 
JOG を使って DVD / LD を還びます。 


3 DVD を再生する 
4 音量を調節する 

U モコンの V 0 LUME ボタンまたは本体の M ASTER 
VOLUME を使って、 - SOd 日（最小)占、5十1 2 d 日撮 
大)で調節でさます。 
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これで入門ガイドは終了でず。 

もし本機の接続、設定、操作で困ったときは、「故障かな？と思った日」 （与 P.119) もご覧くださし、。 








各部のち敬 


ホ 


⑧ LLINK インジケーター 

し LINK ケー ブルで接続されている i 丄 INK 対応機器び 
還ばれているときに点打します。 

⑨ Advanced MCACC インジケーター （吟 R 86) 

Acoustic Cal EQ が日 N のときに点灯します。また、 
音場補正の自動測定中ち点なします。 

⑩ MULTI CH IN ボタン （吟 R 90) 

U アパネルの MULTI CH IN 端テに接続した機器を再 
生するときに押します。 

MUSIC ボタン ⑩ ACOUSTIC EQ ボタン い P .86) 

U スニングモードを5ュージックモードにします。 「視聴環境の周波数特性の補正」での設定を ON/OFF 

STEREO/D 旧 ECT ボタン しまず° 

IJ スニングモードをステレオモードまにはダイレク ⑩ MASTER VOLUME 
トモードにします。 本機の音量を調節します。 

③ 皿 OFF-ON ボタン(主電源） 

このボタンび OFF (皿)の状態ではフ□ントバネルおよ 
び I 」モコンでの操作びでさません。 

OSTAND 己 Y/ON ボタン 

本機の電源を入れたり、スタンバイモードにしまず。 

④ ENTER ボタン 

システムセットアップの設定項目の巧定や U スニン 
グモード ( MOVIE 、 MUS に）をま定するとさに巧し 
ます。 

⑥ STANDBY インジケーター 

スタンバイモード時に点なしまず。 

⑧リモコン受光部いち記参勵 

1」モコン信号はここで受信されます。 

⑦ ディスプレイ （与 R 15) 
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延コ識操作節囲_ 

• 1」モコンと本機との間に障害物びあったり、1」 
モコン受光部との角度び悪いと操作びでさない 
場合びあります。 

• 1」モコン受光部に直射日光や堂光打などの強い 
光び当にると誤動作することびあります。 

• 赤外線を発射する機器の近<で本機を使用した 
り、赤外線を利用したほかの U モコン装置を使用 
しにりすると、本機び誤動作することびありま 
す。逆にこの U モコンを操作すると、他の機器を 
誤動作させることちあります。 


本機を1」モコンで操作する 
ときは、1」モコンをフロ 
ントバネルのリモコン 

ださぃ。^^^^ 


① MULTI JOG (マルチジョグ） 

通常は入カソースを選択します。本体の SET UP ボタ 
ンまたは U モコンの SYSTEM SETUP ボタンを巧し 
たときはシステムセットアップの設定項目を選おしま 
す。また、 MOVIE や MUS になどの IJ スニングモード 
の選択にわ使用します。 

③ リスニングモードボタン （与 P .77 〜 80) 
MOVIE ボタン 

U ス ニング モー ドを ムービーモー ドにします。 









各部のち输 


フ□ントパネルドア内部 



① MULTI JOG CONTROL 
SET UP ボタン 

システムセットアップモードにします。 

RETURN ボタン 

システムセットアップモードのときに]つ前の手順 
におします。 

③ STREAM D 旧 ECT ボタン （吟 R 77) 

スト U - ムダイレクトモードを日 N / 日 FF します。 

⑤ MIDN に HT ボタン （吟 R 87) 

ミッドナイト U スニング機能を日 N / 日 FF します。 

④ LOUDNESS ボタン （吟 R 88) 

ラウドネス機能を日 N / 日 FF します。 

感 VIDEO SELECT ボタン （吟 R 96) 

音楽を聞をなび5他のフアンクシヨンのビデオ映像 
を見るときに押します。 

⑥ DIGITAL NR ボタン （吟 R 87) 

デジタルノイズ U ダクシヨンを日 N / 日 FF します。 

③ EFFECT/CH 1 _EVEL (呼 R 72,81〜83,89, 95) 
SELECT ボタン 

SACD ダイレクト亡ード設定、 SACD ゲイン機能、サ 
ウンドディレイ機能、サラウンド亡ードのエフェクト 
レベルや出カレベルを調整するスピーカーを選択する 
とさに押します。 

+/— ボタン 

サウンドディレイ値やリスニングモードの効果、ス 
ピーカー出カレベルなどを調整します。 


感 MUTING ボタン 

音を一時的に消すときに押します。わう一度押す 
と、ミュートは解除されます。 

感 MULTI ROOM & SOURCE い R 91) 

別の部屋で本機につないだ機器を再生する機能（マ 
ルチルーム機能）に使用します。 

CONTROL ボタン 

MULTI JOG ダイヤルととをに、別の部屋(ヴブルー 
ム）で再生する入カフアンクシヨンを選んだ0、 
MASTER V 日 LUME ダイヤルで別の部屋の音量を調 
節します。 

ON/OFF ボタン 

マルチ J レーム機能を入/切します。 

⑩ PHONES (へッ ドホン)端子 

へッドホンを差し込む端テです。へッドホンを使用ず 
ると、スピーカーか5音声は再生されません。 

⑩ SPEAKERS ボタン い P .85) 

スピーカーシステムの A と目、日 FF を切り換えます。 

©TONE ボタン （与 R88) 

己 ASS/TREBLEtK タン 
+/—ボタン 

トーンコント□ール機能を設定ずるとさに押しまず。 

® MCACC SETUP M に端子 （吟 R 10,40) 

オートセットアップを行ラ隙、オートセットアップ 
用マイクを差し込みます。 

©VIDEO INPUT 端子 （吟 R 26) 

VIDE 日フアンクシヨン用の接続端テです。（光デジ 
タル接続を可能です。） 

ポータブル DVD や ゲーム 機の接続に便利です。 











各部のち敬 


ディスプレイ 


① 


② 


③ ④⑥⑥ 


SIGNAL -I > PRO LOGIC II Neo :6 
皿 DIGITAL 
I DTS ES EX ■ 
MPEG 
STEREO 


日日 RF 

DIGITAL 

ANALOG 


TONE DNR 


dB 


SBCH 


__I 广 DSP -I 
ON MOVIE -1 
OFF MUSIC 


hH-BIT/ I 
r SAMPLING 
MULTl-ROOMn 


B 日口 < 

因日丘因', SP>/ 


@ ® (Z) 


® ® ⑩ ® 

① SIGNAL SELECT インジケーター 
(与 R 76) 

現在選択されている機器の入力信号の種類び点灯し 
ます。 

③ デジタルフォーマットインジケーター 
い M 13 〜 115) 

PROLOGIC II: □□プ□□ジック II または□□プ □□ 

ジック llx を処理をしているときに点灯。 

Neo :6: Neo : 目処理をしているときに点'な。 

□□D に ITAL: ドルビーデジタル信号を入力している 
とさに点な。 

DT& DTS 信号を入力しているとさに点な。 

ES: ES 信号を入力しているとさに点な。 

EX: EX 信号を入力しているとさに点な。 

MPEG: MPEG -2 AAC 信号を入力しているときに点 
な。 

STEREO: 再生出力びフ□ント 2 ch (設定によっては 
サブウーファーを含む)のみの場合と、ヘッドホン挿 
入時に点な。 

⑤ LOUDNESS インジケーター 

ラウ ドネス機能び日 N のときに点灯。 

④ MIDN に HT インジケーター 

ミッ ドナイト U スニング機能び日 N のときに点灯。 

⑤ TONE イン ジケーター 

卜ー ンコン 卜□-ル機能び日 N のときに点灯。 

⑥ DNR インジケーター 

デジタルノイズ U ダクシヨン臟能び日 N のときに点灯。 

③ VOLUME (音量レベル)表示部 

音量レベルを表示します。一 80 clB び最ルレべル（一 
一一 d 巨は無音)を表し、+1 2 d 巨び最大レベルを表 
します。 

® MULTI-ROOM インジケーター 

マルチルーム機能び選ばれているとをに点灯しま 
す。 


感 Hi-BIT/SAMPLING インジケーター 

才ーディ オスケーラー機能び日 N のときに点灯。 

® DSP インジケーター 

MOVIE: U スニングモードで M 日 VIE を選択している 
とさに点な。 

MUSIC: U スニングモードで MUS にを選択している 
とさに点灯。 

- DSP - i : MOVIE 、 MUS にモードでパイオニアオ 
U ジナルサラウンドモードを選択してし、 
るときに点巧。 

⑩スピーカーインジケーター（与 R85) 

⑩プ□グラムフォーマットインジケーター 

□□□に ITAL や DTS 信号等び入力された時、そのソー 
スに含まれるチャンネルの情報を点好します。 

L: 左フ□ントチャンネル 
C: センターチャンネル 
R: ちフ□ントチャンネル 
LS: 左サラウンドチャンネル 

S: サラウンドチャンネル（モノラル）またはサラウン 
ドバックチャンネル 
RS: ちサラウンドチャンネル 
LFE: Low Frequency Effect (超低音の効果音)チャ 
ンネル 

♦:実際に LFE 信号び入ってきたときに点灯します。 

「目.1 ch 再生検出信号」の入ったソースび再生される 
と 「 LS 」 rS 」 「 RS 」 の3つのインジケーターび点灯しま 
す。 

® SB CH インジケーター （与 R84) 

サラウンドバックチャンネ J レの状態を表します。 
AUTO: サラウンドバックチャンネルまたはバーチャ 
ルサラウンドバック機能び AUT 日のときに点巧。 

ON: サラウンドバックチャンネルまたはバーチャル 
サラウンドバック機能び日 N のときに点灯。 

OFF: サラウンドバックチャンネルまたはバーチャル 
サラウンドバック機能び日 FF のときに点灯。 


を部の名称 
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各部のを觀 


①リモコンディスプレイ 

さまざまな情報を表示します。 

な ミ0 :⑥ ▲/▼/◄/►/ENTER ボタンを使巧するときに点 
C [します。 REMOTE SETUP のとをにどのボタンで選 
お、ミ夫定するかを表示します。 

公で：リモコンコードの送受信を知 5 せます。 

因皿;： U モートセットアップのとさに点なします。 

□:電池の残りびかなくなったとさに点なします。 

③ ©SOURCE 電源ボタン 

ソース機器の電源を日 N / 日 FF します。 

OTV 電源ボタン 

テレビの電源を日 N/OFF します。 

⑤ MULTI CONTROL 他機器操作ボタン 

U モコンで他機器を操作するとを、または本機の入力を切 
り換えるとを押します。 

④ 数字ボタン 

U モコンの操作モードにしたびってさまざまな目的に使用 
します。 AMP ボタン (©) を押して U モコンびアンプ操作 
モードの場合は、それぞれのボタンび下の働さをしま 
す。 

DIMMER ボタン （与 P.96) 

本体のディスプレイの明るさを調整するとき押します。 

LOUDNESS ボタン （吟 P ぶ 8) 

ラウドネス機能を日 N/OFF します。 

TONE ボタン （吟 P.88) 

BASS/TREBLE ボタン 

I -ーンコント□ールを設定するときに巧します。 


(2) (TV 0のみ)、風 


DNR ホタン （与 R87) 

デジタルノイズ U ダクシヨン機能を日 N / OFF します。 

VIDEO SEL ボタン （吟 R96) 

音楽を聞さなび5他のファンクシヨンのビデオ映像を見る 
とさに押します。 


SIGNAL SEL ボタン （吟 R76) 

入力信号の種類(□に JAL / ANAL 日 G など)を切り換えると 
さ巧します。 


® (SOURCE 0のみ） 
® 〜®、 ® 


(吟 R 102) 


EFFECT/CH SEL ホタン （与 R 72,81 〜 おぶ 9,95) 

SACD ダイレクトモード設定、 SACD ゲイン機能、ヴウン 
ドディレイ機能、サラウンドモードのエフェクトレベルや 
出カレベルを調整するスピーカーを選おするときに押しま 
す。 

+ /— ボタン 

サウンドディレイ値や U スニングモードの効果、スピー 
カー出カレベル、 I -ーンコント□ールなどを調整します。 


本機に付属しているリモコンのボタンとその機能について説明します。ここでは本機の操作に関する機能についてのみ 
記載します。ソース機器やモニター TV を操作する場合の使用例は r 他機器の U モコン操作」（畔 P.102) をご覧ください。 


m 下のボタンは MULTI CONTROL 
ボタンに応じて巧途び変わります 


政下のボタンはどの MULTI C 日 NTR 日 L ボ 
タンが選ばれていてち 、 TV C 日 NT に設定 
された機器を操作することびできます 


U モコン 
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HI-BIT ボタン （吟 R89) 

オーディオスケーラー機能を ON / OFF します。 

⑤ SYSTEM SETUP/MENU ボタン 

システムセットアップモードにします。 I 」モコンび 
DVD / L □の操作モードのとさはメニュー画面を表示 
しまず。 

⑥ ▲/▼/◄/►/ENTER ボタン 

各種設定、メニュー画面で項目を還択した0、ミ夫定 
するとさに巧します。 

⑦ AUDIO ボタン 

IJ モコンび DVD / L □の操作 モー ドのときに、デ ィス 
クに記録されている音声を還択します。 

⑨ソース機器操作ボタン 

③他機器操作ポタンで選択した他の機器を操作する 
とさに巧します。 

⑨ TV CONTROL ボタン 

テレビを操作するボタンです。 

③他機器操作ボタンの TV C 0 NT に登録された機器 
をいつでち操作ずることびできます。 

INPUT ボタン 

テレビの入力を切0換えます。 

TV VOL(+/— ) ボタン 

テレビの音量を調節します。 

TV CH(+/-) ボタン 

テレビのチャンネルを切 D 換えます。 

⑩ リスニングモードボタン （与 R77~80) 
MOVIE ボタン 

IJ スニングモードをムービーモードにします。 

MUSIC ボタン 

IJ スニング モー ドを S ュージ ック モー ドにします。 

和ーボタン 

MOVIE や MUS になどの U スニングモードを選択し 
ます。 

ENTER ボタン 

MOVIE や MUS になどの U スニングモードをま定し 
ます。 

STEREO/D 旧 ECT ボタン 

IJ スニングモードをステレオモードまたはダイレク 
トモードにします。 

⑩ SB CH MODE ボタン （吟 R84) 

サラウンドバックチャン ネルの日 N / 日 FF/AUT 日を 
選択します。またサラウンドバックスピーカーを 
N 日 （無し）で設定しているときは、バーチャルサラウ 
ンドパ’ック機宫目の 日 N / 日 FF/AUT 日を 選択します。 


各部のち敬 

⑩ SYSTEM OFF ボタン （吟 P.106) 

あ5かじめ設定しにコマンドと、すべてのバイオニ 
ア機器の電源を切るとさ巧します。 

⑩ 0AMP 電源ボタン 

本機の電源を0 N まには0 FF (スタン(イ状態）にす 
るとを押しまず。 

® MULTI OPERATION ボタン （吟 P.106) 

マルチオペレーションを実行ずるときに押しまず。 

©AMP ボタン 

U モコンをアンプ操作モードにします。 

⑩ TOP MENU/GUIDE ボタン （吟 P.102) 

U モコンび DVD / L □の操作モードのときはトップメ 
ニュー画面を表示します。また、 I 」モコンび TV / 
SAT の操作モードのとさは日 S デジタル放送の番組 
表を表巧します。 

⑩ RETURN/EXIT ボタン 

本機のシステムセットアップや DVD のメニュー画面 
の操作などで1つ前の手順に戻した0、解除した0 
します。 

® INPUT ボタン 

入カソースを選択します。 USB 、 PHONO . i.LINK 
に接続した入カソースち選べます。 

® VOLUME(+/ —) ボタン 

本機の音量を調節するとさ押します。 

硕 MIDN に HT ボタン （吟 R87) 

ミッドナイト U スニング機能を日 N / 日 FF します。 

@ MULTI CH INPUT ボタン （吟 R90) 

MULTI CH IN 端テに接続した機器を再生するときに 
押します。 

©MUTE ボタン 

音を一時的に消すとさに押します。ちラー度巧ず 
と、ミュートは解除されます。 

©ACOUSTIC EQ ボタン （吟 R86) 

「視聴環境の周波数特性の補正」での設定を日 N / 日 FF 
します。 

® REMOTE SETUP ボタン （吟 R98 〜 111) 

U モコンの各種設定に使用します。 


を部の名称 
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各部のを输 





① i 丄 INK 端子（畔 R22) 

@ MR&S 旧 IN/0UT5 爾モ（畔 R35) 

③ CONTROL IN/ 日 UT 端子（畔 R35) 

® デジタル入力端モ（畔 R28) 

端子に表示された機器と違ラ機器を接続するとさは 
入力設定び必要です。（畔 P.68) 

感 MR&S L/R OUT 端子（畔 R33) 

® デジタル出力端モ（畔 R28) 


@ MR&S MONITOR 日 UT 端モ（畔 R33) 
® MONITOR 日 UT 端子（畔 R21) 

風 PRE OUT 端モ（畔 R34) 

® MULTI CH INPUT 端子（畔 R22,27) 

⑩ AV 機器入出力端子（畔 R 21,24 〜 26) 

® アナ□グ音声入出力端子（畔 P.27) 

〇 USB デジタル入力端子（畔 R92) 

US 目ケーブルで PC と接続します。 


接続つ—ド/ク—ブ J レにごし、て （コード/ケーブルはずべて別売0でず。） 


■ビデオコード 

一般的な映像用コードで、 
コンポジットフオーマット 
の映像信号を伝送します。 

g 若。 

夕 


■S ビデオケーブル 

映像信号の Y と C の2つの信号か5 
な0、コンポジットよりを高品位 
な映像品質を楽しむのに適してし、 
ます。 



■D 端モケーブル 

映像色差信号とフオーマツト識別制 
御信号を、]つのコネクタで接続で 
さるケーブルです。コンポーネント 

詰を 楽しめィ £>醒 


■コンポーネント映像ケーブル 

映像信号の Y、 Cb / Pb 、 Cr / Pr の3つの 
信号か5なり、 S ビデオケーブルより 
わ高品位な映像品質を楽しむのに適し 
ています。（ビデオコード3本での接続 
わ可能です） 
































各部のを祿 


® C 日 MPONENT VIDEO 入出力端モ（畔 R 21,25) 

接続するとさは、必ず入力設定び必要です。（畔 P.69) 

© AC OUTLET/AC IN (畔 R 36) 

® RS -232 C 5 好（畔 R 64) 

パソ]ンの接続端テです 。 Advanced MCACC に使用するグラフィック信号を出力します。 

® スピーカー 端モ（畔 P .29) g . 一で 

咬^ メモ 

本磯リアパネルの S 端テには S 2- VIDE 日と書かれていますび、 
S . S 1、 S 2 と書かれた機器すべてと接続び巧能です。また同様 
に本機の□端テには D 4 VIDE 日と書かれていますび、 D 1、02、 
□3、04と書かれた機器すべてと接続び巧能です。 


■同軸ケーブル/光ファイバーケーブル 

デジタル機器の接続に使用します。 


、心 



同卽ケーブル 光ファイバーケープル 

(またはビデオコード） 


接続の隙は端子の向さを合わせて<ださい。誤った向をで 
むりや0挿入すると、端子び変形し、ケーブルを抜いてち 
シャッ ターび閉ま5な < なることびあります。 

長さは 3 ml ； rF のわのを使用してくださし、。 

プラグにホコリび付着したとさは、柔5かい布で拭いてか 
5接続してください。 


■し LINK ケーブル 本機は最大転送速度び4日日 Mbps の 

1， ため、 S 400対応で長さ3.已 m け下 

の4ピン i 丄 INK ケーブルを使用して 

ください。 

/尸パ ※巧奨ケーブル：オーディオテクニカ製 

- L --->1 A"NDVC44/1 .0(長さ1。171) 

ケープルに表示されている♦を、本体に表 ATn 、/。/!/!。 C / 巨-1 C 、 
記されている▲と合わせてまっすぐ挿入し AT-DVC44/1 .已退さ].已 m) 

てください。斜めから無理に拝入すると端 AT-DVC44/2.0( 長さ 2.0 m) 

ごび;玫障する恐れび SO まず。_ J 冉 T-DVC44/3.0( 長さ 3.0 m) 



■ AV コード 

オーディオコードとビデオコードの 
一体化したちの。 



SURROUND 


CENTER 


FRONT 


入力設定 
変更可能 


AC 


さ部の名称 













































各機器の接続 


機器の接続を行う場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 



映像機器のち続についてり K イオニアビデオコン/ V — 夕一) 


本機は入力された映像信号を異なる種類の信号に変換することのできるビデオコンバーターを搭載していますので L 处 
下のよラにビデオ機器との接続方法び選べます。各接続コード/ケーブルについては r 接続コード/ケーブルについて」 
(畔 P .18) をご覧ください。 


映像をテレビに表巧する 

ソース機器か5の映像信号をテレビで表示するには下記の「〇」の組み合わせで接続でさます。 


映像コードの組み合わせ 


TV (モこ夕 一） 側の 
ソース南1 を〜''^反 コード 
齡コー ド 

ビデオ 

(コンポジット） 

S ビデオ 

コンポーネント /D 

ビデオ 

(コンポジット） 

〇 

〇 

〇 

5 ビデオ 

〇 

〇 

〇 

コンポーネント /D 

X 

X 

0* ま 


* この組みをわせの場を、システムセットアップの 
Component-In select 設定（畔 P .69) で、つないだ入 
力機器を割り当てる必要があります。 


ソース 機器 


本機の 
映像入力へ 



本機の 

モニター 出力か 6 



TV 

(モニター） 


U 


U 


映像を録画する 

ソース機器か5の映像信号を録画するには必ず同じコードで接続します。 


映像コードの組み合わせ 


像傑器 

ソースお器 

ビデオ 

(コンポジット） 

5 ビデオ 

ビデオ 

(コンポジット） 

〇 

X 

5 ビデォ 

X 

〇 

コンポーネン hVD 

X 

X 


映像入力へ 


ソース 機器 



^ メモ 

• 入力機器とテレビの両方に S ビデオ端テ/コンポーネント端テび付いているとさは、 S ビデオ端テ/コンポーネン 
卜端モで接続すると、より鮮明な映像を再生することびできます(コンポーネント端テどラしの接続び最わ良い 
画質とな0ます)。 

. テレビによっては、 S ビデオ入力とコンポジットビデオ入力の両方を接続していると、信号の有無にかかわ5ず 
常に S ビデオ入力び優先され、本機とコンポジットビデオ入力端子でのみ接続している機器の映儘を見ることび 
できない場合びあります。詳しくはテレビの取扱説明書をご覧ください。 
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各機器の接続 


TV (モニター)のち続 



DVD プレーヤ ー/ DVD レコーダーのち続 


.1## mm：：,* 〇 

imm 參雜=» 〇 

: mm ##.：.#© 


DVD プレーヤー 
DVD レコーダー 


「映像機器の接続につして」片 P .20) をご覧になり、どのち法で接続ずるかを選択してください。 

各接続〕ード/ケーブルや画質については階続コード/ケースレについて」（与 P .18,19) をご覧ください。 

コンポーネント端モや□端テで接続するとさは、必ず r コンポーネントビデオ入力の設定」を巧ってください（与 P .69)。 
同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続ずるとさに、下図と異なる場合は r デジタル入力の設定」び必要 
でず（与 P .68)。 


DIGITAL OUT 
COAX OPT. 
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は使用しないで 
ください。 


D - i ® - 

^皿 ? , 
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n 參* 
纔樓。感; 

。濟續。爆 。I 




藏メモ 

.DVD レコーダーで他機器からの 
ソースを録画する場合は、 2 目 
ページをご覧ください。 

. コンポーネント端テや D 端テで接 
続するとをは、 DVD プレーヤー 
側でコンポーネントビデオの出力 
設定び必要になります。 


^ メモ 

TV (モニター)の1つの入力に S ビデオやコンポーネントビデオなど数種類のコードを複数接続すると映像び乱れ 
たり'汚く映ることびあります。詳しくは TV (モニター)の取扱説明書をご覧ください。 


「映像機器の接続について」（畔 P .20) をご覧になり、どのち法で接続するかを選択してください。 

各接続]—ド/ヶーブルや画質については愼続]-ド/ヶーブルについて」（畔 P .18,19) をご覧ください。 
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S.LINK 端子' 

し 

映像出力^ 


V 


i 丄 INK 巧応機器 
( DV - S 日6日 AVi など) 


^ メモ 

DVD/SACD プレーヤー側の設定で、日. 1 ch アナ□グ出力を日 N に設定しないと音び出ません。詳しくは DVD / 
SACD プレーヤーの取扱説明書をご賣ください。 


丄 INK 対応機器の接続 


接続には、 S 4 日 0 対応の 4 ピ： AUNK ケーブルを使用してくださしバ畔 P .19)。 

i.LINK AUDIO インターフエースでは、映像信号は伝送されないため、ビデオ機器と接続する場合は映像信号の接続も必 

要にな 0 ます。 r 映像機器の接続について」（畔 P .20) をご覧になり、どの方まで接続するかを選択してください。またコ 
ンポーネント端テや D 端テで接続したときには、必ずロンポーネントビデオ入力の設赴を行ってください（畔 P . 69)。 
(すでにその機器の映像信号び本機と接続されている場合は兼用することびできます。） 

接続後、 HUNK 入力の設定 J (与 P .70) を巧ってください。その瞧機器からの映像信号を接続した端子と同じ入カファ 
ンクシヨンに i 丄 I N K 対応機器を割り当ててください。（正しく割り当てられないと、映像と音声を同時に選択できませ 
ん〇 ) 

必要に応じて再生機器側の出力設定を行ってください。詳し<は、再生機器側の取扱説明書を参照してください。 


各機器の接続 


已 . Ich アナ□グ接続 


DVD/SACD プレーヤーに己. Ich アナ□グ出力端子びある場合は、本機の MULTI CH INPUT 端子と接続して DVD 
オーディオ/ SACD 再生を行うことびできます。 DVD オーディオまたは SACD を再生するには入カモードの切り換え 
び必要でず。詳しくは rOVD 才ーデイオ/ SACD (マルチチャンネル入力）の再生」（畔 P .90) をご覧くださし、また、 
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.LINK 接続を行ってち、お楽しみいただけます。 
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各機器の接続 


丄 INK にごし、て 


LLINK とは、デジタル音声などのデータ転送や接続した機器に対して操作なども行えるシ U アル転送ち式のデジタル 
インターフェース IEEE 1 3目4の呼称で、 IEEE 1394 は、米国電テ電気技術協尝 ( IEEE ) によって標準化された国際標 
準規格です。 LLINK と LLINK □ゴ R は、 ソニー 株式芸社の商標です。 

本磯は LLINK AUDI 日(八&[\/1プロトコル）に対応しているので、本機と LUNK 対応機器とを LLINK ケーブルで接続する 
と、 DVD オーディオや SACD などのマルチチャンネル音青ち、]本のケーブルだけでデジタルでやり取0することび 
できます。また複数の i 丄 INK 対応機器をつないだときは、他の機器をかしてつないでも、操作やデータのやりと0び 
でさます。このため接続順序は、あま0気にする必要あ0ません。 

また本機で LLINK 接続した SACD や CD の再生を行ラとき、接続した再生機器が P 日 LS * または同様のレートコント 
□ール機能に対応していれば、デジタル音青部分はジッターレスで伝送することびできます。 

* PQLS (レートコント□-ル） 

PQLS(Precision Quartz Lock System ) とは、本機の高精度な水晶発振器を使用することで、ジッターのな 
い状態にてデジタル/アナ n グ変換を行ラことびでさる i 丄 INK インターフェース上のデジタルオーディオの伝送 
技術です。この技術を動作させるには、本機と P 日 LS または同様のレートコント□ール機能に対応したプレー 
ヤーとび、 LLINK 接続されている必要びあ0ます。 

著作権保護システム _ 

LLINK 接続を通して DVD オーディオ、 SACD 、 DVD (コピー自由なディスクは除く）の音声を再生するには、プレー@ 
ヤーとアンプの双方び DTCP ( Di 畳 ital Transmission Content Protection ) とよばれる菅作権保護システムに対応し巧 
ている必要びあ0ます。 DTCP はデータの暗号化と相手機器の認証か5なるコピープ□テクシヨン技術です。本機は 
□ TCP に対応しています。お手持ちのプレーヤーについてはプレーヤーの取扱説明書をご覧くださし、。 


/ -\ 

この機器の i . LINK インターフェースは、政下の規格に基づいて設計されています。 

1 ) IEEE Std 1 394 a - 200日 ， Standard for a High Performance Serial Bus 

2) Audio and Music Data Transmission Protocol 2.0 

この規格の AM 824 sequence adaptation layers の中の、 lEC 目日日已 8 bitstream 、 DVD - Audio、SACD 
に対応しています。 

\_ J 


丄 INK ネツトワーク 


下図のようにして複数の i 丄 INK 機器を接続することびでをます。 

デ イジ—. チ！ーン型(数珠つなぎ)で接続の場合は、最大17台まで接続できます。 
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各機器の接続 

接続が輪(ループ)にな!5ないよラに接続ずる。 

デジタル信号は、接続したすべての i 丄 INK ケーブルに流れます。信号を出力した機器に同じ信号び戻5ないよラ、輪 
にな5ないよラにつないでください。接続び輪(環状）になることを「ループ」と呼びます。 



^ メモ 

• LUNK の伝送 フォー マットには、本機のような n 丄 INK AUDI 日 （ ASiM プ□トコル)」、目 S デジタルのような 
「 MPEG -2 TS 」、 DVD レコーダーやデジタルビデオのような 「 DV 」 といった種類びあります。 i.LINK AUDI 日 
外の機器やパソコン周辺機器を本機と接続したときには、正常にデータ転送びできません。また、誤動作する 
場合わあります。 

. LINK 対応機器の再生中は、他の機器の LLINK ケーブルをがしたり、新しい機器を接続したり、電源のオン/才 
フは行わないでください。 

. LUNK 対応機器の中には、電源びスタンバイ状態やオフになっていると、データを中継できない機器びありま 
す。接続する LUNK 対応機器の取扱説明書もご覧ください。本機はスタンバイ状態のとき、 LUNK のデータを 
中継でさません。 

.LUNK 対応機器には、その機器び対応している最大データ転送速度が i 丄 INK 端テの周辺に表記されています。 
i . LINK の最大データ転送速 嵐ま、 約] 00 /200/400 Mbps * び定義されており、2 日 0 Mbps のものは S 200、 
400 Mbps のものは S 400と表記されます。本機の i . LINK 最大データ転送速度は、40 日 Mbps です。 S 100 や 
S 2 日 0の機器をつないだ場合や、機器の仕様により、実隙の転送速度び40 日 Mbps より遅くなる場合びありま 
す。でさるだけ、最大データ転送速度び同じ機器どうしを並べて接続してください。 

* Mbps けガビーピーエス）とは 、 「Mega bits per second 」 の略で、 ] 秒間に通信できるデータの容量を 
示しています。4 日 0 Mbps では、 ] 秒 間に4 日 0;<ガビットのデータを転送します。 

• LUNK 機能は、すべての i 丄 INK 対応機器間での接続動作を保証するものではありません。 LUNK 対応機器間で 
データやコント n —ル信号びやりとりでをるかどラかは、それぞれの機器の機能によって異なります。 


DVD / LD コンパチブルプレーヤーまたは LD プレーヤーの接続 


DVD / LD プレーヤーまたは LD プレーヤーに [ XIRF 出力端子びある場含は、 □□ RF 端テも接続します。これは、ドル 
ビーデジタル LD ソフトの再生に必要です。また、 LD のアナ□グオーディオ信号はデジタル出力されませんのでアナ 
□グオーディオ接続ち行ってください。 

同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するとさに、下図と異なる場合は r デジタル入力の設定」び必要 


です（吟 P .68)。 



嫁メモ 

. EXIRF 端テの接続は同軸ケーブルで 
行います。 

.[ XIRF 端テに接続した機器を再生す 
るとさは、 U モコンの S に NAL 
SELECT ボタンで入力信号を [XIRF 
に切り換えてください （ EXIRF は 
□□ RF 端テび割り当て5れている入 
カフアンクシヨンを選んでいると 
さのみ選択することびでさます）。 
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BS/CS/ 地上デジタルチユーナーのち続 


各機器の接続 


旦儀 
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八イビジヨンテレビ(または MUSE デコーダーの 3-1 方式4チヤンネル放を)との接続 


本磯 U アパネルの MULTI CH IN 端テに、オーディオコード(別売)で接続します。 

この端テに接続した機器の音青を再生するには、入カモードの切り換えび必要です。詳しくは mVD オーディオ/ SACD 
(マルチチャンネル入力）の再生」（畔 P .90) をご覧ください。 


^ メモ 

サラウンドの接続（《）は1 P 一 2 P の分岐コード(モノラルーステレオ）をお使いください。 

り V イビジョンテレビ (MUSE デコーダー)側にサラウンドち/左の出力びある場合は、通常のステレオオーディ 
オコードをお使いください。） 
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「映像機器の接続について」（畔 P .20) をご覧になり、どのち法で接続するかを選択してください。 

各接続コード/ケーブルや画質については r 接続コード/ケーブルについて」（畔 P .18,19) をご覧ください。 

コンポーネント端テや D 端子で接続するときは、必ず r コンポーネントビデオ入力の設定」を行ってください（畔 P .69)。 
同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するとさに、下図と異なる場合は r デジタル入力の設定」び必要 
です（畔 P .68)。 



衛星チューナ ー 
地上デジタルチューナー 
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各機器の接続 


r 映儘機器の接続について」（畔 P .20) をご覧になり、どの方まで接続するかを選択してください。 

各接続]-ド/ケーブルや画質については r 接続]-ド/ケーブルについて」（畔 p .18,19) をご覧ください。 

コンポーネント端子や□端テで接続するときは、必ず「コンポーネントビデオ入力の設定」を巧ってください（畔 P.69)c 
録画をすることを前提とする場をは、ソース機器と録画機器の映像信号をコンポジットか S ビデオのどち5かに統一 
して接続する必要びあります。また音声信号についてわアナ□グ接続する必要びあります。 


^ メモ 

VCR 2 端子の接続は、 
VCFM / DVR と同様に接続 
して < ださい。 







S M0 000^ 
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各機器の接続 


アナログ音声機器のち続 


デジタル出力のある CD プレーヤーや MD レコーダーでは、さらに r デジタル音声機器の接続」（畔 P .28) ちでをます。 



^ メモ 

カセットデッキを設置する場所によっては、再生し 
たときに雑音などび発生する場合びあります。これ 
はアンプのトランスによる U —ケージフラックス 
(漏れ磁束)の影響によるをのです。このよラなとさ 
には、設置する場所を変えるか、アンプか5離して 
設置して < ださし、。 


五 

注意 


工場出荷時の設定のままで PH 日 N 日/ LINE 端 
テにレコードプレーヤーじ(がを接続しないでく 
ださい。大音量を出力し、スピーカー等を破壊 
する恐れびあ0ます。 PH 日 N 日/ LINEiS テにレ 
コードプレーヤー政外の機器またはイコライヴ 
内蔵レコードプレーヤーを接続する隙は、 
rPHONO/LINE Setup 」 （畔 P.73) で PH 日 NO/ 
LINE 端テを LINE に設定してください。 


外部 デコーダーの アナ□グ接続 


マルチチャンネルアナ□グ出力端子(日.1 ch または 7. 1 ch ) を持つ外部デコーダーとの接続には、本機の MULTI CH 
INPUT 端テを使用します。この端子に接続した機器の音声を再生するには、入カモードの切り換えび必要です。詳し 
くは 「 DVD オーデイオ/ SACD (マルチチャンネル入力）の再生」（畔 P .90) をご覧ください。 
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各機器の接続 


デジタル音声機器の接続 


ドルビーデジタルや DTS ソフトを再生ずるには、デジタル接続が必要でず。接続は同卽ケーブルまたは光ファイバーケー 
ブルで行いまず （1 つの機器に巧してどち5か一方のみで接続しまず)。 

藏メモ 

DIGITAL 日 UT (1 ，2)端テはデジタル入力された信号を出力しますので、デジタル録音をするには光デジタル入 
力を持つデジタル録音機器と接続してください。 



(吟 P .21) 


デジタル入力端テ 


滅メモ 

どのデジタル入力端テをどの機器に使用するかは自由に変更する 
ことびできます。ただし、工場出荷時の設定(ち図）と異なる接続 
を行う場合は 「 Digital-In Select (デジタル入力の設定)」（畔 P .68) 
にて設定の変更を行ってください。 

. Di 呂 ital - 田〜团には [ TUNER ]、[ PHONO / LINE ]. [ VIDEO ]、 
[ USB ] を選ぶことびできません。 

. naRFIN には [ TUNER ]、[ PHONO / LINE ]. [ VIDE 日]、 [ CD ]、 
に□-刊、 [ MD ]、[ USB ] を選ぶことびできません。 
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各機器の接続 


: ち®み— 參 
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し^下のように各スピーカーを接続します。本機でサラウンドを楽しむためには、7本のスピーカーとサブウーファーを 
接続することをお勧めします。 


フ□ント 
スピーカー 左 (L) 


サラウンド 
スピーカー左 ( LS ) 



スピーカー (!：：)[[◎ ◎ 


フ□ント 
スピーカーち ( R ) 



サラウンド 
スピーカーち ( RS ) 



音青入力へ 


サラウンドバック 
スピーカー 左 ( SBL ) 


サラウンドバック 
スピーカーち ( SBR ) 


アンプ内蔵 
サブウーフ ア- 





サラウンドバックび 
] 本のときは L 端子に 
つないで < ださい。 


サプウーファーには別の接続方法ちあります。詳しくは 
サブウーファーの取扱説明書をご覧ください。 

( THX サプウーフアーをご使用の方は THX 入力端子ま 
たは THX フィルタポジションをご使用ください） 


^ メモ 

また、じ(下のようなときはサラウンドバックスピーカーをスピーカー端テ目として使用することもできます。 

• ;<インの U スニングルームし^外の場所(キッチンなど)でち聴さたいとさ。（この場合はステレオ再生になります） 
. フ□ントスピーカーを巨 i - Amp で使いたいとき。 

• マルチ ルーム 機能で、 ヴブルームのスピーカーを 接続 するとき。 

サラウンドバックスピーカーをスピーカー端テ目として使用するときは「スピーカーの応用接続」（畔 P.32) をご覧く 
ださい。 



テレビ 
(センタースピー 
力 一として 使用 
する場合） 


击 

ま意 


公称インピーダンスが目〇〜1巨城 D スピーカーをご使用ください。 ' 

本磯ではスピーカーインピーダンスを変更することびできます。エ場出荷時は8^1〜1目11ですび、お手 
持ちのスピーカーげ目£21^处上8^1未満の場合は設定を変更してください。変更のしかたは、「スピーカーイ 
ンピーダンスの切0換え」（次ページ)をご覧ください。 

スピーカーと本機の©および©端テどうしを正しく接続してください。 

スピーカーコードを接続するときは、芯線をしっかりねじり、スピーカー端テか5はみ出していなし、こ 
とを確認してください。芯線び U アパネルに接触したり、©および©び接触すると保護回路が働いて電 
源びスタンバイ状態になることがあ0ます。 



スピーカーの接続 


® @ ® ® 章 

####«□ 
@ ® ® ® ® 田 

蠻參參參參。 













各機器の接続 


スピーカーインピーダンスの 切り換え 


スピーカーインピーダンスの設定は、目〇1^：>(上8〇未満の設定と8〇〜]目^2の設定の2通りあります。お手持ちのスピー 
カーび目上 8 Q 未満の場合は！; TF の手順で設定を変更してください。（工場出荷時は 8 Q 〜1目础こ設定されています。） 



1本機をスタンバイ状態にずる。 

スタンバイインジケーターび点灯します。 



(1)STANDBY/ON 


SPEAKERS ボタンを巧しなび6 
STANDBY ボタンを巧ず。 

スピーカーインピーダンスが変更さ 
れます。 

再度、設定を変更したいとさは手順1 
か5や0直してくださし、。 



スピーカーインピーダンスび 8 n 〜160の場合 


スピーカーインピーダンスび目油ツ上 8 Q 未満の場合 


スピーカーの 配置に ついて 


スピーカーの配置はマルチチャンネルサラウンド再生において重要な役割を果たします。 

一般家庭における各スピーカーの配置の例はのとお0です。 L 处下の図を参考にしなび5 U スニングルームにをね 
せたスピーカーの配置をお試し < ださし、。 

^ メモ 

スピーカーを床に直接設置すると、建物に直接振動び伝わり音質び変わってしまうことびあります。また、柔5かす 
ざる棚の上などち音質に影響びあ0ますので、専巧スタンドやコンクリートブ□ックなどの使用をお勧めします。 


フ□ント&センター 


リスニングポイントか6の角度 



センター ( C ) を使用する場合はにめ 
に、センターに)を使用しない場含 
は狭<配置することをお勧めしま 
す。（上図の範囲） 


奥行を 



センター ( C ) はフ□ント （ L / R ) と同 
一面か5フ n ントまでの距離を超え 
ない位置に。フ□ントよりち前方だ 
と音場感を損ねます。 


スピーカーの向さ 



中巧け感を防ぐために多少内振り 
に。ただし、あまり内振りにしすざ 
ると広び〇感などを損ねます。 
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サラウンド & サラウンドパック 


各機器の巧続 


サラウンドバック無しの場合 サラウンドバック1本の場合 


サラウンドバック2本の場台 


画 


1 0•ィ〇 • \ 

乂 1 

1 1 \ 

「 SB し || SB し 1 

1 SBR 1’ SBR 1 




サラウンドスピーカー ( LS / RS ) は 
ちの位置よ0上方目日 cm 〜1 m でや 
や下振りにします。マルチチヤン 
ネルの音楽再生と両立したいとさ 
は後ち寄0に配置します。 LS と RS 
び真正面で向さ含わないよラにを 
か左ちに振った0してみてくださ 
い。 


サブウーファー 


サラウンドバックスピーカー ( S 目/ SBL / S 目 R ) も耳の位置より上方目 0 cm 〜 

1 m でやや下振りにします。サラウンドバック2本の場合は S 目 L と SBR を隣接 
させリスニングポジシヨンか5等距離に設置(設赵すると THX モード 
(畔 P .77 〜 79) の効果び最大限発揮されます。 


接 


特に制限はありませんび、他のスピーカーの低音出力との打ち消し合いび起こ5ないよラな場所に配置してくださ 
い。また、壁の近くに設置すると建物との共振により低音び極端に増強される場合びありますのでごを意ください。 


モニター TV とスピーカーの位置関係 


パヮード 

わ、ノタ — サブウーフアー 

スピーカーに） 


フ□ント 
スピーカーち (R) 



フ□ントスピーカーはテレビから等距離になるようにし 
ます。センタースピーカーはモニター TV 画面に近い方び 
セ U フなどび自然に聞こえます。ただし、テレビが色ず 
れ等を起こすのを防止するため、防磁型のスピーカーを 
使用してください。防磁型でない場合は、テレビから離 
して設置してください。 


フ□ント 
スピーカー 左 (L) 


サラウンド 
スピーカーち (RS) 


サラウンドバック 
スピーカーち (SBR) 


A 

ま意 


センタースピーカーをテレビの上に 
設置するとさは、適切なちまで固定し 
てください。固定しないと地震などの 
列■部の振動によ0、スピーカーび落下 
してケガをした0、スピーカーを破損 
する原因とな0ます。 


サラウンド 
スピーカーを (LS) 


サラウンドパック 
スピーカーち (SBL) 
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各機器の接続 


スピーカーの応用接続(バイアンプ/別エリアでのステレオ再を) 


U アパネルの SURROUND 巨 ACK 端テは、サラウンドバックスピーカーを接続するだけでなく、フ□ントスピーカー 
の高音質化や、 別エ U アでのステレオ再生に使用できます。 


フ□ントス ピーカーの Bi - Amp 接続 


フ□ント ch 用スピーカーがバイワイヤ U ング対応であれば、さらに高品位な Bi-Amp 再生が可能です。ただし、 
スピーカーシステムは最大已 .Ich までとなります。 

バイアンプ接続は、バイワイヤ U ング対応の高域用と低域用の出力を、それぞれ別のパワーアンプに接続して駆 
動する方法です。（下記のバイワイヤ接続を、さ6に進めたち法です。） 


接続 


ISPEAKERSI 


因 R PROMT 

ns ~ - 

© 


© 


© 


画獲 


變 

變 




画顯 


I巧适設定を星す前 
SURROUND BACK / 图 


画.圏 
國.邏 


© 


© 


-サラウンドバックシステムの設定 （畔 P .39) 

[Front Bi-Amp」 を選択してください。 

サラウンドバック ch は自動的に「無し」に固定さ 
れ、最大日. Ich のシステムになります。 

-スピーカーシステム A / B の切り換え （畔 P .85) 
A+ 目 (SP^A 巨)び通常再生状態となります。 

このシステムではサラウンドバック ch 用の回路 
をスピーカー端テ回に使巧しますので、サラウ 
ンドバック ch のプ U アウト端子は端テ回と同じ 
出力にな0ます。（マルチチャンネル信号はダウ 
ンミックスされて、 2ch 出力になります。） 


バイワイヤリング巧応 
フ□ントス ピーカー 
裏面 （ L ) 


__ 


篮參) 


Lo 


スピー カー 端テ回のフ 
□ントとスピーカー端 
テ固か5は同じ音び出 
力されますので、 Hi/ 
Lo は A/ 巨のどちらと 
でち接続でをます。 


A 

ま意 


フ□ントスピーカーの目 i-Amp 接続をするときはア 
ンプへの悪影響を防ぐため、スピーカーに付属されて 
いる Hi 丄〇のシヨート金具は必ず外してください。詳 
しくはスピーカーの取扱説明書もご覧ください。 


感メモ 

ネットワークび着脱でさるスピーカーの場 
含、ネットワークびがれたままだと効果び 
得5れませんのでごを意ください。 


Bi - wire ( パイワイヤ接続の場合） 

スピーカーの高音域/低音域巧端テを、それぞれ独立したケーブルにてアンプと接続する方まです。 

高音域とお音域を独立させることで、低音域の逆起電力による高音域への影響を最小限とし、よ0—層の高音質をお 
楽しみいただけます。 

「Normal System」 またはに econd Zone」 でシステムを組む場合は、 Bi-Amp ではなく 
Bi-wi「e 接続にします。スピーカー端子回に、バイワイヤリング対応スピーカーの Hi と Lo 
の2本を並列に接続してください。 


この方まで異なる2つのスピーカーを接続しないで 
<ださい。 
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各機器の接続 


Second Zone (別 I リアでのステレオ再生)接続 


寝室やキッチンなど、メインのリスニングルームとは別の場所のステレオ再生び巧能です。 



-サラウンドバックシステムの設定（畔 P .39) 

「Second Zone 」 を選択してください。 
サラウンドバックかは自動的に r 無し」に固定さ 
れ、最大已 . Ich のシステムになりまず。 


-スピーカーシステム A / B の切り換え（畔 P .85) 

巨または A 十 B を選択してくださし、。 


スピーカーの応用ち続 (7 ルチルーム) 


本機を操作して、本機のある部屋インルーム）とは別の部屋(サブルーム）で本機につないだ機器の再生を楽しめま 
す（マルチルーム機能）。^インルームとヴブルームで同時に同じソースを再生することはちちろん、別々のソースを 
再生することちでさます。 

巧 


基本的なマルチルーム接続 


本徽こ別のアンプとテレビモニターを図のように接続します。 



SURROUND BACK 端子をほ用したマルチルーム接続 


本機にテレビモニターとスピーカーを図のように接続します。 


-サラウンドパックシステムの設定 （畔 P .39) 

「MR & S 」 を選択してください。 

サラウンドバック ch は自動的に r 無し」に固定さ 
れ、最大已 . Ich のシステムになります。 


-スピーカーシステム A / B の切り換え （畔 P .85) 

スピーカーシステムは A または日 FF になります。 



^ メモ 

. ヴブルームで再生でさる音声はステレオ（アナ 
□グ)音声で、 LLINK やデジタルで入力された音 
声、マルチチヤンネル音声は再生できません。 

. U スニングモードやコント□ールなどの各種音 
声機能は使えません。 
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各機器の接続 


他のパワーアンプのち続 


他のアンプをパワーアンプとして本機と組み合わせることびできます。各プリアウト端テか5出力される音はスピー 
カーシステムによって変わります。詳しくは「スピーカーシステム A / 目の切0換え」（畔 P .85) をご覧ください。 



感メモ 

この接続を行った場を、個々のアンプの能力やボ U ューム位置などにより音場補正を正確に行ラことびでさない 
場をびあ0ます。 
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各機器の巧続 


旧レシーバー 

• 旧接続は、旧端子び付属している機器を使巧してください。 

• 接続に必要なケーブルの種類については、旧レシーバーに付属の取扱説明書を参照してください。 

. 旧レシーバーの U モコン受光部に堂光なか5強い明かりび直接照射されている場合は、リモコン操作びできな 
いことびあ0ます。 

• 他社製品では旧といラ言葉が使用されていない場合びあ0ます。お使いの機器に付属されている取扱説明書で 
確認してください。 

. フ□ントパネルの U モコン受光部と旧レシーバーのリモコン受光部び同時に受信した場合は、旧レシーバーび 
優先されます。 


コント□ール入力/出力端テの付いた複数のパイオニア製品を、本機のリモコン受光部を使って集中コント□ールする 
ことびできます。 U モコン受光部を持たない機器や、受光部び信号を受け5れないところに設置した機器もリモコン 
操作げ巧能とな0ます。 


⑩リ 

CONTROL 

I 




本機の u モコン受 
光部に向けて送信 
して < ださい。 




コント□ール入力/出力端子付きの 
他のパイオニア製品 

コント□ール入力/出力端子付きの 
他のパイオニア製品の ^ 
CONTROL IN 5 S 子へグ 


本機のリモコン 



藏メモ 

. 本機の C 日 NTR 日 LIN 端テにコント 
□ールコードを接続すると、 U モ 
コンを本機に向けて直接操作する 
ことはできません0」モコン信号受 
光部び機能しなくなります)。 

• 接続には市販のモノラル S ニプラ 
グ付きコード(おおなし）をお使い 
<ださい。 

. コント□ール端テの接続をする場 
合は、必ず音声ケーブルまたは映 
像ケーブルの接続ちしてくださ 
し、光デジタル接続だけでは、シ 
ステムコント□ールは正しく動作 
しません。 



旧 レシーバー のち続 


コントロール入力/出カコードのち続 

















各機器の接続 


電源コードの接続 


ずべての接続が終了した5、電源コードを家庭用電源コンセント ( AC 100 V )に接続しまず。 

電源 コードのつなざかた 

本機の電源コードは極性管理されています。音質向上のため、極性を合わせることをお勧めします。下図のよラに電 
源プラグの N マークのある側をコンセントの幅の広いち(アース側）に合わせて差し込んでください。 

^ A • 本機の電源コードは着脱式になっていまずが、付属しているコード(電流容量 ISA 、 機器側 3 P プラグ\ 
/!\ インソケット方式) 1 U がの電源コードはご使用にな目ないでください。 

m a • 本機の AC INLET のアース端子は本機のシャーシに接続されていません。_ 


嫁メモ 

• 旅行などで長期間本機を使用しない場合は、必ず電源コンセントか5電源コードを抜いておいてください。た 
だし、]力月程度電源コンセントか5電源コードを巧いた状態または主電源を日 FF にしておくと本機で設定し 
た各種設定び U セツトされますのでごを意ください。 



モ備コンセント (AC OUTLET ) の接琴 

[連動100 WL ソ下] 

本 機の電源スイッチの 日 N/STANDBY (日 FF ) の切換に連動して、接続した機器の電源を 日 N / 日 FF できます。 
接続した機器の消費電力び1 日日 W を超えないよラにしてく ださし、。 


A* 

ミ主意 


消費電力び パネルに 表示され ているワッ ト数を超えるよ 
ラな電気器具（暖房、アイ□ン、テレビ、 I -ースター、 
ドライヤーなど）は絶対に接続しないでください。機器 
の故障や火災の恐れびあ0ます。 

表示されている消費電力び本機のパネル表示値より少な 
くてち、テレビ、サブウーファー、パワーアンプは接続 
しないでください。電源を入れたとさや大さな音で再生 
するとをに大きな電流び流れる場合びあります。 



連動100 WliTF 
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サラウンドの設定 


サラウンドの設定にごいて 


本機の;<ニュー画面の項目 「Surround Setup 」 を操作して視聴環境に含ったサラウンド設定を巧います。 


音場補正の設定項目の詳細と効ま 


し八下4つの設定(補正)を音場補正と呼んでいます。サラウンドの設定とは、この音場補正を行ラことをいいます。本機の 
オートセツトアップ機能を使うと、これら4つの設定(音場補正)を自動で巧うことびできます。 


スピーカーシステムの設定 (Speaker Systems) 


これはソースに含まれる音声成分のすべてを再生するための基本設定です。この設定び正しく行われないと、ヴウン 
ドトラックの特定チャンネルに収録された音青び再生されなかった0、低域成分び欠落してしまラ、などの不具合び 
発生する場をびあ0ます。スピーカー接続の有り/無しや低域再生能力の大小、ク□スオーバー周波数などを設定し、 
上記の問題を回避します。 

スピーカー出カレベルの設定に hannel Level) 


u スニングポジションでの香チャンネルの音量レベルを一定に合わせる設定です。「スピーカーまでの距離設定」と同 
様に、音の定位感や移動感を正確に再現することび目的です。この設定び正しく行われないと、いわゆる「バランスの 
悪い音」になってしまいます。これまでは聴感での設定び一般的でしたび、この方法では正確な設定は不可能です。プ@ 
□のスタジオ•エンジニアは、ミキシング作業前に必ず専用の音圧測定器で測定を行い、バランスの微調整を施しま jgg 
す。本機では、 MCACC によって、このプ□レベルの精密な調整びだれでも簡単にできるよラになりました。 

スピーカーまでの距離の設定 (Speaker Distance) 

実際には距離を設定することで各チャンネル間の遅延（ディレイ）を算出-補正しています。マルチチャンネル再生で S を 
は特に重要で、音の定位感や移動感を正確に再現するために必要です。測定巧のマイクを使用して実測した場合は 、^ 
電気的な遅延現象(特にサブウーファーに多く見受けられる）をち測定します。よって、^ジャー等を使った物理的な~ 
距離測定とは違ラ値び設定される場合わあ0ます。 

お昭擇境の周波数特性の補正 (Acoustic Cal EQ) 


「視聴環境の周波数特性の補正」とは、 U スニングポイントでの視聴環境トータルの周波数特性(政下、 F 特)の補正を 
意味します。全チャンネルに同じ種類のスピーカーを使用してち、 U スニングポイントでは音色び違って聞こえま 
す。これは、設置場所•設置ち法•壁面-内装、など様々な影響によ0実際の F 特び違ってしまラためです。 

本機の「視聴環境の周波数特性の補正」では、 U スニングルーム固有の F 特まで含めた補正をすることで、各チャンネ 
ルの音のつなび0び飛躍的に向上し、これまでにない実像感や U アルな移動感を再現します。スタジオや映画館など 
においてはこの補正は絶対に欠かせないちのです。これびホームシアターとの大さな差でしたび、当社の研究によ 
り、一般家庭環境における F 特の補正には最ち有効であるエンべ□ープ補正方式を採用し、この差を埋めることを巧 
能にしました。 

全チャンネルの周波数特性をフラットにする 「ALL CH ADJUST 」 と、フ□ントスピーカーの特性に合わせ込む 
「 FR 日 NT AUGN 」 の2種類の補正カーブのほか、手動で自由に調整できるに UST 日 M 1/2] を用意しました。 

ALL CH ADJUST とは： すべてのチャンネルにおいて調整を行うことびできます。部屋の特性を含めて、サブウー 
ファーを除いたすべてのチャンネルの周波数特性をフラッ 卜に補正します。 

FRONT ALIGN とは： フ□ント左/ち ( L / R ) U < (がのチャンネルにおいて調整を行うことびできます。フ□ント左/ち 
( L / R ) とサブウーファーを除いたすべてのチヤンネルの周波数特性を、フ n ン ト ch の特性に合わせます。 


^ メモ 

一度登録した設定内容は本機に記憶されるため、システムを使用するたびに設定し直す必要はあ0ません。ただ 
し、スピーカーシステムの構成や配置を変更した0、新しくスピーカーを追加したときには、設定し直す必要び 
あります。また、設定内容は]力月程度、ま電源を日 FF またはコンセントを抜いた状態にしておくとク U アされ 
ますのでごを意 < ださし、。 


37 




サラウンドの設定 

■ 操作を巧う前には必ず本機のま 電源 ボタンを 0N(—) にしてください。 


設定項目の選択 


電源を入れてメニュー画面を開くまでの手順です。ここから各設定の操作に進めます。 


-圍圍圍圍国 


SOURCE TV SYSTEM AMP 

©_@ © ©- 
|DV^ iTV^Arl pco^ 

MULTI CONTnOL [ 

1 VCH 21 IVIDEOl I CD | CS 3 

I ぶ ? I 1 It 品 I 町 化， I I AMP 

—■正 LdUDKiSS 1 CHE ERKKH 庄 L 


WNUSEL OK 9 似 1, 扣 1£「*]~ 

VIDEOSiL war wo L - 了 DSC 

CD 

I DllIECIUCtSS SUKHicK 
‘fSTEH smi, 叫な 


2 



RETURN 

ボタン 


メニユー操作は、リモコンの▲▼ボタンで項目を選び、 
ENTER ボタンでミ夫定しまず。 


AMP 



本磯の電源を入れ、テレビの電源も入れる。 

テレビは本機の出力映儘び表示されるよラにして 
おさます。 




2 1 AMP 1 

リモコンをアンプ操作モードにずる。 


3 SYSTEM SETUP システムセットアップにずる。 

《 MENU ^ テレビ画面にセットアップ^ニユーび表示されま 
す。 
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RETURN ボタン 
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3 
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〇 


〇 


〇 

5 


ぶ 


[1 .Surround Setup ] を選んで ENTER ボタ 
ンでミ央定ずる。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 
「 Exit ! を選んで、巧定ずるとシステムセットアッ 
プを終了しまず。 

• N. 

[SurrBack System ] (畔 R39) : 

サラウンドバックチヤンネルをノーマルサラウ 
ンド(目.1 ch または 7. 1 ch サラウンド)用で使用す 
るか、それ政かの用途で使用するかを設定しま 
す。 

[Auto Setting] ('=>R40) : 

自動で音場補正を巧います。 

[Normal] ( 畔 R44) : 

サラウンド設定の基本となる3つの設定を手動で 
自由に設定することびできます。 

に xpe け](畔 R49) : 

音場補正を詳細に設定することびでをます。 


39〜48ページに記載されているヴラウンドの設定の各 
項目の手順に従って設定を行う。 

この場合、各項目の手順2へお進みください。 


^ メモ 

. システムセットアップのすべての項目は1つの項目を 
終了すると、自動的に次の項目び選巧されます。 

. RETURN ボタンを押すと]つ前の手順に戻ることび 
でをます。 
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サラウンドの設定 


SurrBack System (サラウンドバックシステムの設定) 


ここではサラウンドバックチャンネルをどのように使用するかを設定します。設定は 「Normal System 」 とに econd 
Zone 」、「 Front 巨 i - Amp 」、「 MR & S 」 の 4 つの中から選おします。サラウンドバックチャンネルをノーマルサラウン 
ドシステム （6.1 ch または 7.1 ch サラウンド）として使用したいときは 「Normal System 」 を選択し、スピーカーシステ 
ム目としてメインの U スニングルーム外の場所で使巧したいときは 「Second Zone 」 を選択します。フ□ントスピー 
力一をバイアンプと して使巧したいときは 「Front Bi - Amp 」 を選択し、マルチルームで使用したいときは 「 MR & S 」 を 
選択します。（「スピーカーシステム A / 巨の切り換え」畔 P .85) 


SIGNAL lEL OW BASlTRESLEr+-l 
VIDEO SEL H 咖 +10 ' ■ — 了 CISC 

< g > CD 

- - - 亡 SEARCH 叫 DE 

f M®w I 

^BS5\^ d — /•^DismociE 

f"r*n じ I ご 邮喃 

eS7 lliS BS11 

H 护 • I ; *1) II … li 



1 b -4 b 




ここか s 読む場合は、リモコンのボタンをむ下の順まで 
押してから手順1へお進みください。 




1 [1.Surround Setup] を選んで決定ずる。 

サラウンドの設定の六ニュー画面になります。 

2 [SurrBack System] を選んで決定ずる。 

サラウンドバックシステム設定の選択画面び表示されます。 

詳しい説明は上記をご覧ください。 

3 [Normal System]、[Second Zone]、[Front Bi- 

Amp]. [MR&S] のいずれかを選んで決定ずる。 設 

設定されたシステムび反転したまま [ Exit ] び自動で選択されま ej 
す。 

4 忙 xit] を決定ずる。 

サラウンドバックシステムの設定を終了します。 
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サラウンドの設定 


Auto Setting (サラウンドの自動設定) 


本機のオートセットアップでは従来のマニュアル調整では難し 
かったさまざまな設定を、付属のオートセットアップ用マイクを 
使い自動で高精度に測定、設定することびできます。「ホームシ 
アター入門ガイド」 Step 2 のサラウンドの自動設定（畔 P.10) と 
同様の設定ですび、ここではより詳しく説明します。 

測定中はスピーカーか5テスト I -ーンび出力され、その音を付属 
のオートセットアップ用マイクで測定し、解析します。測定項目 
と全体の流れはち記の通りです。 


(A 

注意 


測定中は大きな音でテスト I -ーンげ出力されます。 
近隣住宅やルさなお子様などへのご配慮をお願いし 
ます。 




巧期測定(測定設備のチ エック) 

①暗騒音馆 P 屋の騒音）の測定 
@マイク感度の診断 
③香 ch のスピーカー有0無し判定 



スピーカーの有り無し判定結果の 
ユーヴー確認(または修正） 



システム全体の解析測定 

® スピーカー システム 

(各 ch の低域ち生能力を判定） 
感 スピーカーからの 距離 

(最適なディレイ値を解析） 
©ス ピーカーの 出カレベル 

(各 ch の出カノ（ランスを補正) 

③視聴環境の周波数特性 
(出力音声の音色を統一） 



システム全体の解析結果のチェック I 
上記①〜③の測定/解析にかかる時間 

の含計3〜8分程度 


1) 才ートセットアップ用マイクを接続する 
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^ メモ 

付属のオートセットアップ用マイクを TV モニターの近 
<に置いてオートセットアツプを行わないでください。 


本機の MCACC SETUP M にジャックに付属の 
オートセツトアップ用マイクを差し込みます。 


〇 


[〇 〇1〇 〇 〇 〇 
參〇 〇 〇 〇 〇 


〇 0-0 〇\〇 〇 ] 


〇 


mm) 


パワード 

七ンタ— サブウーファ 

スピーカーに） — 


フ□ント 
スピーカーち ( R ) 




フ□ント 
スピーカー左 ( L ) 


U スニングポジション 
(耳の位置)に設置します。 


サラウンド 
スピーカーち ( RS ) 


才ートセットアップ巧 
マイクスタンド 

才ートセツトアップ巧 
マイク 


サラウンドバック 
スピーカーち ( SBR ) 


設置するとさは必ず付属のマイクスタンド 
を使い、水平な台の上にのせてください。 


サラウンド 
スピーカーを ts ) 


サラウンドパック 
スピーカー左 ( SBL ) 







サラウンドの設定 


2) 自動測定を開始する 


•るみで □ 


SOURCE TV SYSTEM AMP 

@ © © © 


IPV 化" iTVSMl1 期じ扣叫 J 
MULTI CONTHOL [ ' 

IVCFUl IVIDEQl 1 CD 1 •■化; Ul 

1 な K1 1, だ, 1 rruNEHl い M け一 

-1 

CH ■■扣 ICUMESS TONE CFFiCICH SiL 

化 Mi MSSTSEBIE r 

，。。化 BUT ♦"L_ 了 四 SC 

» .-…1"": sun"。, 

SI 口 。 CUBE 

—画^^^^ 


^~ - 一-- ' CHIPIKCE 

ff • J 『II i か B 础 



3—8 


• 自動測定の途中で静止画面(確認画面やエラー;< ッセージなど) 
を 3 分間放置すると、画面は一時的に消えますび、何らかのボ 
タンを押すと再び表示されます。 

• 自動測定の途中でに ancel ] を選んで測定を中止した場合は、 
それまでの内容は設定されません。 

• 測定中は静かにしてください。 

. スピーカーと U スニングポジションの間にある障書物を取り 
除いて < ださい。 

• 測定中は U スニングポジションか5離れて、各スピーカーの 
外側か5 U モコンで操作を巧ってくださし、。 





1 


リモコンをアンプ操作モードにずる。 

U モコンびアンプ操作モードに切り換わりま 
す。 

1 

[【暦)〕 



2 

SYSTEM SETUP 
(( MENU ^ 

システムセットアップモードにずる。 

テレビ画面にセットアップ;<ニューび表示さ 
れます。 

3 

[1 .Surround Setup ] を選んで決定ずる。 

サラウンドセットアップになります。 

4 

[Auto Settin 旨] を選んで決定ずる。 


オートサラウンドセツトアップモードになり、自動測定の開 
始画面(ま意事項)び表示されます。 



自動設定時における OSD 画面のメッセージの意味 

■付属のオートセットアップ用マイクを接続して、 U スニ 
ングポジションに配置してください。 

-サブウーファーを接続している場含は電源を入れてボ 
、 U ユームレべルを適度に上げておいてくださし、。 





手順日で ENTER ボタンを巧し、才ートサラウン 
ドセットアップを開始すると数秒媛にテスト I -一 
ンげ大きな音で出力されます。日 dB になってか5 
マスターボリュームを下げることでテスト I -ーン 
の音をルさくすることちでさますげ、正しく設定 
されない場合びあります。ルさなお子様び近<に 
いる場合などはごま意ください。 


設 

巧 
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サラウンドの設定 


5 


自動のにボリューム 
を OdB に設定 


測定画面へ 


確認画面へ 


6 


確認画面へ 


8 


1 Check!! 1 

Front 

[YES] 

Center 

[YES] 

Surround 

[YES] 

SurrBack 

[YES。] 

Subwoofer 

[YES] 

► IW><1 
[Retry] 

[ERR ザ ix SP.] 


1 [Return to Menu] 1 



Auto Surround Setup 

Now Analyzing- 
[fiiii I 

Surround Analysis 

Speaker Systems [OK] 
^Speaker Distance [ j 
Channel Level [] 

Acoustic Cal EQ [] 

I [山 iMJII 


1 Speaker Systems Check I 

Front 

SMALL ] 

Center 

SMALL ] 

Surround 

SMALL ] 

SurrBack 

SMAL い 2 ] 

Subwoofer 

YES ] 

► 

[Exit ] 




5 に ta け ] を還んで巧定ずる。 

オートサラウンドセットアップび開始されます。まずは巧期測 
定(測定設備チェック）でず。この自動測定は数十秒で終わりま 
ずので、手順己の画面になるまでしば6くお待ちください。 
「Ambient Noise 」 ：暗騒音(部屋の騒音)の測定をします 
「 Microphone 」 ：マイクの感度を診断します 
に peaker Level 」 ：ちスピーカーのちり無し判定をしまず 

0 スピーカー有り無し判定結果の確認画面になりまず。 

判定結果が合ってし巧場合は roK」 を還んで巧定ずる。 

次の自動設定び始まります。手順7へお進みください。 

半陪結果が間違っていて、もう一度自動測定を試ず場合は 
[Retry] を選んで決定します。 

手順已へ戻ります。 

判定結果が間違っていて、手動で設定し直ず場合は 
[ERR 一 Fix SP.] を還んで巧定しまず。 

設定び間違ってし)るチャンネルを ▲/ ▼ボタンで選び ENTER ポ 
タンで巧定し、ボタンで正しし簡定に直したあとに 

ENTER ポタンで巧定します。 

すべてのチャンネ J レを正しく設定した!5 ▲/▼ボタンで [ OK ] を 
還んで ENTER ボタンで巧定します。 

%^ゾモ 

判定結果で [ ERR ] び表示された場合は、接続を間違えて 
し''る可能性びあります。 [ Retry ] しても結果び同じよう 
な場含は一度電源を切り、スピーカーの接続を確認して 
ください。また、途中で測定エラーによる警告び表示さ 
れている場合びありますので、そのとさは画面の指示に 
従ってください。 


7 補正用測定び開始されまず。 

Speaker Systems 」 ：各スピーカーの低域再生能力判定 
に peaker Distance 」 ：最適なディレイ値を解析 
に hannel Level 」 ：各 ch の出カバランスを補正 
「Acoustic Cal E 日」：出力音声の音色を統一 
これ5の自動設定には接続しているスピーカーの数によって2 
〜7分程度かかりますので、手順8の画面になるまでしば5く 
お待ちください。 

0 [Speaker Systems Check」 の画面が表示された6 
自動測定は終了でず。 

次ページ「3)測定結果を確認する」にお進みください。 
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設定の途中で OSD 画面に何かメッセージび表おされた場合は「自動設定における 0 S □画面のメッセージの意は 
(与 P .124) をご覧ください。 




サラウンドの設定 


[Next] を選んで決定しなが5、測定された内容をむ下の順に確認ずる。 

• 途中で確認画面を終了するときは ▲ ▼ ボタンで [ Exit ] を選び ENTER ポタンを押します。 


スピーカー システム 

倍スピーカーの低域再生能力判定） 


スピーカーまでの 距離 
(最適なディレイ値を解析） 


スピーカーの出カレベル 
(各 ch の出カバランスを補正） 








視聴環境の周波数特性 


視聴環境の周波数特性 


Acoustic Cal EQ Check 


Acoustic Cal EQ Check 

"ALL CH ADJUST" 

Left 

> 2 種類の補正カーブ 

"FRONT ALIGN" 

SURROUND 0 

63Hz : —— dB 

125Hz : +2.5dB 

(ALL CH ADJUST 

63Hz : —— 化 

125Hz : +2. SdB 

250Hz : -4. OdB 

4 kHz : -5. SdB 

と FRONT AUGN ) に 

250 Hz : -4.0 化 

4 kHz : -5. SdB 

TRIM : +0. OdB 

ついて測定結果び 

TRIM : +0.0 が 

[Exit 1 , 

チヤンネルごとに順 

[Next ] 

,►fHHll 


ALL CH AD 」 UST 補正 
フ□ント左チヤンネル 


次表示されます。 


FRONT AUGN 浦正 
サラウンド左チヤンネル 


設 

定 


最後の画面になると、力ーソルび自動的に [ Ex け]を指しまず。そこで ENTER ボタンを巧すと 、 Surround Setup 
画面に戻ります。 

^ メモ 

• THX スピーカーを使用の場含は、各スピーカーを SMALL に設定してください。（畔 P .45) 

. サブウーファーまでの距離の設定結果は、他のスピーカーに比べて部屋の環境の影響を受けやすいラえ 
にサブウーファー本体び持つ回路の影響で、距離びやや遠くなることびあります。しかし、ここで設定 
された距離は、それ5の影響を含めた最適な測定結果ですので、距離を修正する必要はありません。 

• 上記の各測定項目について、詳しくは r 音場補正の設定項目の詳細と効果」（畔 P .37) をご覧ください。 

. 本機の Ac 日 ustic Cal E 日で調整するバンド数は已バンド(目 3 HZ 、] 2已 Hz 、 2已 OHz 、4 kHz . 

1 1.3 kHz ) ですび、残響特性の表示(本機の Reverb View や PC アプ U ケーシヨン)は目バンド(目 3 Hz 、 

12已 Hz 、250 Hz . IkHz 、4 kHz 、11.3 kHz ) となります。 

Acoustic Cal E 日の自動設定では、スピーカーと部屋の特性を 1 kHz 帯域を含む目バンドで測定分析 
し、その分析結果を使って、已バンドの Acoustic Cal EQ パラメータを設定するように設計されてい 
ます。に Q 日バンドで目バンド分の相対的バランスを調整する設計となっています。 ） 残響特性の表示 
では分析したすべてのバンドを表示するため、目バンドの表示となります。 


2 [Exi 口を選んで決定ずる。 

Surround Setup び終了し 、 System Set 叩画面に戻ります。 

Q もラー度 Exit] を選んでミ夹定ずる。 

System Setup び終了し、通常動作に戻ります。 

政上でオートセットアップは終了です。アコースティックキヤ U ブレーシヨン EQ び自動的に ALL CH AD 」 UST で 
日 N になり 、 Advanced MCACC インジケーターが点打します。 



3) 測定結まを巧認する 




田岛〇〇 
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サラウンドの設定 


Normal (聴感によるサラウンドの設定) 


[Auto Settin 邑(ヴラウンド自動設定) J (畔 P.10,40) で才ートセットアップを巧った場合は、ここでの設定は必要ありま 
せん。 

ここでは、サラウンド設定の基本となるに peakerSettin 呂（スピーカーシステムの設定)」、に hannel Level (スピ ー 
カー出カレベルの設定 )」、 [Speaker Distance (スピーカーまでの距離の設定)」を手動で設定します。それぞれの詳 
細は「音場補正の設定項目の詳細と効果」 （ c => P .37) をご覧ください。 


SIGNAL SEL MR MSMRE れ E 「+ j 

< T > < T > 

VIKOSEL H 柳 +10 L— CISC 

- - - 巧 ""…" 

"STEUSE " ング 、\ GUIDE 

[H&M L 

^BSS ^ 、 d 一 / 。が！!邮 E. 

Qtj 

BS7 IS! BS11 

f 一 J| (CL-ID IL 一 n 

C"NNEL— N_ -… I" _ 

『w j IT ■ il It … Tl 


1-3 


ここか 6 読む場合は、リモコンのボタンを ty 下の順番で 
巧してか6手順1へお進みください。 




SYSTEM SETUP 



[1.Surround Setup] を選んで決定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になりまず。 



〇 

〇3 


2 [Normal] を選んで決定ずる。 

サラウンドの基本設定の;< ニュー画面になります。 

「 Exit 」 を選んで、決定するとサラウンドの基本設定を終了しま 
す。 

[Speaker Setting ] ('=> P .45) : 

スピーカーの有り/無し、低域再生能力の大/ルを設定しま 
す。 

[Channel Level ] ('=> P .47) : 

一^ U スニングポジションでの各チヤンネルの音量レベルを一定 

J に合わせるよラに設定します。 

[Speaker Distance ] ('=> P .48) : 

リスニングポジションか5スピーカーまでの距離を設定しま 


〇 

〇 


4已~48ぺージに記載されているサラウンドの基本設定 
のを項目の手順に従って設定を巧う。 

この場合、を項目の手順3へお進みくださし 1 。 







サラウンドの設定 


Speaker Setting (スピーカーシステムの設定) 


接続したスピーカーについて、この設定を行います。どのチャンネルのスピーカーび接続されているか、さ5に各ス 
ピーカーの低域再生能力の大小を設定することで、再生するソースの全音域を最適なチャンネルへ配分するための設定 
です。お持ちのスピーカーシステムや視聴環境などに合わせて正しく設定してください。 
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4 


THX スピーカーを 使用して 
いるとさはすベて [ SMALL ] 
に設定してください。 


Speaker Setting 

► Front 
Center 
Surround 
SurrBack 
Subwoofer 
[Exit] 


r ki,,M" ] 

[SMALL ] 
[SMALL ] 
[SMAL い 2] 
[YES ] 


r(THX SoeakerrSMALL) | 


Normal 

> [] 
[Channel Level ] 
[Speaker Distance ] 
[Exit ] 


5 


Speaker Setting 

► Front 
Center 
Surround 
SurrBack 
Subwoofer 
[Exit] 


rrefnaa ] 

[SMALL ] 
[SMALL ] 
[SMALLX2] 
[YES ] 


(THX Speaker:SMALL) 


ここか 6 読む場合は、 U モコンのボタンを L ソ下の順番で 
巧してか5手順1へお進みください。 

の @ SYSTEM SETUP 



1 [1.Surround Setup] を選んで巧定する。 


サラウンドの設定のメニュー画面になります。 


2 [Normal] を選んで決定ずる。 

3 [Speaker Se 忧 ng] を選んでミ夫定ずる。 

スピーカーシステムの設定になります。 

4 設定ずるスピーカーを選んで決定ずる。 


5 手順4で選んだ スピーカーについて 設定し、決定ずる。 

スピーカーごとに切下を選べます。各項目の意巧と設定方法に^ 
ついては次ページの説明をご覧ください。 


Front 

(フ□ント） 

に MALL ]* 1 [ LARGE ] 

Center 

(センター） 

に MALL ] [ LARGE ] [ NO ] 

Surround 

(サラウンド） 

に MALL ] が [ LARGE ] [ NO ]*] 

SurrBack 
(サラウンドバック） 

[ SMALLX 2 股 MALLX ]] 

[ LARGEX 2] [ LARGEXI ][ NO ] 

Subwoofer 
(サブウーファー） 

[ YES ] [ PLUS ] *4 [ NO ] 


滅メモ 

去1 Front (フ□ント)をに MALL ] に設定すると、その 
他の スピーカーで [ LARGE ] は選べません。 

去2 Suit 日 und (サラウンド)を！; SMALL ] に設定する 
と、 SurrBack (サラウンドバック)で [ LAR 白 Ex 2] 
[ LARGEX 1] は選べません。 

去3 Suit 日 und (サラウンド)を [ NO ] に設定すると、 
SuirBack (サラウンドバック)はトー]と表示さ 
れ、選択することはでさません。 

夺4すべてのスピーカーをに MALL ] に設定すると、ヴ 
ブウーファーで [ PLUS ]、[ NO ] は選べません。 



Speaker Setting 

Front [LARGE ] 

Center [ SMALL ] 

Surround [ SMALL ] 

SurrBack [ SMALLx2] 

Subwoofer [YES ] 



(THX Speaker:SMALL) 


6 それぞれのスピーカーに手順 4 〜已を繰り返ず。 

7 [Exit] を選んで決定ずる。 

スピーカーシステムの設定を終了します。 

47ぺージの rChannel Leve 川こ進みます。この場合、47ぺ一 
ジ手順3へお進み < ださい。 
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サラウンドの設定 

スピーカー システム設定の目 ま 


スピーカーシステム組み合せ可能一覧 



太字：工場出荷時の設定 


[ SMALL ] :低域再生能力び十分ではないル型スピーカー 

(低音域は他の [ LARGE ] スピーカーやサブウーファーか5出力） 

[ LARGE ] :低域再生能力のあるフルレンジ-スピーカー 

[ X 2/ X 1] :サラウンドバックスピーカーの接続本数 (2 本または1本） 

[ YES ] :サブウーファーを接続している場合 

[ PLUS ] :フ□ント/センターの低域成分を、サブウーファーか5も同時に出力させる低域の再生量びもっと 

ち多し''モート 

常にに ch 再生時でわ)サブウーファーか5ほ域び出力されるため、量感のある重低音をお好みの 
方にお勧めの設定(詳しくは下図参照） 

[ N 0] :接続していない場合感当かの成分は他のスピーカーより出力） 

サブウーファーの [ PLUS ] はオートセットアップでは設定されません。お好みに応じて設定を変更してくださし、。 

サブウーファーの再生する音域が分 


フ□ント、センタースピーカーの設定によってサブウーファーの再生する音域成分は UTF のようになります。 



フ□ント/センターの再を音域 ぃ3手持ちのスピーカーに合わせて設定してください(吟 P . SO ) 


* LFE とは音声信号に含まれる超低域成分です。この成分 
が入力されるとディスプレイのインジケーターび点巧し 
ます。この成分は常に含まれているとはかざりません。 


^ メモ 

サブウーファー [ PLUS ] に設定した場合、サブウーファーの低域成分とフ□ントの低域成分の打ち消し含いび発 
生し、十分な低音の効果び発揮されないことびあります。このよラな場含は、まずスピーカーの設置場所や向き 
を変えてみてください。それでも解消されない場合は実際に音を出しなび日サブウーファーを[丫 ES ] にしたり、 
フ□ントを [ SMALL ] にして比較し、最適な設定にしてください。 
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サラウンドの設定 


Channel Level (スピーカー出カレベルの設定) 


U ス ニン グポジション(視聴位置)での香チャンネルの音量レベルび一定に揃うよラに調整します。実際に出力されるテ 
スト!-ーンをちで確かめなびら手動で各スピーカーの出カレベルを調整します。音圧計をお持ちの場をは、音圧レベル 
を C ウェイト/ス□ーモードで7已 d 目 SPU こ調整してくださし、。 
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Normal 

[Speaker Setting ] 



[Speaker Distance ] 
[Exit ] 


4 



5 


Manual 
の場合 



8 


Auto 
の場合 


Channel Level 

► Left 
Center 
Right 

Surround 因 
SurrBack 岛 
SurrBack Q 
Surround Q 
Subwoofer 


[ Q ^ Q ] 
[+1.5dB ] 


席 


OdB] 

5dB] 

5dB] 

OdB] 

OdB] 

OdB] 


ここか 6 読む場合は、 U モコンのボタンを Lit 下の順番で 
巧してか5手順1へお進みください。 

(T) (2) SYSTEMS 口 UP 



1 [1.Surround Setup] を選んでミ夫定ずる。 


サラウンドの設定のメニュー画面になります。 


2 [Normal] を還んで巧定ずる。 

3 に hannel Level] を還んで決定ずる。 

スピーカー出カレベルの設定にな0ます。 


4 


設定方法を選んでミ夫定ずる。 


[ Manual ] :テスト I -ーンを再生ずるスピーカーを手動で切り 
換えて調整します。この場合は手順己へお進みください。 
[ Auto ] :テストトーンを再生するスピーカーが自動で切り換 
わ0ます。この場合は手順日へお進みください。 



テストトーンは大きな音で再生をれまず。 ^ 

MASTER VOLUME は自動的に Od 己になり、数秒 
後にテストトーンが再生されまず。 


設 

巧 


5 調整ずるスピーカーを選んでミ夫定ずる。 


6 チャンネルレベルを調整ずる。 

-1 日 d 目から十]日 d 目の範囲内において0.已 d 巨間隔で調整する 
ことびでさます。 

[ Manual ] の場合：手順己で選んだスピーカーのチャンネルレべ 
ルを ▲/ ▼ボタンで調整し、 ENTER ボタンで決定する。手順7 
へお進みください。 

[ Auto ] の場合：自動で選択されたスピーカーのチャンネルレ 
ベルを順次 ▲/ ▼ボタンで調整する。すべてのチャンネルレベル 
を調整した5手順8へお進みください。 


降 

^ミ主意 


サブウーファーか5のテストトーンは周波数びほ 
いため実際のレベルよりちルさく聞こえる場合びあ 
0ます。 


7 それぞれのチヤンネルに手順已〜6を繰り返し、ずべて 

のチヤンネルレベルを調整した5 [Exit] を選びまず。 


8 ENTER ボタンを巧して [Exit] (または [Exit=Push 
Enter]) をミ夫定ずる。 

スピーカー出カレベルの設定を終了します。 

次ぺージの 「Speaker Distance 」 に進みます。 
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サラウンドの設定 


U スニングポジション(視聴位置)からスピーカーまでの距離を設定することにより、香チヤンネルの再生にディレイ 
タイムび付加され、リスニングポジションで適切なサラウンド効果を得ることびできます。マニュアルで設定する場 
合は、それぞれのスピーカーか5視聴位置までの距離を測0、ここで指定してください。本機は、指定された距離か 
5自動的にデイレイタイムを算出します。 
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ここか 6 読む場合は、リモコンのボタンをな下の順番で 
巧してか6手順1へお進みください。 

(1) ② SYSTEM SETUP 


[1.Surround Setup] を還んで巧定ずる。 

サラウンドの設定のメニュー画面になりまず。 


2 [Normal] を選んで決定する。 

3 に peaker Distance] を還んで巧定ずる。 

スピーカーまでの 距離の設定に な 0ます。 

4 設定ずるスピーカーを選んで決定ずる。 

5 手順4で選んだスピーカーまでの距離を設定し、決定 
ずる。 

0.1 m か 59 m の範囲内で 0. 1 m 間隔で設定でさます。 

6 それぞれのスピーカーに手順4-已を繰り返ず。 


/ 忙 xit] を還んでミ夫定ずる。 

スピーカーまでの距副の設定を終了します。 

8 SYSp^ETUP SYSTEM SETUP ボタンを巧してシステム 
^EN 如セットアップを終了ずる。 

本機び通常操作に戻0ます。 


を'メモ 

サラウンドバックスピーカーを2本接続した場合は、設置およ 
び設定を IJ スニングポジションか6等距離にしますと 、 THX 
モードの効果び最大限に発揮されます。 


Speaker Distance (スピーカーまでの距離の設定) 
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サラウンドの設定 


Expert (詳細なサラウンドの設定) 


エキスパートサラウンド設定はより深くサラウンドを楽しみたい方のための設定です。必ず巧わなければならない設 
定ではありませんび 、 「Auto Setth 呂(サラウンドの自動設定)」や 「 Normal (聴感によるサラウンドの設定)」で設定さ 
れた値に対して、さ5に詳細に調整できます。 Expert 設定を行う前には 、 「Auto Settin 呂(サラウンドの自動設定)」 
でオートセットアップを行うことお勧めしまず（畔 P .40)。 


設定頂目の選択 


3 


SOURCE TV SYSTEM AMP 
⑩©© 
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4-5 

RETURN 

ボタン 


1 AMP 本機の電源を入れ、テレビの電源も入れる。 

テレビは本機の出力映像び表示されるようにして 

2 [ ( AMP ] ] リモコンをアンプ操作モードにずる。 

2 SYSTEMS_ETUP システムセットアップにする。 

(^ E 公 i 》 テレビ画面にセットアップメニューび表示されま 
す。 


4-5 3 RETURN ボタン 
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[1 .Surround Setup ] を選んで ENTER ボタ 
ンで巧定ずる。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 

設 

[ Expert ] を還んで ENTER ボタンで決定ず 
る。 定 

エキスバートサラウンド設定のメニュー画面にな 
0ます。 



[Crossover Network ] (畔 R50) : 

オートセットアップでル ( SMALL ) に設定されたスピーカー 
びあるとを、何 H Z 政下の低音域を他のスピーカーで再生す 
るのかを設定します。 

[Fine Channel Level] (■=> P .51) : 

オートセットアップで設定された各チヤンネルの出カレべ 
ルを詳細に調整しまず。 

[Fine Channel Delay] (■=> P .52) : 

オートセットアップで設定された各チヤンネルのディレイ 
値を詳細に調整します。 

[Acoustic Cal EQ ] (畔 R53) : 

才_トセ ッ トアップで設定された視聴環境の周波数特性の 
補正を詳細に調整した0、調整した値を保をしたりしま 
す。 

[Bass Peak Level] ('=> R 65) : 

LFE チヤンネルのピークレベルを設定します。 

[D-Range Control] ('=> R 66) : 

ダイナミックレンジをどの程度圧縮するかを設定します。 


6 已〇〜色6ぺージに記載されている各項目の手順に従って 
設定を巧5。 

この場合、を項目の手順3へお進みください。 
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サラウンドの設定 


Crossover Network (ク□スオーパー周波数の設定) 


r スピーカーシステムの設定」でル ( SMALL ) に設定されたスピーカーびあるとを、何 Hzl ^ 处下の低音域を他のスピーカー 
(サブウーファーを含む)で再生するのかを設定します。 



ここか6読む場合は、リモコンのボタンをむ下の順番で 
巧してか5手順1へお進みください。 



SYSTEM SETUP 



1 [1.Surround Setup] を選んで決定ずる。 

サラウンドの設定の^ニュー画面にな0ます。 

2 [Expe け]を選択して決定ずる。 

エキスパート設定の^ニュー画面になります。 

3 に rossover Network] を選択して決定ずる。 

ク□スオーバー周波数の設定にな0ます。 

4 他のスピーカーで再生ずる低音域を何 HzlU 下にずるか 
を選択して決定ずる。 

例えば、[已日 Hz ] を選択すると、已日 Hziy 下の低音域び他のス 
ピーカーで 再生されます。 

選おされた設定が反転したまま [ Exit ] び自動で選択されます。 

5 忙 xi 口をミ夫定ずる。 

ク□スオーバー周波数の設定を終了します。 


• 工場出荷時は8日 Hz に設定されています。 

• THX スピーカーをご使巧の場合は、 S 日 Hz に設定してくださし、 

• それぞれのスピーカーの性能によりますび、すべてルさいス 
ピーカーを使用している場合は2日日 Hz に設定することをお勧 
めします。 
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サラウンドの設定 






フ n ント左スピーカーを基準としてその他のチヤンネルレベルを調整します。選択したチヤンネルとそのチヤンネルに 
巧して最適と思われるちラ1つのチヤンネルか5テスト!-ーンび再生されますので、そのテスト!-ーンどラしび同じ大さ 
さに聞こえるよラに調整します。 
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注意 


テストトーンは大きな音で再生されます。 

MASTER VOLUME は自動的に OdB になり、数秒 
後にテストトーンが再生されまず。 


Fine Channel Level (スピーカー出カレベルの詳細な設定) 
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サラウンドの設定 


選択したチヤンネルとそのチヤンネルに巧して最適と思われるちラ1つのチヤンネ 
ルか5テストトーンび再生されます。その2つのスピーカーに対してち図のように 
向を、2つのテストトーンの聞こえるポイントび真ん中になるよラに調整します。 
なお、サブウーファーは、このちまでディレイ値ををねせるのび困難です。この場 
合は、テスト信号を出しなび5距離の値を動かし、視聴ポイントでテスト信号の音 
量が最ち大さくなるよラに調整してください。 
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ここか 6 読む場合は、リモコンのボタンを下の順番で 
巧してか5手順1へお進みください。 


[(amp ll 


(2) SYSTEM SETUP 


1[1 .Surround Setup ] を選んで決定ずる。 

サラウンドの設定のメニュー画面になりまず。 

2 [ Expert ] を選択してミ夫定する。 

エキスバート設定のメニュー画面になります。 

3 [Fine Channel Delay ] を選択して巧定する。 

スピーカーまでの 距離の詳細な設定にな0ます。 

4 フ□ント左チヤンネルのスピーカーまでの距離を調整し 
てミ夫定ずる。 


5 調整したいスピーカーのチャンネルを選択してミ夫定ずる。 

還 おしたチャンネルの スピーカー と电う1つの スピーカー か6 テ 
スト I -ーンび出力されまず。 


スピーカーまでの 距離を調整して巧定ずる。 

日.1 m か5目 m の範囲内で日.1 m 間隔で設定できます。 

調整方法については上記の説明をご賣ください。 

決定すると自動的に次のチャンネルび選ばれ、そのチャンネル 
とちラ]つのチャンネルか5テスト I -ーンび出力されます。 

それぞれのチヤンネルに手順5〜巨を繰り返し、ずべての 
チヤンネルレベルを調藝した S 忙 xit ] を選びまず。 


8 [ Exit ] をミ夫定ずる。 

スピーカーまでの距離の詳細な設定を終了します。 


五 

ミ主意 


テストトーンは大きな音で再生されまず。 ' 

MASTER VOLUME は自動的に OdB になり、数超； 
後にテストトーンが再生されまず。 


Fine Channel Delay (スピーカーまでの距離の詳細な設定) 













サラウンドの設定 


Acoustic Cal EQ (視聴擇境の周液数特性の補正) 


視聴環境の I タルな周波数特性を補正烟一化）します。補正力ーブには [ALL CH AD 」 UST ] と [ FR 日 NT ALIGN ]® 
2種類びあり、マイクを巧いたオートセットアップによ0、補正カーブをすべて自動で調整します。それぞれの内容に 
ついては「アコースティックキヤ U ブレーシヨン EQ の日 N /0 FF 」 （畔 P .86) をご覧ください。 

ここでは [DATA C 日 PY ] 機能を使うことで、オートセットアップにより自動調整された2種類の補正カーブを 
に UST 日 Ml ]、 に UST 日 M 2] として保をすることびでさ、お好みで調整することびできます。その隙は「自動調整され 
た補正カーブを手動で調整する」（畔 P.54) をご覧ください。 


補 正力ーブを自動 調舊する_ 

サラウンドの設定を手動で巧ったときにこの忙 Q AUTO SETTING ] で補正力ーブを自動調整します 。 「Auto Setting 
(サラウンドの自動設定)」（畔 P.10,40) で才ートセツトアップしたときは、すでにこの自動調整は行われていますので不 



ここか S 読む場合は、リモコンのボタンをむ下の順番で 
巧してか S 手順1へお進みください。 




1 [1 .Surround Setup ] を選んで決定ずる。 

サラウンドの設定の;< ニュー画面になります。 



2 [ Expe け]を選択して決定ずる。 

エキスパート設定のニュー画面になります。 iS 

* 巧 

3 [Acoustic Cal EQ ] を選択して決定ずる。 

視聴環境の周波数特性の補正にな0ます。 

4 付属の才ートセットアップ用マイクを MCACC 
SETUP M に端子につなぐ。 

5 [EQ AUTO SETTING ] を選んでミ夫定ずる。 
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サラウンドの設定 



6 にねけ]を還んで巧定ずる。 

補正カーブ調整の自動測定びスタートしまず。 


犀 

ま意 


テストトーンは大きな音で再生されまず。 

MASTER VOLUME は自動的に Od 日になり、数お; 
後にテストトーンが再生されまず。 


[!! Finish !!] び表示されたら測定終了です。 


政下の項目へ進めます。 

[Data Copy] :この測定結果を保をします。操作は次ページ 
の手順已降をご覧ください。 

に heck] :この測定を確認します。 


7 忙 xit ] を選んでミ夫定ずる。 

に 日 Auto Settin 畳」を終了します。 


自動測定 をれた 補正 力ーブを手 動で調整する_ 

あ 5 かじめ、 [Auto Settin 呂](与 P.10,40) または [EQ AUTO SETTING ] (与 P.53) を行い、組正力ーブを自動で調整し 
ておいてください。ここではすでに調整されている [ALL CH ADJUST] まには [FRONT AUGN] の補正力ーブを 
に UST0M1] またはに UST0M2] に保をしたあと、その補正カーブを手動で調整する方法を説明します。 



1-19 


1-19 




4 


Acc 

ustic Cal EQ 

EQ AUTO SETTING ] 


CUST0M1 ADJUST ] 


CUST0M2 ADJUST 1 

► 

1 け 1 


DATA CHECK ] 


Professional j 

Exit ] 


ここか5読む場合は、 U モコンのボタンを下の順番で 
巧してか6手順1へお進みください。 

(T) (2) SYSTEMS 口 UP 



1 [1 .Surround Setup ] を選んで巧定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 


2 忙 xpe け]を選択してミ夫定ずる。 

エキスバート設定のメニュー画面になります。 

3 [Acoustic Cal EQ ] を還択して巧定する。 

視聴環境の周波数特性の補正にな0ます。 

4 [DATA COPY ] を還んで巧定ずる。 

rcUSTOMl 」 または rCUST 0 M 2」 のどち5になをするかを逞 
巧ずる画面にな0ます。 
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サラウンドの設定 



5 「 CUSTOM 1」または！ " CUSTOMS 」 のどち5かを還ん 
で決定する。 

反 [ALL CH ADJUST ] または [FRONT AUGN ] を還択し 
てミモ定ずる。 

手順已で選んだ [C U STO M ] に手順已で選んだ補正カーブび保 
をされます。保をしない場合は [NOT DATA COPY ] を還おし 
まず。 

/ [ Exit ] を還んで巧定ずる。 

[DATA COPY ] モードび終了します。 

8 [CUSTOM 1 ADJUST ] または [ CUST 0 M 2 
ADJUST ] を還んで巧定ずる。 

この場合、手順已で選んだに USTOM ] を還んでください。 

9 [ALL CH ADJUST ] または [FRONT AUGN ] を還択し 
てミ夫定ずる。 

テストトーンび出力されます。 


立 

ま意 


テストトーンは大きな音で再生されまず。 

MASTER VOLUME は自動的に OdB になり、数秒 
をにテストトーンが再をされまず。 を* 


[ALL CH ADJUST ] :サブウーファーを除いにずベてのス 
ピーカーの 補正 

[FRONT ALIGN ] :フ□ントスピーカーの特性に合わせた補 


1 Q 調整したいチヤンネルを選択して巧定する。 

手順9で [FRONT AUGN ] を逞択したときは、ここで [ Left ] 
肝 ight ] を逞択することはでさません。 

11 手順10で還んだチヤンネルの調整したい帯域を選択し 
てミ夫定ずる。 

「スピーカーシステムの設定」で SMALL (ル）に設定されにチヤ 
ンネルは白 3 HZ を還おすることはできません。 


帯域を調整して巧定ずる。 

一白 dB か5十白 dB の範囲内で0.巳 dB 間隔で調整することびで 
さます。 

調整中に rOVER 」 びディスプレイに表示されたときは、その 
帯域または他の帯域のレベルび高すぎるので、 「 OVER 」 表示 
占'巧肖えるまで、さまざまな帯域のレベルを下げてください。 
巧定すると自動的に次の帯域び選ばれます。 
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サラウンドの設定 


13 それぞれの帯域に手順11~12を繰り返し、ずべての帯 
域を調整します。 

14 「 TRIM 」 を還択して巧定する。 

TRIM ではそれぞれの帯巧を調整することで、変わってしまっ 
たそのチャンネルレベルの全体的なバランスを調整します。 

15 rmiM 」 を調整して決定ずる。 

一已 dB か5+白 dB の範囲内で0占 dB 間隔で調整することびでさ 
まず。 

ま定ずると自動的に [ Exit ] び選ばれます。 

16 [ Exit ] をミ夫定ずる。 

決定すると自動的に次のチャンネルび選ばれます。 

17 それぞれのチャンネルに手順10〜16を繰り返し、ずべ 
てのチャンネルを調壁しまず。 

18 [ Exit ] を選んで決定ずる。 

[ALL CH AD 」 UST ] または [FRONT ALIGN ] 選お画面に戻り 
ます。 

19 [ Exit ] を選んで決定ずる。 

[CUSTOM AD 」 UST ] モードを終了します。 

続けて [DATA CHECK ] を行うときは、次ページの 「 自動調整 
された浦正カーブを確認する」に進みます。この場合、手順4 
へ進みます。 

視聴環境の周波数特性の補正を終了したいとをは、ちラー度 
[ Exit ] を選んで決定します。 
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サラウンドの設定 



自動測 定をれた補正カーブを 巧認する_ 

[Auto Settin 旨 ] (与 P .10,40) または [EQ AUTO SETTING] (与 P .53) で設定された、 [ALL CH ADJUST] または 
[FRONT AUGN] の補正カーブを確認ずることびできます。 



ここか S 読む場合は、リモコンのボタンをむ下の順まで 
巧してか S 手順1へお進みください。 

①② SYSTEMSETUP 

[[jkMP J (^EN^ 

[1 .Surround Setup ] を選んで巧定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になりまず。 



[〇 〇 ] る るぶ〇 6 
參ぞ 6 〇 ‘ 6 6 • 


2 [ Expe け]を選択してミ夫定ずる。 

エキスバート設定のメニュー画面になります。 

3 [Acoustic Cal EQ ] を選択して巧定ずる。 

視聴環境の周波数特性の補正にな 0 ます。 

4 [DATA CHECK ] を選んでミ夫定ずる。 

[ALL CH ADJUST] まには [FRONT AUGN] のどちらを確認 
ずる占懼おする画面になります。 


[ALL CH ADJUST ] または [FRONT AUGN ] を選択しま> 
てミ夫定ずる。 

0 確認したいチャンネルを選択して巧定ずる。 

そのチャンネルの周波数帯域の設定値び表示されますので、 

確認します。 

手順己で [FRONT AUGN] を選択したときは、ここで [Left] 
[Right] を確認することはできません。 

7 確認が終了した5 [ Exit ] を選んで巧定ずる。 

ま定すると自動的に巧のチャンネルび選ばれまず。 

8 それぞれのチャンネルに手順巨〜7を繰り返し、ずべての 
チャンネルを確認しまず。 

9 ずべてのチャンネルの確認が終了した5 [ Exit ] を選んでミ夫 
定ずる。 

[ALL CH ADJUST] または [FRONT AUGN] 還択画面に戻り 
ます。 


10 [ Exit ] を選んで巧定ずる。 

[DATA CHECK] モードを終了します。 



[ Exit ] を選んで巧定ずる。 

視聴環境の周波数特性の補正モードを終了しまず。 
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サラウンドの設定 


Acoustic Cal EQ Professional (棚風 i 境の巧響特性の測定と周波数特性の補正) 


視聴環境の残響特性を測定し、測定された残響特性に適した周波数特性の補正を行います。残響特性とは視聴 
環境における音の響さちのことです。カーテンの位置や壁の質、吸音材の位置などで残響特性は変わ0ます。 
ここでは、残響特性に応じた周波数特性の補正を行いますので、政下のような視聴環境のときに効果を発揮し 
ます。 

①各チヤンネルごとに響さちが異なる視聴環境。 

感各周波数帯域ごとに響さちが異なる視聴環境。 

お客様の視聴環境の残響特性は日 SD 画面(テレビ画面)またはパソコンのモニターで確認することがでさます。 
この機能により、お客様が部屋に施した吸音材などの使用効果を目で見て確認することができますので、より 
理想的な残響特性を創ることがでさます。各チヤンネルにおける各周波数の残響特性をご覧になり、視聴環境 
の整備が必要と思われるとさは、カーテンの位置やカーペットまたは吸音材の使用などを見直し、をラー度音 
場補正を行ラことをお勧めします。 


^ メモ 

• Acoustic Cal EQ Professional の [Auto Pro .] または [Advanced EQ Setup ] を行うと 、 Auto Setting 
(马 P.10) または Acoustic Cal E 日の忙 Q AUTO SETTING ] モードで測定された補正カーブ (ALL CH 
ADJ と FR 日 NT ALI 日 N ) はここでの補正カーブに上書きされてしまいますのでごを意くださし、上書き 
した<ないとさは、 CUSTOM 1. 2にコピーしてお<ことをお勧めします。 

. パソコンで残響特性を表示するには、パソコンが64ページに記載されている条件を満たしていなければ 
なりません。また、別途、専用アプ U ケーシヨンソフトおよび RS -232 C ケーブルが必要となります。 
専用アプ U ケーシヨンおよびその取扱説明書については表紙でを紹介した下記 U RL にてお客様登録をし 
たあと、ダウン□ー ドのサイトへ進み、ダウン□ー ドしてください。 
http :// www 3. pioneer . co . jp / 

RS -232 C ケーブルの詳細についてはダウン□ー ドした取扱説明書をご覧ください。その他ご不明な点 
がありました6、カスタマーヴポートセンターへお問い合わせください。 

• Acoustic Cal EQ Professional の [Auto Pro .] は周波数特性の補正についての自動設定です 。 Auto 
Settm 呂と違い、 スピーカー システム、 スピーカーからの 距離、 スピーカーの 出カレベルについての設定 
は行いませんので 、 Pr 日 fessi 日 nal を行う前に 「Aut 曰 Settin 旨」 （吟 P .40) を行うことをお勧めします。 


自動設定 

Acoustic Cal E 日 Professional では、このち法をお勧めします。この設定方まは、現在の残 
響特性の測定からシステム補正値の算出、各チャンネルの周波数バランスの調整までを自動的 
に行い、理想的な視聴環境を創ります。 

[Auto Pro .] : 

視聴環境の残響特性を測定し、その特性に応じてに〇〜4日 [ ms ]」 か r 日日〜80 [ ms ]」 のどち6 
かの補正位置を自動で選択して周波数特性の補正を行います (ALL CH AD 」 UST と FR 日 NT 
AUGN の2つの補正カーブ)。測定時間は2〜9分程度です。 

手動設定 

視聴環境の残響特性を測定し、各チャンネルにおける各周波数の残響特性を時間軸と音量レべ 
ルで表おします。また、時間軸のどの位置の音で周波数特性の補正を行うかを手動で選択し、 
調整を開始することちでさます。 

[Reverb Measurement ] : 

お客様の視聴環境の残響特性を測定します。測定時間はおよそ2〜目分程度です。 

[Reverb View ] : 

[Reverb Measurement ] で測定した各チャンネルにおける备周波数の残響特性を日 SD 画面(テ 
レビ画面)で確認することができます。 [ PC 日 utput ] を選ぶとパソコンでより詳細に確認する 
ことがでさます。 

[Advanced EQ Setup ] : 

[Reverb Measurement ] で測定した各チャンネルにおける备周波数の残響特性が日 SD 画面(テ 
レビ画面）に表示されますので、表示された残響特性カーブを参考にしなが6周波数特性の補 
正を行ラための r 時間軸上の位置」をお好みで選択し補正を行います。 


58 



サラウンドの設定 


残響特性グラフの見方_ 

グラフは、静寂な状態か6時間日でテストノイズを出力し始め、臥降スピーカーから一定レベルを出力し続け 
た時のマイク入カレベルの時間変移をおしたちのです。まったく残響のない場をは、下図 A のようになります 
が、残響がある場合、徐々に音響パワーが累積されて下図目のようになります。 

^ メモ 

• 低い周波数帯域は群遅延特性の影響で日 [ ms ] 付近の立ち上がりが 
鈍くなる場をがあります。 

. 各スピーカーの r 距離と能力の差」による「ディレイとレベル差」 
は、グラフを見やすくするため、補正されたちのを表示します。 
周波数特性に関しては補正しないで表示します。 

Advanced EQ Setup での補正時巧位置のミ夫め方_ 



手動設定では、旧 everb Measurement ] で測定した残響特性力ーブを参考に、お客様が補正時間位置を手動で 
選択します。この機能は上級者向けの機能になります。補正時間位置の設定および Advanced E 日 Setup をすベ 
て自動で行いたいお客様は [Auto Pro .] を選択して下さい。 

[Reverb Measurement ] で測定した残響特性力ーブは 、 [Reverb View ] で日 SD 画面またはパソコン表示に 
より確認でさます。また 、 Advanced EQ Setup の補正時間位置を設定する日 SD 画面にち表示されます。残響 
特性カーブをご覧になり、各周波数、各チャンネルで、残響特性カーブの形状の差が大きいよラな場合は、残響音 
の悪影響を受けないよラにするために、早い時間位置（例えば2日〜4日 [ ms ]) に設定することをお勧めします。お 
好みで他の時間位置をお試しいただくのち結構です。どの時間位置にしてよいかわからない場合には、 20-40 
[ m 引に設定してください。ただし20〜4日 [ m 引の間で残響カーブのどこかの周波数帯に突発的な変化が見られる 
場合は他の時間位置を選択して < ださい。 

通常の Acoustic Cal E 日補正では、図]のよラにマイク入力のデータ取得時間が80〜16日 [ ms ] の固定になつ 
ています。それに巧して、 Professional では、日〜 80[ ms ] の中の1ポイント （2 日 [ ms ] 幅）をお客様が選択でが 
きます。補正時間位置の設定は、測定した残響特性のグラフをみて、下の]〜3のパターンを参考に決めます。宙 



1. く周波数ごとに残響特性が異なる場合> 

例えば図2のような残響特性の部屋の場合、低域が大さく響いて高域があまり響かないといラよラな特性になって 
います。通常の Acoustic Cal EQ の ALL CH ADJUST 補正をすると、8日〜1日日 [ m 引のデータを取得するた 
め、低域の音量が大きく、高域がルさいと判断し、 E 日の力ーブは高域を上げ気味に補正します。ところが、スピー 
力一か 6 直接耳に届く約 4 日 ms 政内の特性は高域を上げる必要がないく らい、十分な音量が出ていますので、通常 
の Acoustic Cal EQ 補正をすると高域がきつく感じることがあります。このよラな場をにはスピーカーからの直 
接音を大切に補正するという意日まで、 Professional の2日〜4日 [ ms ] く日いを指定して補正をすると、スピーカー 
か6の直接音（初期反射音を含む）がフラットになり、聞さやすい音場になります。 
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Pro の補正時間 
位置選択可能領域 


80 


LSch 低域 
RSch 低域 
一- LSch 高域 

RSch 高域 
通常の Acoustic Cal E 日補正 

—> 

160 時間 [ ms ] 


サラウンドの設定 

2. くチャンネルごとに残響特性が異なる場合> 

また、図3のよラな残響特性の部屋の場合、チャンネルごとに残響特性が異なっています。このよラな部屋で通 
常の Acoustic Cal E 日補正をすると、80〜1日日 [ m 引のデータを取得するため、スピーカーから音が放射さ 
れてから8日 [ m 引臥降に徐々に各チャンネルの音色がそろってくるよラになります。一方、音像の定位感や移動 
感、各スピーカーからの音のつながりは、残響音ではなく、各スピーカーか6の直接音（初期反射音を含む）に 
左ちされます。8日〜]日 0[ m 引のデータを取得し補正する通常の Acoustic Cal E 日補正では、このような部 
屋の場を、直接音の特性をそろえることは出来ません。そこで、 Professional の2日〜4日 [ m 引くらいを指定 
して補正をすると、各チャンネルの直接音がそろい、音像の定位感や移動感、各スピーカーか6の音のつながり 
が理想的となり、素晴6しい音場をお楽しみいただけるよラになります。 


図4周波数ごと、およびチャンネルごとに残響特性が似ている場合の例 

辦メモ 

. 本機の r 残響特性測定及びグラフ表示機能」は、お客様の吸音材設置の効果を確かめるツールとしてお使い 
いただけます。 

• 吸音材の位置などを変更されたあとは、残響特性の測定 [Reverb Measurement ]、 補正時間位置の決定 
[Advanced EQ Setup ] をやり直すことをお勧めします。 


/ \ / Pro の補正時間 、互—^/' 。I [ n が了 

V /位置選択可能領域 通吊の Acoust に Cal EQ 補正 

◄ - ► 

■ -> 

0 80 160 時間 [ ms ] 

図3チャンネルごとに残響特性が異なる場をの例 
3. く周波数ごと、およびチャンネルごとに残響特性が似ている場合> 

図4のよラに、各周波数、各チャンネルの残響特性が似ているような場合には、残響特性が悪影響を及ぼすこと 
はありませんので、直接音で補正する （2 日〜4日 [ ms ] 程度に設定する）必要はありません。そのよラな場をに 
は 、 Acoustic Cal E 日は [ Professional ] モードではなく、通常の正日 AUTO SETTING ] で行うことをお 
勧めします。そうすることで、直接音及び残響音をすべて含んだトータルでの補正が行われ、理想的な音場空間 
を再現でさます。 


—一―一― fiL 〇 

レベル 


S . に 
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自動設定 (Auto Pro .) 


as …化 叫!！ 8ASVTRE8LEr+-l 

VIDEO SEL Hl-etr +" し了 DISC 

<9> ^ T > 

-7„.-><CESS 5WKH 叫比 
口 SIEM な """ • •• 



d 一 - MSP MOM 

OlJ 

BS； I is BS11 

ILW つ I む因 f … j 

IT W'P 




1 Acoustic Cal EQ 

[EQ AUTO SETTING 



CUST0M1 ADJUST 



CUST0M2 ADJUST 



DATA COPY 



DATA CHECK 


► 

Exit 







サラウンドの設定 


リモコンのボタンを L リ下の順まで巧してか6手順1へお進 
み < ださい。 

の @ SYSTEM SETUP 



1 [1 .Surround Setup ] を選んで決定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 


2 [ Expe け]を選択して決定ずる。 

エキスパート設定の^ニュー画面になります。 

3 [Acoustic Cal EQ ] を選択して決定ずる。 

視聴環境の周波数特性の補正にな0ます。 

4 [ Professional ] を選択して決定する。 

視聴環境の残響特性の測定と周放数特性の補正にな0ます。 
r 残響特性の測定」、「時間軸上の補正位置の設定」および「周 
波数特性の補正」をすベて自動で行うときは 「Auto Pro 」 を 
選択して決定し、 [ Start ] を選びます（設定にはおよそ2〜9 
分かかります)。 

[手動設定]を選ぶときは、目2ぺージの手順己へお進みくだ 
さい。 

5 ▲ / ▼ボタンで [ Data C 叩 y ] 、に heck ] または忙 xi 口のい 
ずれかを選んで決定ずる。 

[Data C 叩 y ] : 

① [Data Copy ] を選んで決定する。 

感に UST 0 M 1] またはに UST 日 M 2] のどちらにコピーするの 
か選んで決定する。 

感に opy 曰 K ] を選んで決定する。 

に heck ] : ALLCH ADJ と FRONT ALIGN の各チヤンネ 
ルについて確認することができます。 

[ Exit ] : [Auto Pro .] を終了します。 

6 ▲/ ▼ボタンで忙 xi 口を選んで決定する。 

[ Professional ] (視聴環境の残響特性の測定と補正）を終了 
しよす。 

/もう一度 ▲/ ▼ボタンで忙州]を選んで巧定ずる。 

ネ見聴環境の周波数の補正を終了します。 

%みモ 

設定の結果を確認ずる場合は、手動設定の手順9〜14 OP . 己 2) 

を操作してください。 
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サラウンドの設定 
手動設定 





8 



9 


10 


11 



藏メモ 

OSD の dB 表示(縦軸の目盛り）は 
2 clB ごとに区切5れています。 


5 [Reverb Measuremen 口を選んでミカ定する。 

6 マイクを接続して残響特性の測定の準備をする。 

-付属の設定用マイクを接続して、 U スニングポジション 
に設置してください。 （ TV モニターの近くには設置しな 
いで < ださい。） 

-測定中は静かにしてください。 

•スピーカーと U スニングポジションの間にある障害物 
を取0除いて < ださい。 

7 [ Star 口を選んで決定ずる。 

残響特性の測定になります。測定にはおよそ2〜日分程度 
かかります。 

設定の途中で静止画面を3分間放置すると画面は一時的に 
消えますび、何かボタンを巧すことで再び同じ画面を表示 
します。 


8 忙 xi 口を選んで決定ずる。 

測定結果を確認するとさは手順9へ、測定結果を確認せず 
に周波数特性の補正を行うときは手順1曰へお進みくださ 
い。 

9 [Reverb View ] を選んで決定ずる。 

残響特性の測定結果確認画面になります。 

パソコンで残響特性の表示をするとさは「パソコンのモ 
ニターで各チヤンネルにおける各周波数の残響特性を確 
認する」（畔 P .64) へお進みください。 

10 ▲ /▼ボタンで測定結果を確認したいチヤンネルを選ぶ。 

11 ▼ボタンで周液数を選び、 ◄ / ►ボタンで測定結果を確認 
したい周波数バンドを選ぶ。 

選べる周波数バンドは各チヤンネルについて「目 3 HZ 」、 
「12已 Hz 」、 に日日 Hz 」、 rikHz 」、 r 4 kHz 」、 
n 1.3 kHz 」、 の日つです。 

^ メモ 

本機の Acoustic Cal E 日で調整するバンド数は日バンド 
(日 3 Hz 、 12已 Hz 、 2已日 Hz 、4 kHz 、11.3 kHz ) ですび、残響 
特性の表示(本機の Reverb View や PC アプリケーシヨン）は目バ 
ンド（目 3 Hz 、 12己 Hz 、250 Hz . 1 kHz 、4 kHz 、11.3 kHz ) と 
なります。 

Acoustic Cal E 日の自動設定では、スピーカーと部屋の特性を 
1 kHz 帯域を含む目バンドで測定分析し、その分析結果を使っ 
て、已バンドの Ac 日 ustic Cal EQ パラ方一夕を設定するように 
設計されています。 ( EQ 已バンドで日バンド分の相対的バランス 
を調整する設計となっています。 ） 残響特性の表示では分析した 
すべてのバンドを表示するため、目バンドの表示となります。 


12 ▲ボタンでチヤンネルを趕ぶ。 

13 手順10〜12を繰り返して各チヤンネルにおける各周液 
数の残響特性の測定結果を確認ずる。 
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サラウンドの設定 


14 


15 


16 


17 







補正時間 



11.3 kHz ] 
20-40ms ] 




日 SD の犯表示(縦軸の目盛り）は 
2犯ごとに区切られています。 


14 [ Exit ] を還んで決定ずる。 

残響特性の測定結果確認画面を終了します。 


• 香チャンネルにおける各周波数の残響をご覧になった結果、 
チャンネルごとまたは周波数ごとに響さ方び異なるとさは手 
順 I 己へお進みください。 

• 部屋の残響特性を改善したいとさはここで販音材の調整など 
を見直し、視聴環境の整備を巧って<ださい。その場含、再 
度 [Reverb Measurement ] を行い [Reverb View ] でその効果 
を確認することをお勧めします。 

• 残響特性び特にバラつさなく測定されているとさは理想的な 
残響特性び得5れていますので、 [Ex け]を選んで決定し、手 
順30へお進みください。このとき、通常の Acoustic Cal EQ 
補正を巧っていないと周波数特性は補正されないままですの 
で、 [ Professional ] を終了したあと、日3ぺージの手順3の 
[Acoustic Cal EQ ] を実行してください。 

15 [Advanced EQ Setup ] を選んで決定する。 

補正時間位置を指定する画面になります。 

16 ▲ /▼ボタンで補正時間を選び、 ◄ / ►ボタンで補正時間 
位置を指定ずる。 

残響特性カーブを参考に補正時間位置を指定します。スピー 
力一か らの音接音とネ刃期反射音をカノ（一する [20 〜 40 ms ] 

をお勧めします。補正時間位置の決めちは fAdvanced EQ |S 
Setup での補正時間位置の決め方」（畔 P .59) をご覧くださ 
し、。補正時間位置は各チャンネル、各周波数に共通です。チャ S 
ンネルと周波数を切り換えることびでさますび、この切り換 
えは参考にする残響特性カーブの切り換えです。 

17 ▲ / ▼ボタンでに tart ] を選んでミ夫定ずる。 

18 [ Start ] を選んでミ夫定ずる。 

手順1目で選んだ時間帯の音で周波数特性の補正を自動で 
巧います。測定にはおよそ2〜8分程度かかります。 

設定の途中で静止画面を3分間放置すると画面は一時的に 
消えますが、何かボタンを巧すことで再び同じ画面を表示 
しふ苗 0 


19 ▲ / ▼ボタンで [Data C 叩 y ]、 に heck ] または忙 xit ] のい 
ずれかを還んでミ夫定する。 

[Data Copy ] : 

① [Data Copy ] を選んで決定する。 

⑥に UST 日 Ml ] またはに UST 日 M 2] のどちらにコピーするの 
か選んで決定する。 

③ [ Copy 日のを選んで決定する。 

に heck ] : ALLCH ADJ と FR 日 NT AUGN の各チヤン 
ネルについて確認することができます。 

[ Exit ] : [Advanced EQ Setup ] を終了します。 


20 ▲/ ▼ボタンで [ Exit ] を選んでミ夫定ずる。 

[ Professional ] け見聴環境の残響特性の測定と補正）を終了 
します。 


21 ち5—度 ▲ / ▼ボタンで [ Exi 口を還んで決定する。 

視聴環境の周波数の補正を終了します。 
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サラウンドの設定 


パソコンのモニターで 各チ节ン ネルにおける各周液数の残響特性を確認する 

ここでは残響特性の測定結果をお持ちのパソ]ンに転送してご覧いただくちまを説明します。測定結果をパソ]ンに 
転送してご覧いただくにはお持ちのパソコンが1;(下の条件を満たしていなければなりませんので、ご確認ください。 


• 0S が 「 Windows® XP 」、「 Windows® 2 日日日」、 [Windows® Millennium EditionJ. [Windows® 98 Second 
Edition」、「Windows NT® 4.0 (Service Pack 目 ) 」のいずれかであること。 

. CPU が Pentium 3/3 日日 MHz じ(上か AMD K6/3 日 OMHz じ(上（まには] 日び施 互換性のある CPU) であること 
. メモ U —が 128MB 政上であること 
• 画面解像度が8 日日 X 目 日日 ドッ ト 1；>(上であること 
. インターネットに接続可能であること 
. 232C ポートを搭載していること （COM 
ポートの接続についてはパソコン一力一 
へお問い合わせ < ださい） 


Microsoft Windows® XP 、 Windows® 2000 、 Windows® 
Millennium Edition. Windows NT 衝および、 Windows® 98 
は米国 Micros 日 ft じ日「口〇「 31:1 〇 11 の米国およびその他の国にお 
ける登録商標です。 
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ここか5読む場合は61ページの手順1〜4と62ページの手順已〜 
8を行ってか SliTF の手順へお進みください。 

9 [PC Output ] を選んで決定ずる。 

) くソコンへのデータ転送待ち画面になります。 

10 本機とパソコンを RS -232 C ケーブルで接続ずる。 

ケーブルはメスーメスのク□スタイプを使用します。詳細は 
ダウン□ードした PC アプ U ケーシヨンの取扱説明書をご覧 
<ださい。 



接攝ずるときは、主電源を必ず OFF にしてくだ 
さい。 

ノ 
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パソコンの電源を入れて専用の PC アプリケーシヨンを起 
動して < ださい。 

PC アプ U ケーシヨンの取扱説明書の指示に従い、データ転送を 
行います。データ送信は1日砂程で終了します。 

ノ r ノコン表示用の残響特性データは、再度残響特性の測定を行う 
と本機のモ U から消去されます。測定後はすみやかにパソコン 
へデータ送信し、保存しておくことをお勧めします。 

[ Exit ] を選んで決定ずる。 

残響特性の測定確認画面を終了します。 


^ メモ 

. 各チヤンネルにおける各周波数の鶏響をご覧になった結果、 
チヤンネルごとまたは周波数ごとに響さちが異なるときは63 
ページの手順1己へお進みください。 


• 残響特性が特にバラつきなく測定されているときは理想的な 
残響特性が得られていますので、拒 xit] を選んで決定し、曰 3 
ぺージの手順21へお進みください。このとき、通常の 
Acoustic Cal E 日補正を行っていないと周波数特性は補正さ 
れないままですので、 [Professional] を終了したあと、己 3 
ぺージの手順 3 の [Ac 日 ustic Cal EQ] を実行してください。 








サラウンドの設定 


Bass Peak Level (超ほ域音青のピークレベル設定) 


ドルビーデジタルおよび DTS 対応のソフトは超低域信号成分 （ LFE チヤンネル）を多く含んでいます。この超 
低域周波数信号がスピーカーの再生能力を超えると、再生音声に歪みが生じることがあります。ここでは、 
LFE チヤンネルのピークレベルを設定する方法について説明します。ピークレベルを設定することにより歪 


みを防止します。 
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ここか s 読む場合は、リモコンのボタンをむ下の順まで 
巧してか S 手順1へお進みください。 




② 


SYSTEM SETUP 



[1 .Surround Setup ] を選んで決定ずる。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 
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に FF ] のときはこの操 
作が働いていません。 



[—8 日]に設定されると、 
サブウーファーから音は出 
力されません。 


2 忙 xpe け]を選択して決定ずる。 

エキスパート設定のメニュー画面になります。 

3 [Bass Peak Level ] を選択してミ夫定ずる。 

超低域音声のピークレベル設定になります。 

4 [Setting Start ] か [Setting Cancel ] を選んで決定ずる。 

[Setting Start ] :テストトーンを再生し、設定を行いま 
す。自動的に MASTER VOLUME が最小 （一80) になりま_ 
す。手順己へお進みください。 ^ 

[Se け in 旨 Cancel ] : LFE チヤンネルのピークレベルを設巧 
定しません。手順7へお進み<ださい。 

5 テストトーンを ▲/ ▼ボタンで調整していを、スピー 
力一か 6 の音に歪みが生じる手前まで調整ずる。 



サブウーファーで [ YES ] (有り）または [ PLUS ] が選択されて 
いる場合は、サブウーファーからのみテストトーンが再生さ 
れます。 

ヴブウーファーが無しの場合は、サブウーファー政外の大 
( LARGE ) に設定されているフ□ントまたはサラウンドス 
ピーカーか6テストトーンが再生されます。 

6 手順已で調壁した値をミ央定ずる。 

MASTER VOLUME び元の位置に戻ります。 

7 忙 xi 口を選んでミ夫定ずる。 

超化域音声のピークレベル設定を終了します。 

■ 4 メモ 

. 工場出荷樹が OFF 」 に設定されています。 

• 設定途中で RETURN ボタンを巧すと、設定変更せずに終了 
しふ〇 

. サブウーファーに自動ス U —プ機能があるとさは、この設 
定を始める前にサブウーファーの電源が入っていることを 

確認してください。 65 







サラウンドの設定 


□-Range Control (ダイナミックレンジコント□—ルの設定) 


ダイナミックレンジとは再生能力を表す用語で、どのくらいルさい音から大きい音までを正しく（ルさな音はノイズに 
埋ちれずに、大きな音は歪まずに）再生でさるかを数値 ( dB ) で表したちのでず。ダイナ S ックレンジコント□ールと 
は、このダイナミックレンジを圧縮する機能です。音量を下げて映画などを楽しむ場合でも、ダイナミックレンジコ 
ント□ールを設定することで微かな音も間さ取りやすくな0ます。ダイナ S ックレンジコント□ールの効果び得5れ 
るのは、ダイナミックレンジコント n —ル対応のドルビーデジタルまたは DTS ソフトだけですび、ほかのソフトでも 
ミツ ドナイト U スニングモードで同様の効果び得5れます。 
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リモコンのボタンをむ下の順番で巧してか6手順1へお進 
み < ださい。 




② sy™p 

、MENlC 


1 [1 .Surround Setup ] を選んで決定ずる。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 

2 [ Expert ] を選択して決定ずる。 

エキスパート設定の^ニュー画面になります。 

3 口 - Range Control ] を選巧して決定ずる。 

ダイナ S ックレンジコント□ールの設定になります。 

4 [ off ]、[ mid ]、[ max ] のいずれかを選択してミ夹定する。 

[ OFF ] :ダイナミックレンジを圧縮しません。 

[ MID ] :ダイナミックレンジを多少圧縮します。 

[ MAX ] :ダイナミックレンジを最大に圧縮します。 

決定すると自動的に [ Exit ] び選ばれます。 


5 [ Exit ] をミ夫定ずる。 

ダイナミックレンジコント□ールの設定を終了します。 


0 [ Exit ] を選択して決定ずる。 

Expert Setup (エキスパートサラウンド設定)を終了しま 
す。 


7 忙 xit ] を選択して決定ずる。 

Surround Setup (サラウンドの設定）を終了します。 

3 忙 xit ] を選択して決定ずる。 

System Setup を終了します。 

• 工場出荷時は rOFF 」 に設定されています。 

• 大きい音量で楽しむときは 、 Dynamic Range Control を日 FF 
にすることをお勧めします。 

. さまざまなダイナミックレンジコント□-ル対応のドルビー 
デジタルまたは DTS ソフトをか音量でお試しください。 
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入力信号/フアンクシヨンの設定 


THX CINEMA Setup(THX CINEMA モードの設定 ) 


ここでは 2 ch ソースを THX CINEMA モードで再生したときのマト U クス-サラウンド-デコード方法を選択します。 
選択できるデコード方法は 「[ XIPR 日 LOGIC II / EXIPR 日 LOGIC llx MOVIE 」、「 EXIPR 日 L 日 G に」、 「 Neo : 日 CINEMA 」 
の 3 つです。それぞれのモードの詳しい説明は「 I 」スニングモードの種類と効果」の MOVIE モード（畔 P .78) をご覧くだ 
さし' i 。2 ch ソースを THX CINEMA モードで再生すると、ここで選んだマト U クス-サラウンド-デコードがされたあ 
と 、 THX CINEMA 処理を行います。 


SIGN1LSEL ONH B«SnREaLEr+-l 

VIDEOSEL Ml-Bir +10 ' ■— 了 flSC 

<9> CD 

SEWCHNODt 

S'STmSEID^ 



1-3 






U モコンのボタンを liTF の順番で巧してか5手順1へお進 
み < ださい。 




② 


SYSTEM SETUP 



1 

[2 .THX CINEMA Setup ] を選んで決定ずる。 

THX CINEMA Setup の設定画面になります。 


2 

2 ch ソース 再生時に THX CINEMA モー ドにしたときの 
デコ ー ド方法を選んで決定ずる。 

選択でさるモードについては上記をご賣ください。 

設定されたシステムび反転したまま [ Exit ] び自動で選択されま 



す。 


3 

[ Exit ] を決定ずる。 

設 


THX CINEMA Setup を終了します。 

System Setup を終了するときは、を巧します。 

定 


^ メモ 

• 工場出荷時は [[XIPRO LOG に ll/□□PRO LOG に llx MOVE ] 
に設定されています。 

.naPRO LOGIC llx は、サラウンドバックチヤンネルモード 
(与 P .84) び OFF またはサラウンドバックスピーカーび NO ® 
場合 、 naPRO LOG に 11(5. Ich サラウンド）となりまず。 
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入力信号/フアンクシヨンの設定 


I叩山 Assign (入力に関する設定) 

Digital-In Select (デジタル入力の設定） 


デジタル入力端テ(□に ITAL の〜因と [XIRF IN ) に接続したデジタル機器び、工場出荷時の設定と異なるときに設定し 
ます 。 UURf IN 入力は LD プレーヤーや DVD / LD プレーヤーの [ XIRF 端子に対応します。 

. □间 tal -1 〜4には [ TUNE 印、 [ PHONO / LINE ]. [ VIDEO ]、[ USB ]、[ LLINK ] を選ぶことびできません。 

.[ XIRFIN には [ TUNE 刊、 [ PHONO / LINE ]、[ VIDE 日]、に D ]、 に□-刊、 [ M 功、 [ USB ]、 D . LINK ] を選ぶことげで 
さません。 


^ メモ 

工場出荷時の各入力端テの設定はちの図の通0です。 


SKWISEL wn SASSTREBLE r + -I, 

<7> <7V<T> 

VKOWL NI'MT +W '-- 了 "o 吃 C 

- - - SEARCH UOK 


- 1 i II — ノ 

BSS d BSPMOOe 

iL •つ 1 (L-fiJJ 巧 " HI 

BS7 lli9 BS11 

ILwj) む肉 f 一』 

押川 *！•- 、 - 

Lwj 『 ■ J1 (t Will 


1—6 


IN の 

TV/SAT 

IN 回 

CD-R 

IN 団 

DVD/LD 

IN 团 

CD 

皿 RF IN 

DVD/LD 


リモコンのボタンをむ下の順番で巧してか5手順1へお進 
み < ださい。 

の 風 SYSTEM SETUP 

、 MENU ノ 


AMP 


[ S.Input Assi 呂 n ] を選んでミ夫定する。 


1-6 



入力に関する設定の^ニュー画面になります。 

2 [ Digital-In Select ] を選んで決定ずる。 

デジタル入力の設定になります。 

3 変更したい入力を選んで決定する。 

例えば Digital -2 をに D - 刊からの VD / LD ] に変更したいときは 
Digital -2 を選びます。 
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2 


3.Input Assign 

> [MnjnHiiErfJiJ^ 1 

[Component-in Select ] 
[i.LINK Input 1 




4 手順 3 で選んだ入力を変更してミ夫定ずる。 

に D - R ] から [ DVD / LD ] に変更してミ夫定しまず。 

5 他にら工場出荷時の設定ではない接続を巧い、入力の変更 
が必要な場合は、手順3と4を繰り返ず。 

0 [ Exit ] を選んでミ夫定ずる。 

デジタル入力の設定を終了します。 

System Setup を終了ずるときは、を押します。 


感メモ 

Di 呂 ital -1 〜4で、同じ入力を選択することはできません。同じ入 
力を選択した場合は、元に設定されていた入力び日 FF に切り換わ 
ります。 







入力信号/フアンクシヨンの設定 


Component-In Select (コンポーネントビデオ入力の設定) 


映像機器を COMPONENT VIDE 日入力端テ(コンポーネントまたは□端テ)を使って接続したときは、必ず設定してく 
ださい。 

• 選おできる入力は [ DVD / LD ]、[ TV / SAT ]、[ VCR 1]、[ VCR 2]、 [日 FF ] です。 

感メモ 

工場出荷時は、すべて 「 OFF 」 に設定されています。 


リモコンのボタンを下の順番で巧してか6手順1へお進 
み < ださい。 

の,__一③ 

11 amp ]] 一 

1 [ S.Input Assign ] を選んで決定ずる。 

入力に関する設定のメニュー画面になります。 

2 に omponent-ln Select ] を選んで巧定する。 

コンポーネントビデオ入力の設定になります。 

3 変更したい入力を選んで巧定ずる。 

例えば Component - 1を [ DVD / LD ] に設定したいときはか 
Component -1 を選びます。 巧 

4 手順3で選んだ入力を変更して決定する。 

[日 FF ] か 5[ DVD / LD ] に変更して決定します。 

5 他にも入力の変更を巧う場合は、手順3と4を繰り返しま 
ず。 

6 忙 xit ] を選んで巧定ずる。 

コンポーネントビデオ入力の設定を終了します。 

7 をう一度 [Exi 口を選んでミ夫定ずる。 

入力に関する設定を終了します。 

System Setup を終了するときは、を巧します。 


%巧 

• Component - 1〜2、 D 4 Vide 日-1〜2で、同じ入力を選択す 
ることはでをません。同じ入力を選んだとさは、先に設定さ 
れていた入力び日 FF に切り換わります。 

. コンポーネントや□端テか5入力された信号は S ビデオ出力端 
テ、コンポジット出力端子には出力されません。 



SYSTEM SETUP 
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入力信号/フアンクシヨンの設定 


.LINK Input り丄 INK 入力の設定) 


i . LINK 接続したときは、必ずこの設定を巧ってください。 

LUNK 端テに接続した機器を 「 DVD / LD 」 などの入カフアンクシヨンに割り当てます。この設定を行うと、その機器の 
音声と映像を本体の MULTI 」 C ) G または U モコンの INPUT ボタンで同時に切り換えることがでさます。 i . LINK 端テに 
接続された機器びない場合は、この設定を選択することびでさません。 


SI 叫 ALSEL DUD BilSSOREBLE r + j 

<?> <6> <7> j <^ 

VIOEOSEL HI’SII +1¢ L— use 

<?> CD CD CD 

一 - - SEWCHMOOE 



d 一 ■ ノ "oiSPMODE 

f • で Lfcj も STTlia 


6S7 ihs 的 I 

[N^JI llLjQ) f 一， 

" 化化 - 、 

L ■ J 


1-7 


1-7 






U モコンのボタンを L ソ下の順番で巧してか6手順1へお進みく 
ださい。 




② 


SYSTEM SETUP 



1 [ S.Input Assi 旨 n ] を選んでミ夫定ずる。 

入力に関する設定のメニュー画面になります。 

2 [ i.LINK Inpu 口を選んで決定ずる。 

し LINK 入力の設定になりまず。 

3 設定したぃし LINK 対応機器を選んでミ夫定ずる。 

し LINK 対応機器び9台];(上接続されている場合は、▼または ▲ 
ボタンで、 OSD 画面を切 D 換えて、設定したい機器を表示さ 
せます。 


4 ▲/ ▼ボタンで割り当てる入カフアンクシヨンを選択ずる。 

• 機器か5の映像出力を接続した入カフアンクシヨンに割り当 
てると、音声と映像び同時に切り換え6れます。 

.[ TUNE 刊、 [ PHONO ]、[ USB ] は、割 D 当てることびできま 
せん。 


5 他の機器についても設定ずる場合は、手順3と4を繰り 
返ず。 

6 「 Exit 」 を選んで決定ずる。 

し LINK 入力の設定を終了します。 

7 もう一度 「 Exit 」 を還んで決定ずる。 

入力に関する設定を終了します。 

System Setup を終了ずるときは、を押します。 




を'メモ 

. 割 D 当て6れていないし LINK 対応機器については、。丄 INK 」 と 
表示されます。 

. i.LINK AUDIO け外の LLINK 対応機器に接続した場合は、 r ——」 
と表示され、 入カファンクシヨ ンを割り当てることはでさません。 

• 割り当てた i 丄 INK 対応機器の i 丄 INK ケーブルをかしにり、電源 
をオフした場合は、その機器の製品型まの前に r *」 び表示されま 
ず。 

• 複数の機器で同じ入カファンクシヨンを選択することはできま 
せん。同じ入カファンクションを選んだときは、元に設定され 
ていに機器び aUNK 」 に切りおわります。 
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Function Rename ( 入カフアンクシヨン表巧の設定 ) 


フ□ントパネルディスプレイに表示される入カファンクシヨン名を変更することびできます。例えば VCFM / DVR の入 
力端子に DVR を接続したとさ、ディスプレイ表示を接続した機種の型番などに変更できる便利な機能です。各入カファ 
ンクシヨンごとに接続された機器の名称や方ーカー名などを入力すれば、どこの入カファンクシヨンにどんな機器び接 
続されているのかを簡単に確認することができます。設定はリモコン、本体のどち5でもできますび、この操作は本体 
のマルチジョグを使用した方び容易なため、下記の手順は本体での操作を中むに説明します。 




本体の SET UP ボタンを巧してか6手順1へお 5 ENTER ボタンを巧して入カフアンクシヨン 

進みください。 名を決定ずる。 

SETUP 



「Function Rename 」 を選んで決定ずる。 



名前を変更したいフアンクシヨンを選んで決 
2 定ずる。 

SKMAL*! dB 

AMALOa ■ ■■ ■■ ■■■■■■■ ! ! 



文字入力画面になります。アンダーノ（一び点滅し 
まず。（又字入力位置びスペースのとさはアン 
ダーバーび、文字のとさは文字び点滅します。） 


6 他にも名前を変更したい入カフアンクシヨン 
がある場合は、手順2~5を繰り返す。 

SETUP 本体の SET UP ボタンを巧して終了 
しまず。 

入カファンクション表示の設定を終了 
します。 


^ メモ 

RETURN ボタンを巧ずと、又字入力位置を1つ前に 
戻ずことびでさます。 
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入力信号/フアンクシヨンの設定 


SACD Setup (SACD ダイレクトモード設定 ) 


し LINK 接続で SACD を再生するときにこのダイレクトモードを設定すると、本機の DSP 回路を経由せず、1ビット DSD 
(Direct Stream 团留 tal ) ち式の高音質をよ D お実に再現できます。設定は、 U モコンで簡単に ON/OFF することびで 
さます。また、その他にちシステムセットアップ画面から巧5方法びあります。 



1 a— 3 a 


1b-4b 


1b-4b 



I rn 


1b 



2b 


5.SACD Setup 

► SACD DIRECT 



3b 


5.SACD Setup 

バ ACD DIRECT rlSUll 


4b 


5.SACD Setup 

SACD DIRECT 

> [圈] 


la 朽^ I リモコンをアンプ操作モードにずる。 


つ 〇 EFFECT/CH SE 

と a 鐵 


[ DIRECT ] びディスプレイに表示されるまで何 
度か巧ず。 



ボタンを巧して [ ON ] または [ OFF ] を選びまず。 


システムセツトアップ画面か5設定ずるには 


リモコンのボタンを ty 下の順番で巧してか6手順1へお進 
み < ださい。 

rf) (2) SYSTEMS 口 UP 



1 b [已 .SACD Setup ] を選んで決定する。 


2 b [SACD D 旧 ECT ] を決定ずる。 

3 b [ ON ] または [ OFF ] のどち5かを選んで決定ずる。 
4b [ Exit ] を選んで決定ずる。 

SACD ダイレクトモードの設定を終了します。 

System Setup を終了するときは、を押します。 


^ メモ 

.SACD ダイレクトモードが [ON] のとさ、マルチチヤンネルの 
SACD を再生ずると、センターチヤンネルやサブウーファー 
がない場合でもそれ5の音は、ダウンミックスされてフ□ン 
卜をちか5出力されまず。 

• 工場出荷時は[日 FS に設定されています。 

.SACD ダイレクトモードを[日 N ] に設定して、 LLINK 経由で 
SACD を再生したときは、 Speaker Distance (畔 P .48) の設 
定び無効になります。 

.Second Zone 接続（畔 P .32) をした場合、 SACD DIRECTS 
[日 N ] にすると（スピーカーシステム巨からは)音げ出ません。 
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入力信号/フアンクシヨンの設定 


PHONO/LINE Setup (PHONO/LINE 端子の切り換え設定) 


本磯 U アパネルの PH 日 N 日 / LINE IN 端テを PH 日 N 日 端子として使うか、 LINE 端テとして使うかを選択することびでき 
ます。じ(下の設定で PH 日 N 日に 設定したときは PH 日 N 日 / LINE IN 端子にはフォノイコライヴーを内蔵していない レコー 
ドプレーヤーを接続し、 LINE に設定したときはフオノイコライヴー内蔵のレコードプレーヤーまたはその他のオーディ 
才機器を接続してくださし、。 



リモコンのボタンを攻下の順番で巧してか6手順1へお進 
み < ださい。 



[6. PH 0 N 0 /LINE Setup ] を選んで決定ずる。 



2 [ PHONO ] または [ LINE ] のどち S かを選んで決定ず 
る。 

それぞれの説明は上記をご覧<ださい。 

力ーソルび [ Exit ] に移動します。 

3 [ Exit ] を決定ずる。 

PHONO / LINE 端テの切り換え設定を終了します。 

System Setup を終了するときは、を巧します。 

您'メモ 

工場出荷時は [ PHONO ] に設をされていまず。 


設 

定 


73 








入力信号/フアンクシヨンの設定 


Multi Room ( マルチルームと旧レシー /V— の設定 ) 


マルチルーム接続をした場合は、本機で音量の調整をするかヴブルーム側のアンプで行ラかの設定をします。また、旧 
レシーバーを 使うときは、ここで旧 レシーバーの タイプを選おします。 

リモコンのボタンをむ下の順番で巧してか6手順1へお進 
み < ださい。 

① ③ SYsraP 

(I AMP ]J (^ENU 》 

[7 .Multi Room ] を選んで決定ずる。 

2 Volume Level について項目を選んで決定ずる。 

[VARIABLE] :本機で音量調整をする場合。 

[FIXED] :ヴブルームのアンプで音量調整をする場含。 

3必要に応じて旧レシーバーのタイプを選んで決定ず 
る。 

[Setting1] :通常は、この設定を選びます。 

[Setting 2] : Setting 1では適切に作動しなかった場を、 
この設定にします。 

4設定び終了した日、 [ Exit ] を還んでミ央定ずる。 

System Setups ニューに戻ります。 


^ メモ 

• 工場出荷時の設定は、次のよラになっています。 

Volume Level : VARIABLE 
旧 Receiver : Setting 1 

.I R レシーバーによっては、本機に使用できない場合びありま 
す。 

. に urrBack System 」 （畔 P .39) で [ MR & S ] を選択した場含は、 
[Volume Level ] の設定は変更できません。 
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基本操作 


接続した機器を再生するときの手順です。本機では、 「 ANALOG / □に ITAL 信号の切り換え」（与 P .76) で入力信号を逞 
んで、「 U スニングモードの選択」（与 P .77) で1」スニングモードを選ぶことび主な操作です。 


3 




瓦 

みマ 

Ui"hl 

瓦 

围圍圍圍圍圍 

SOURCE TV SYSTEM AMP 

鐵©© 

fwp ^ rai 

MULTI CONTROL 「 

|VCR2|l IWPEcii 1 CD 1 

rsn on Funehi 

"CMlI 


VIDEO 5EL +10 し ——DISC 

CD CD CD I 

0 nnECTiiccESS suncxuocc 



0S5 d 

呼 

H 一、 

chahnel- 

rsn rT ^ i 

が神 

■干 II nco" 叫 L' 

"… し m 

曰 


1 再生ずる機器の電源を入れる。 
2 本機の電源を入れる。 


2 


3 



4 

5 


再生ずる機器を選ぶ。 

ボタンを押すたびに(本体の場合は、 MULTI 」 日 G を 
もに回すと)入力び順次切り換わります。リモコンの 
他機器操作ボタンで直接選択することをでさます。 
必要に応じて入力信号の種類を選びます。 

「 ANAL 日 G / □に ITAL 信号の切り換え」（畔 R 76) 

手順 1 の再生機器の再生を開始ずる。 


^ 音量を調節ずる。 

_y - 8日 d 巨（最小値)から十12 d B (最大値)の範囲で調 
VOLUME 節できます。 




9 里 OFF_ON ボタン 
ム ' ( ま電源） 




〇 〇 〇 




3 


5 


冷メモ 

前面の入力端テに接続した機器を選択す 
るには入力を rVDE 日」にします。 



I 〇 6-6 o l'o 〇 1 


基本再を 


設定 操作/機能 
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基本操作 


96kHz/24 ビツトフォーマツトディスクの再生について 

本機では 、 DTS 9巨/24や PCIVI 9 巨 kHz (吕4ビツト/20ビツト/16ビツト）フォーマツトのソフトを高音質(ず 
ベて9白 kHz で処理）で再生することびでさます。 

DTS 96/24已 . Ich ソフト： U スニングモードは STEREO / □旧 ECT モードけ外のときは DTS 9巨 kHz と表示 
され、切り換えることはできません(マルチチャンネル出力）。 STEREO / DIRECT モードのとさは 96 l<Hz 
STEREO と 96 kHz □旧 ECT び切 D おわ0、 2 ch 再生を行し、まず。 

9白 kHz 吕 ch ソフト （ DTS または PCM ) : STEREO モードび自動的に逞択されます。 

.DTS 9己/24フォーマツトはお手持ちの DV □プレーヤーび9巨 kHz デジタル出力に対応していなくてち、 
DTS 対応であれば本機を通して再生することびでさます。詳し<は、 DV □プレーヤーの取扱説明書をご覧 
ください。 


ANALOG/DIGITAL 信号の切り換え 


本機では各入力についてアナ□グとデジタルの入力信号を切り換えることびできます。 


2 


<©» * 今.^^ E32S <~ 1 

I 圍圍圍圍圍 
.围■围围圍围■围围 


© © 0 © 


じじ (S"J I な ;'I I^COUfl 

MULTI CONTROL 「 

|VCR2j IIVIDEOj II CD J| 


DIMUER LOUDNESS TONE EF 

<T> i 

SIGNAL SEL DW BASSTOEBLE r +-I 
VIKOSEL HrtIT •HoL-]~D6C 

C 3 S > <3 t > <37> 


1([ am ^ リモコンをアンプ操作モードにずる。 


再生したい入力信号を選択ずる。 

S に NAL SELECT ボタンを押すたびに、のよ 
ラに切0換わ0ます。 

I-» AUTO - * ANALOG -1 

- 皿 RF« - DIGITAL- —— 

AUT 日にしたとをは、 LLINK -^ EXIRF - HDIGITAL - 
ANALOG の優先順位で自動的に入力信号を選おします。 
(□□ RF は [XIRF 端子び割り当て5れている入カフアンク 
シヨンを選んでいるとさのみ選択することびでさます。） 



.SIGNAL SELECT ボタンで ANAL 日 G を選択した状態で 
DTS 対応の LD を再生すると、 DTS の原信号びそのまま再生 
されるため、ノイズび発生します。入力信号は必ず□に ITAL 
を選択してください。 

. DVD プレーヤーの機種によっては、再生でをるデジタル信号 
に制限びあります ( DTS 信号を出力しないなど)。詳しくは、 
お使いの DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 


^ メモ 

• デジタル入力端テび割り当て5れていない機器については、 S に NAL SELECT は、 ANALOG に固定されてい 
ます。 

• LLINK 入力設定(畔 P .70) をしていない LLINK 機器を再生する場含は、 S に NALSELECT は AUT 日に固定されま 
す。 

• 本徽ま、ドルビーデジタル、 DTS 、 PCM (サンプ U ング周波数 fs : 32 kHz 、 44.1 kHz 、48 kHz . 88.2 kHz 
および 9 目 kHz )、 MPEG -2 AAC のデジタル信号に対応しています。また LUNK 経由のデジタル信号では DVD 
オーディオ （192 kHz を含む)、 SACD にち対応しています。これ5し^外のデジタル信号は再生でさないこと 
びありますので、その場合はアナ□グ接続して ANAL 日 G を選がしてください。 

• カラオケ機器のマイク音声、およびアナ n グオーディオのみ収録されている LD の音青はデジタル出力か5は出 
力されません。このような音声を再生するには必ず ANALOG を選がしてくださし、。 
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基本操作 


U スニングモードの選が 


本機には多くの U スニングモードびありますび、入力信号に対して忠実な再生をする場合はストリームダイレクトモー 
ドで行います。また、入カソースに合わせて、個々のリスニングモードをマニュアルでち選おできます。 


スト y — ムダイレクトモー 


2 ch の入カソースには 2 ch デコード処理を行い、マルチチヤンネルの入カソースにはマルチチヤンネルデコード処理を 
行って、自動的に最適な U スニングモードを選んで再生します。このモードを日 N にしておくと、ソースによってステ 
レオ再生とマルチチャンネル再生び自動で切0換わ0ます。 
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[〇 〇1 e ， 


曇百' ち 

田 
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再生ずる。 （ r 基本再生」畔 P .75) 


2 


STREAM 

DIRECT 

© 


2 


ストリームダイレクトモードを ON にずる。 

ボタンを押すたびにスト U —ムダイレクトモード 
の日 N と日 FF び切0換わ0ます。 


游メモ 

• 工場出荷時は [ ON ] に設定されています。 

. へッドホンの使用やマルチチヤンネルのアナ□グ入力び選択されると、スト U —ムダイレクトモードは無効にな 
ります。 

• ドルビーサラウンドソースなど、 2 ch サラウンド検出信号び記録されているディスクについては、マルチチヤンネ 
ル再生します。 

. スト U - ムダイレクトモードが日 N になっている時に U スニングモードの選択(畔 P .77) を巧ラと、スト U —ムダイ 
レクトモードは解除されます。 

• マルチチヤンネルソース再生時のサランドバックチヤンネルの有無は、サランドバックチヤンネルモード（畔 P .84) 
の設定に従います。スト U —ムダイレクトモード時のサランドバックチヤンネルモードの初期値は日 N です。（マ 
ルチチヤンネルソースび入力されている時に、サランドバックチヤンネルモードの選択びでさます。） 


各リスニングモードの選択 


この U スニングモードを選ぶと、本機の DSP ( Di 邑 ital Signal Processor ) 回路で入力したデジタル音声信号を処理し 
て、お好みの効果を加えてち生ずることびでさます。 
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巧みのリスニングモードのタイ 
プを選ぶ。 

「 MOVIE 」、「 MUS に」、 

に TEREO / □旧 ECT 」 の中か5逞 
びます。 

ディスプレイに各タイプの名称び 
表示されます。 

手順1で選んだタイプか6リス 
ニングモードの種類を選んで 
巧定ずる。 

>/ーボタンを押すたびに(本体の場 
合は 、 MULTI JOG を回すと）1」スニ 
ングモードの種類び順次切り換わ 
り、 ENTER ボタンでミ夫定します。 
再生しているソースや選択された 
チャンネル数などに応じて選択で 
さます。 

ディスプレイの下段にモードの名 
称び表示されます。 


操作/機能 











基本操作 


嫁メモ 

• 各モードの特徴として、 「 M 日 VIE 」 は主に DVD などで映画ソフトを再生するとき、 「 MUS に」は CD やテレビ放送 
でコンサートホールなどの臨場感を楽しむときに適しています。 「 STEREO / D 旧 ECT 」 はステレオ (2 ch ) 再生 
モードです。詳しくは「 I 」スニングモードの種類と効尉（畔 P.78) をご覧ください。 

.naPRO LOGIC llx は、サラウンドバックチヤンネルモード（畔 P.84) び日 FF またはサラウンドバックスピーカー 
び N 日の場含、 □□PRO L 日 G に11(己. Ich サラウンド)となります。 

.( LLINK を含む)デジタル接続で DVD 才ーディオ、 SACD または 48 l < Hz を超える入力信号を再生しているとき 
は、 「 M 日 VIE 」 モードと 「 MUS に」モードは使用できません。 


リスニングモードの種類と効果 


r リスニングモードの選択」（畔 P .77) で選べる各リスニングモードについて、それぞれの効果を説明しまず。本機には]^: 
下のリスニングモードびあります。 


STEREO / DIRECT モード(ステレオ) 


左ちのフ□ントスピーカーか5ステレオ音青に ch ) で再生するモードです。 

ドルビーデジタルや DTS などのマルチチヤンネルソースは 2 ch にダウンミックスして再生します。 


種類 

効果 

ま意点 

STEREO 

音場補正 (Surround Setup ) の各設定を反映し、「便利な音声再生用 
機能」（畔 P.87) の効果を加えてステレオ再生します。 


DIRECT 

2 ch ソースを原音に忠実な高音質ステレオ再生します。 

アナ□グ接続のとさは、「ス 
ピーカーシステムの設定」 
(畔 P.45) で PLUS に設定し 
てち、サブウーファーから 
音は出力されません。 


感メモ 

「□旧 ECT 」 を選択しているときに、「アコースティックキヤ U ブレーシヨン EQ 」 （畔 P.86) や「便利な音青再生用機 
能」 （畔 P.87) を 日 N にすると、自動的に rSTERE 日」 に切り換わります。 


MOV 旧モード（サラウンド) 


映画を楽しむときに適したモードでず。入カソース (2 ch またはマルチチャンネル）により対応でさるモードび異なりま 
す。なお、バイオニアオ IJ ジナルサラウンドモードは入カソースに左をされずにを彩なサラウンド環境をお楽しみいた 
だけます。 

2 ch 人カ ソース 


種類 

効果 

ま意点 

THX CINEMA 

あらゆる映画ソフトの再生に適します。 THX 独自技術により映画館 
の音響に近似した音場げ得られます。 

2 ch ソースのとさは、 
riHX CINEMA Setup 」 

(兮 P.67) で選ばれたデコー 
ド方法でマルチチトンネル 
化します。 

皿 PL 11/ 皿 PL llx MOVIE 
(□□PRO LOGIC 11/ 皿 PRO 
LOGIC llx MOVIE) 

2 ch ソースを己. Ich 化 (EXlPL II M 日 VIE ) または 7. Ich 化 （皿 PL llx 
MOVIE ) します。映画再生に適したモードで、特にドルビーサラウン 
ド • エンコード作品に効果的です。 

デジタルマルチチヤンネル 
ソースを入力しているとさ 
は選択でさません。 

□□PRO LOGIC 

2 ch ソースを 4.1 ch 化します。ビデオテープや TV 放送など、ソース 
のクオ U テイを問わずにご使用いただけます。 

Neo : 己 CINEMA 

2 ch ソースを目. Ich 化します。映画再生に適したモードで、 2 ch ソー 
スを日. Ich ソースと同じよラな雰囲気で楽しめます。 
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基本操作 


マルチチヤンネル人カソース 

マルチチヤンネルソースを入力しているとき、サラウンドバックスピーカーを接続していてサラウンドバックチヤンネ 
ルモード（与 P.84) で [ ON ] び選択されている場合に、（フオーマツトに応じてルツ下のモードび選択できまず。 


種類 

効果 

ミち意点 

THX SURROUND EX 

己. 1 チトンネルソースを目.]または 7. 1 ch で再生します。 

ドルビーデジタルまたは 
MPEG 2- AAC を入力して 
いるとさに選択可能です。 

皿 PRO LOG に llx 

MOVIE+THX 

最大で7.] ch の再生を巧います。マルチチャンネルの映画再をに適 
したモードです。 

Dolby Digital EX 

己. Ich ソースか b サラウンドバックチャンネル音声を創り出して、 

目. Ich 化して出力します。 

皿 PRO LOGIC llx MOVIE 

已 .1 ch ソースを7.] ch 化して出力します。 

DTS+Neo : 目 

DTS 5.1 のソースを、目.1または 7. 1 ch で再生します。 

DTS を入力しているとさに 
選択巧能です。 

DTS+Neo: 目 +THX 

最大で7.] ch の再生を行います。 DTS マルチチャンネル映画の再生 
に適しています。 

DTS-ES 

DTS - ES のソースを 6. 1または 7. 1 ch で再生します(ディスクによつ 
ては 「 D 侶 C 6.1」または 「 MTRX 目.1」び表示されます)。 

DTS-ES+THX 

DTS - ES のソースを最大で 7. Ich の再生を行います。マルチチャン 
ネル映画の巧生に適しています。 


パイオニアオリジナルサラウンドモード 


種類 

効果 

ミち意点 

ACTION 

アクションシーンや戦闘、爆発シーンの迫力び、包み込むよラに再現 
され、映画の迫力や臨場感を楽しめます。 

2 ch 、 マルチチヤンネルの 
ソースを問わず、それぞれ 
に特徴的なサラウンド効果 
を得られます。 

SCI-FI 

(Science Fiction) 

セリフと効果音の分離げ良いため、 SF 映画などの SE (特殊効果音)の 
多いソースに効果的です。 

DRAMA 

サラウンドスピーカーからの音が一体となって、 1 つの大さなスピーカー 
のよラに響くイメージで、落ち着いた雰囲気でス 1 -一 U —性重視の映 
画の再生に効果的です。 

MUSICAL 

S ユージカルなどの音楽系ソースを再生しているとさのサラウンド感 
や、コンサートホールのホール感を巧現します。広い空間で音に包み 
込まれるよラな響さび特徴です。 

MONOFILM 

ちい映画やモノラル信号のテレビ放送も含め、すべてのソースに適し 
たマルチチトンネルサラウンドモードです。 

5/7-D THEATER 

2 ch で収録された音芦を、己 ch または 7 ch のサラウンド効果で再生で 
さます。ドルビーサラウンドソフト再生時は特に効果的です。「サラ 
ウンドバックチャンネルモード」（畔 P.84) の設定内容により r 已 - D 」「7- 
D 」 の表示び変わります。 
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基本操作 


MUS にモード（サラウンド) 


音楽ソフトを楽しむとさに適したモードです。入カソース (2 ch またはマルチチャンネル）によ0対応でさるモードび異 
なります。なお、バイオニアオ IJ ジナルサラウンドモードは入カソースに左ちされずにを彩なサラウンド環境をお楽し 
みいただけます。 

2 ch 人カ ソース 


種類 

効果 

ま意点 

皿 PL 11/ 皿 PL llx MUSIC 
{□□PRO LOGIC 11/ 皿 PRO 
LOGIC llx MUSIC) 

2 ch ソースを巳. Ich 化(皿 PL II MUS に）または 7.1 ch 化 （EXlPL llx 
MUS に）します。音楽再生に適したモードで、通常のステレオ録音さ 
れたソース （ CD など)を再生するときに効果的です。 

デジタルマルチチヤンネル 
ソースを入力しているとさ 
は選択でさません。 

Neo:6 MUSIC 

2 ch ソースを目.] ch 化します。フ□ントからは原音をそのまま再生す 
るため音質の変化がなく、音楽再をに適したモードです。 


マルチチヤンネル人カソース 


マルチチャンネルソースを入力しているとき、サラウンドバックスピーカーを接続していてサラウンドバックチャンネ 
ルモード（与 P.84) で [ ON 阳谭おされている場合に、（フオーマツトに応じてルリ下のモードび選択できます。 


種類 

効果 

ミち意点 

Dolby Digital EX 

己. Ich ソースか 5 サラウンドバックチヤンネル音靑を創り出して、 

目. Ich 化して出力します。 

ドルビーデジタルまたは 
MPEG 2- AAC を入力して 
いるとをに選択可能です。 

皿 PRO LOGIC llx MUSIC 

已 .1 ch ソースを 7.1 ch 化して出力します。 

DTS+Neo : 色 

DTS 日.1のソースを目.]または 7. 1 ch で再生します。 

DTS を入力しているとさに 
選択可能です。 

DTS-ES 

DTS - ES のソースを 6. 1または 7. 1 ch で再生します(ディスクによつ 
ては 「 DISC 目.1」または 「MTRX 6.1」び表示されます)。 


パイオニアオリジナルサラウンドモード 


種類 

効果 

ミち意点 

CLASSICAL 

大型のコンサートホールをイ;ージしています。反射音の遅延時間帯 
が長<、さ b に残響音を加えることでコンヴートホール特有の美しい 
響をと、オーケストラの迫力が楽しめます。 

2 ch 、 マルチチヤンネルの 
ソースを問わず、それぞれ 
に特徴的なサラウンド効果 
を得5れます。 

CHAMBER 

石（コンク U —卜製)のコンサートホールをイ;ージしています。残響 
音豊かな本格的コンサートホールの響きを楽しめます。 

JAZZ 

ジャスクラブなどのル規模なホールをイ;ージしています。音の響さ 
が強いのび特徴で、目の前で演奏しているよラな迫力と定位感を楽し 
めます。 

ROCK 

中規模コンサートホールをイ;ージしています。楽器の分離感と臨場 
感があり、重低音に迫力のあるサラウンドを楽しめます。 

DANCE 

フ□アの床面び正方形をしているクラブをイメージしています。音の 
響さび強いのび特徴で、迫力のあるダンスミュージックが楽しめま 
す。 

已 /7CH STEREO 

標準のステレオ (2 ch ) 音芦を加工することなく、ステレオ音声のまま 
已本または7本のスピーカーで再生します。部屋のどの場所でも同じ 
ようなステレオ感が得られます。 r サラウンドバックチトンネルモード」 
( 马 P.84) の設定内容により r 日 CH 」 r 7 CH 」 の表示び変わります。 


冷メモ 

「サウンドフォーマツトについて」（与 P.113) にをモードの技術詳細びありまず。 
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基本操作 


サラウンドモードの効まを調壁する 


MOVIE または MUS にモードのエフェクト効果を調整します。調整でさるサラウンドモードは MOVIE び 「 ACTION 」、 
rSCI - FI 」、「 DRAMA」、「MUS に AL 」、「 MONOFILM 」、 「己/ 7- DTHEATER 」 の白つです。 MUS にでは 「CLASS に AL 」、 
「 CHAMBER 」、「 JAZZ 」、「 ROCK 」、「 DANCE 」、 「己/ 7 CH STEREO 」 の已つを調整することびできます。 
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1 効果を調整したいサラウンドモードを選択ずる。 わ P .78) 

2 IJ モコンをアンプ操作モードにずる。 


3 EFFE 巧化 SEL エフェクトレベルの設定にずる。 

C 4 ディスプレイに 「 EFFECT 」 び表示されるまで 

EFFECT/CH SEL ボタンを数回巧してください。 


4 



エフ I クトレべルの効果を調壁ずる。 

エフェクトレべルは10〜日〇の範囲で調整ずること 
びでさます。10び最ち効果び弱く、9 0び最ち効果 
を強くします。10ステップで調整します。 


感メモ 

工場出荷時の設定は巳0に設定されています。（ただし、巳/ 
7 CH STEREO のみ目0に設定されています。） 


スピーカーの出カレベルを調壁する 


再生している音を聞きなび5、チャンネルごとに出カレベルを調整できます。 

1 再生ずる。 （ r 基本再生」畔 P .75) 


.■囲圍围■围围■围 
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リモコンをアンプ操作モードにずる。 

出カレベルの設定にずる。 

EFFECT/CH SEL ボタンを巧して調整したい 
チャンネルを選びまず。 
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出カレベルを調整ずる。 

一10.0〜+10.0 dB の範囲で調整でさます。 




%化 

スピーカーの 出カレベルの調整は、下記の4 つのグループで 別々 に 
設定巧能です。 

.STERE 日モ_ ド(畔 P .78) . M 日 VIE モード(畔 P .78) 

.MUS にモード(畔 P .80) . MULTI CH IN モード(畔 P .90) 

/SACD ダイレクトモード(畔 P .72) 


操作/機能 






































1 □□PRO LOGIC M/naPRO LOGIC llx MUSIC モー 
ドを選択ずる。 (畔 P ぶ 0) 

2 rAMT)] リモコンをアンプ操作モ—ドにずる。 


に ENTER WIDTH 」、「 DIMENSION 」、 
「 PAN 日 RAMA 」 の中か6加えたい音響効 
果を選ぶ。 

ディスプレイに設定したい音響効果び表示さ 
れるまで EFFECT/CH SEL ポタンを数回押し 
て < ださし、。 

それぞれの音響効果の詳しい説明は上記を参 
照してください。 


EFFECT/CH SEL 

可 



3 4 


4 



音響効果を調整ずる。 

それぞれの音響効果の詳しい調整値は上記を参照 
して < ださい。 




を'メモ 

. 本体で [UPRO LOGIC ll /□□ PR 0 LOGIC llx MUS にモード 
に音響効果を加える場合は、フ□ントバネルの EFFECT/CH 
LEVEL の SELECT ボタンを何度占網してディスプレイに 
に ENTER WIDTH 」'「 DIMENSION 」'「 PANORAMA 」 のし、 
ずれかを表おさせ、+/—ボタンを巧して調整しまず。 

.CENTER WIDTH は、「スピーカーシステムの設定」（与 P.45) 
でセンタースピーカーを r 無し」に設定しているときは還択でさ 
ません。 


基本操作 


□□PRO LOG に11/皿 PRO LOG に llx MUS にモードに音響効果を加えて調整する 


2 ch の入力を [ XIPR 日 LOGIC II / EXIPR 日 LOGIC llx MUS にモードで再生しているとを、下記の3つの音響効果を加え、 
その効果を調整することびできます。それぞれの説明はのとおりです。 

CENTER WIDTH :センターチヤンネルの音青を左ちのフ□ントスピーカーに振り分けて出力することで、音色の不 
一致をを裏和させることび可能になり、音楽再生によ0適した音場を創0出すことびできます。効果は日〜7の範囲で調 
整することびでをます。0びセンタースピーカーか5のみの出力で、7はセンターチヤンネルの音声すべてを左ちのフ 
□ントスピーカーに振り分けます。工場出荷時は3に設定されています。 

DIMENSION : U スニングポジションから前ちの音場を強くするか、後ちの音場を強くするかを調整することで、に 
びりのある音場を創り出すことがでさます。十3か5 — 3の範囲で調整することびでさます。+3はリスニングポジ 
ションか5前方の音場び強くなり、一3は U スニングポジションから後ちの音場び強くなります。工場出荷時は〇に設 
定されています。 

PANORAMA :前方の音場を左ちに大きく回り込ませ、サラウンド ch につなげるようなサラウンド効果を加えま 
す。正確な定位よりを雰囲気を楽しむための機能です。オンまたはオフの設定で、工場出荷時はオフに設定されてい 
ます。 
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基本操作 


2 ch の入力を Neo : 目 MUS にで再生しているとき、センターチヤンネルの音声を左ちのフ □ ントスピーカーに振〇分 
けて出力することで、音色の不一致を緩和させることび巧能とな0、音楽再生に適した音場を創0出すことびできます。 
効果は0〜已の範囲で調整することびでさます。日はセンターチヤンネルの音声び左ちのフ□ントスピーカーか5ち出 
力されて、音場び広がったように聞こえます。己はセンターチヤンネルの音青び主にセンターか5出力し、センターの 
音像び明確化されます。工場出荷時は2に設定されています。 



3 4 


1 Neo :6 MUS にモードを選択ずる （畔 P .77)。 

Neo : 目 MUS にモードは入力信号が 2 ch のとさのみ選択す 
ることがでさます。 


2 


AMP 


リモコンでアンプ操作モードにずる。 


EFFECT/CHSEL 「CENTER IMAGE 」 を選ぶ。 

ゴ一ディスプレイに 「CENTER IMAGEJ び表おさ 

れるまでボタンを巧してください。 
詳しい説日月は上記をご覧ください。 


4 



センターチヤンネルイメージを調整する。 

〇〜己の範囲で調整することびでをます。 


藏メモ 

CENTER IMAG 曰ホ、「スピーカーシステムの設定」（与 P.45) で 
センタースピーカーを「無し」に設定しているとさは選択できませ 
ん /。 


「5 〇] 6る…ぷ 0 6 を 1 0-0 hp fo 〇1 

•Ml - KMBONna - ^ ■- 

雜•策6-で〇 6 ¥ \m © |i # 


江 


口 


Neo:6 MUSIC モードのセンターチヤンネルのイメージを調壁する 


操作/機能 
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基本操作 


サラウンドパックチヤンネルモード 


本磯ではサラウンドバックスピーカーを接続しているときに、サラウンドバックスピーカーから音を出す(目. Ich また 
は 7.1 ch 再生)か出さない记 . Ich 再生)かを設定することびできます。また、サラウンドバックスピーカーを接続して 
いないとさでち、サラウンドスピーカーか5仮想のサラウンドバックチャンネル音声を創0出すか出さないかを設定す 
ることちできます(パ’ーチャルサラウンドバックモード）。 


サラウンドバックチヤンネルの ON / AUTO/OFF 


サラウンドバックチャンネルモードを日 N 、 AUTO 、 日 FF のいずれかに設定します。設定内容は政下のとおりです。 
. ON : U スニングモードでサラウンドモードび選択されているときは最大7.] ch での再生を行います。 

.AUTO :日 N と同様ですび、日. Ich 再生検出信号を含んだソースや U スニングモードによってサラウンドバック 
チャンネルび日 N / 日 FF します。 

. OFF :最大己.] ch での再生を巧います。（サラウンドバックスピーカーか5音は出ません） 



サラウンドバックチヤンネルを ON 、 
AUTO 、 OFF のいずれかにずる。 


SBCH M 日 DE ボタンを巧すたびに、日 N と AUTO 
と日 FF び切0換わ0ます。 


^ メモ 

. サラウンドバックチヤンネルモードを設定したあとで r スピーカーシステムの設定」（畔 P .45) を変更すると、ヴ 
ラウンドバックチヤンネルモードび自動で切り換わることびありますのでご確認ください。 

. サラウンドバックチヤンネルモードは入カフアンクシヨンごとに設定されます。 

• マルチチヤンネル入カモードまたはステレオモードを選んでいるとさは切り換えびでさません。 

.( LLINK を含む)デジタル接続で DVD 才ーディオ、 SACD と88.21 cHzl ； (上の入力信号を再生しているときは、 
使巧でさません。 


パーチヤルサラウンドバックモードの ON / AUTO/OFF 


サラウンドバックスピーカーを接続していないときに、サラウンドスピーカーから仮想のサラウンドバックチャンネル 
音青を創0出すモードです。日 N 、 AUTO . 日 FF のいずれかに設定します。設定内容は]^: TF のとおりです。 

. ON : U スニングモードで THXCINEMAU ^ 外のサラウンドモードび選択されているとさは日 N にな0、サラウン 
ドスピーカーか5仮想のサラウンドバックチャンネル音声を創0出します。ただし、ステレオ信号を入力 
しているとさは Ne 日:6 CINEMA / MUS にまたはパイオニアオ U ジナルサラウンドモードのときのみ日 N と 
な0ます。 

.AUTO :日 N と同様ですび、目. Ich 再生検出信号を含んだソースやリスニングモードによってバーチャルサラウン 
ドバックモードび日 N / OFF します。 

. OFF :サラウンドスピーカーから仮想のサラウンドバックチヤンネル音青は出ません。 


パーチヤルサラウンドバックモードを ON 、 
AUTO 、 OFF のいずれかにずる。 

SBCH M 日 DE ボタンを巧すたびに、日 N と AUTO 
と日 FF び切0換わ0ます。 



. バーチャルサラウンドバックモードは入カフアンクシヨンごとに設定されます。 

• マルチチャンネル入カモードまたはステレオモードを選んでいるとさは切り換えびでさません。 

• バーチャルサラウンドバックモードの動作時は、ディスプレイに「十 VS 巨」と表示されます。 

. り丄 INK を含む)デジタル接続で DVD 才ーデイオ、 SACD と88.21 cHzl ； (上の入力信号を再生しているときは、 
使巧でさません。 
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基本操作 


スピーカー システム A/B の 切り換え 


スピーカーシステム A / B を切り換えると、再生されるスピーカーび変わ0ます。必要に応じて使用するスピーカーシス 
テムを選択してくださし、。 


口 


し〇刮〇ぷで- 〇 6 〇 6-0 〇[〇 〇1 


暴す 


〇 ♦国 0 # # #)) 


口 


1 


^ メモ 

へッドホンをへッドホンジャックに差 
し込んでいる間は自動的に日 FF に切り 
換わります。 


SPEAKERS 


◎ 


スピーカーシステムを切り換える。 

「サラウンドバックシステムの設定」（畔 P .39) によつ 
て選択でをるモードび換わ0ます。 

ボタンを押すたびに、 l ^ TF のよラに切り換わりま 
す。 

[Normal System 」 を選択している場合 

I- ► A — ► OFF —I 


rSecond Zone 」 を選択している場合 

I—— ► A — ► B — ► A + B — ► OFF 




[ Front 目 i - Amp 」 を選択している場合 

I- ► A + B — ► OFF —I 


「MR & S 」 を選択している場合 

I- ► A — ► OFF —I 


スピーカーシステム A ^ B 、 A + B にごい T _ 

スピーカー端テか5の出力音青はスピーカーシステムの切0換えに応じて次のよラに変わ0ます。 


A ( SP ^ A ) 


巨 （ SP ►巨） 


A + 巨 （ SP^A 巨） 


0 FF ( SP > 


スピーカー端テ回のスピーカー（とサブウーファー)から音び出ます。 

「Normal System 」 のときは接続しているすべてのスピーカーから音び出ます。 

[Second Zone 」 のときはヴラウンドバックスピーカーじ(が、接続しているすべてのスピーカー 
か5音び出ます。 

[Front Bi - Amp 」 のときは SP ^ A を選択することはできません。 

サラウンドバックシステムを 「Second Zone 」 に設定したときのみ選択ずることびできます。ス 
ピーカー端テ固 (SURROUND BACK ) のスピーカーからのみ音び出ます。すべての音青成分は 
2 ch にダウンミックスされます 。 (MULTI CH IN モードと SACD ダイレクトモード[日 N ] のとき 
は音は出ません） 

出力される音声は設定により異なります。 

[Normal System 」 のときは SP ^ A 目を選択することはできません。 

[Second Zone 」 のときはスピーカー端テ回とスピーカー端子固のスピーカーか5音び出ます。ス 
ピーカー端子固か5出るすべての音青成分は 2 ch にダウンミックスされます 。 （MULTI CH IN 
モードと SACD ダイレクトモード[日 N ] のときは音は出ません） 

[Front Bi - Amp 」 のときはスピーカー端テ回とスピーカー端子固のスピーカーか5音が出ます。ス 
ピーカー端子固か5出る音はスピーカー端テ回のフ□ントと同じ音び出力されまず。 

スピーカーからは音び出ません。ただし、プ U アウトからは出力されていますので、入力信号の 
種類やスピーカーシステムの設定によってはサブウーファーから音び出ることびあ0ます。 


操作/機能 
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基本操作 


アコーステイツクキヤリブレーシヨン EQ の ON/OFF 


r 視聴環境の周波数特性の補正」（畔 P .37) の設定を日 N / 日 FF します。それぞれのチャンネルを調整してち、政下の設定 
び日 FF になっていると、アコースティックキャ U ブレーシヨン EQ の効果は発揮されません（自動設定後は自動的に 「ALL 
CH ADJUST 」 で日 N になります）。設定の日 N には 「ALL CH AD 」 UST 」 と 「 FR 日 NT ALIGN 」、「 GUST 日 Ml 」、 
rCUST 日 M 2」 の 4 つのモードびあります。詳細は政下のとおりです。 

ALL CH ADJUST :部屋の特性を含めて、サブウーファーを除いたすべてのチャンネルの周波数特性をフラットに 
補正します。すべてのチャンネル間の再生音のつなびりび良くな0、サラウンドなどの音場のバランスび改善される 
ため、ワンランク上の臨場感、迫力をお楽しみいただけます。 

FRONT ALIGN :フ□ント左/ち ( L / R ) とサブウーファーを除いたすべてのチャンネルの周波数特性を、フ□ントかの 
特性に含ねせます。フ□ント ch についてはスピーカー本来の性能をそのまま引き出し、他のチャンネルはフ□ントかの 
特性に合わせることで、チャンネル間のつなびりと音場のバランスを改善します。 

CUSTOM 1 :「視聴環境の周波数特性の補正」の設定値をコピー(保存)ずることびでをます。さ5に CUST 日 M にコ 
ピーされた設定値は手動で微調整することちでさます。 

CUST0M2 : CUSTOM ] と同様です。 



fACOUSTICj 


アコースティックキャリブレーション EQ を ON 
にずる。 

ボタンを押すたびにアコースティックキャ U ブ 
レーシヨン EQ な似下のように切り換わりまず。 


I~~ * ALL CH ADJUST 一 FRONT ALIGN 
— OFF ♦ — CUSTOM 2 «— CUSTOM 1 


«— 


ALL CH AD 」 UST または FRONT ALIGN 、 
CUSTOM K CUST 日 M 2 のとさは ON とな 0 
MCACC インジケーターび点'なします。 


^ メモ 

• アコーステ ィック キヤ U ブ レーシヨ ン E 日の日 N / 日 FF はすべ て 
のファンクシヨンに共通で切り換わります。 

.MULTI CH IN モードでは、使用でさません。 

. SACD ダイレクトモードを[日 N ] に設定して、 LLINK 経由で 
SACD を再生したときは、使巧できません。 

. U スニングモードで□旧 ECT を選択しているときにアコース 
ティックキヤ U ブレーシヨン E 日を日 N にすると、リスニング 
モードび自動的に□旧 ECT か 5 STERE 日に切り換わります。 

• 工場出荷時は日 FF に設定されていますび、 「 A 山 0 Setting ] 

(畔 P .40) で才ートセットアップを巧ったときは ALL CH 
AD 」 UST で自動的に日 N になります。 
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基本操作 


便利な音声再を用機能 


U スニングモードで□旧 ECT を選択しているとをに、 
□旧 ECT か 5 STERE 日に切り換わります。 


これ5の機能を ON にすると、リスニングモードは自動的に 


デジタルノイズリダクション機能（ノイズのほ減） 


□に ITALNR を ON にずると、カセツトテープやビデオテープなど、雑音びをく含まれるソフトのノイズをほ減するこ 
とびでさます。 
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AMP 


リモコンをアンプ操作モードにずる。 


2 DNR DIGITAL NR を ON にずる。 

ボタンを押すたび 、 DIGITAL NR び日 N または 
日 FF に切り換わります。 

日 N にすると DNR インジケーターび点灯します。 

^ メモ 

•政下の場をは 、 DIGITAL NR を日 N にしてもノイズび十分に低減 
されないことびあ0ます。 

-突然のノイズ 
-極端に大さいノイズ 
-高い周波数成分を非常にをく含む信号 
-わとちとノイズのかない録音状態の良い信号 
• 各音源に巧し、□に ITAL NR は m 下のよラな改善効果びあります。 
ステレオ再生時 

-アナ n グ入力時 1日〜 I 8 ci 目 

-デジタル人力 1日〜1已服 

- AM / FM チューナー1日〜1已 d 目 
M 日 VIE または MUS にモードで再生時 目〜1日 d 目 

.THX CINEMA、MULTI CH IN モードでは使用でさません。 

.( i . LINK を含む)デジタル接続で DVD 才ーディオ、 SACD と 88.2 kHz 
ULL の入力信号を再生しているとをは、使用でさません。 


ッドナイトリスニング機能（ル音量での快適なサラウンド再生） 


音量をルさくすると、サラウンド効果び弱くなったり、微かな音やセ U フなどび聴きとりにくくなることげありま 
す。ミツドナイトリスニング機能は、ボ U ユームレべルやソースに応じて様々な補正を行いますのでル音量でち全体 
のバランスが良い状態で映画などをお楽しみいただけます。 
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ミッドナイトリスニング機能を ON にずる。 

ボタンを押すたびに、ミッドナイト U スニング機 
能び日 N または日 FF に切り換わります。 

日 N にすると MIDN に HT インジケーターび点に[しま 
す。 

^ メモ 

• この機能は音量び一2日 d B よりル音量のとさに効果びあり、 
音量に合わせてサラウンド効果も自動調整されます。 

.THX CINEMA、MULTI CH IN モードでは使用できません。 

. SACD ダイレクトモードを[日 N ] に設定して、 i . LINK 経由で 
SACD を再生したときは使用できません。 

. ラウドネス機能との併用はできません。 

. i . LINK 経由で DVD 才ーディオ（192、17目 kHz)、SACD 2 ch 
ソースを再生しているときは、使用できません。 


操作/機能 







基本操作 


ラウドネス機能（ル音量時の高低音域の補正) 


ラウドネス機能はボ U ュームレべルに応じて、低音域、高音域のレベルを適正値に補正します。フ□ント音声に対し 
て効果びあ0ます。低域、に域のレベルを自然に調整するため、 2 ch での音楽再生に適しています。 

1 ffAMrilU モコンをアンプ操作モードにずる。 


2 LOUDNESS ラウドネス機能を ON にずる。 

¢2 ボタンを押すたびに、ラウドネス機能び ON または 
日 FF に切り換わります。 

日 N にすると L 日 UDNESS インジケーターび点なし 
ます。 

感メモ 

• この機能は音量び一2日 d 巨よりル音量のときに効果びあり、 
音量に合わせて効果を自動調整されます。 

.THX CINEMA、MULTI CH IN モードでは使用できません。 

. SACD ダイレクトモードを[日 N ] に設定して、 i . LINK 経由で 
SACD を再生したとさは使用でさません。 

• S ッドナイト U スニング機能との併用はでさません。 

. LLINK 経由で DVD 才ーディオり92、 I 76 kHz ). SACD 2 ch 
ソースを 再生しているときは、使用できません。 


卜ーンコント□-ル機能（巧みに応じた高低音の調整) 


I -ーンコント□ール機能を ON にすると、ほ音、高音びお好みによって調整できます。 





U モコンをアンプ操作モードにする。 


2 tone I ンコント□- ルモー ドを ON にずる。 

ボタンを巧すたびに I ''ーンコント□ールモードび 
ON または BYPASS ( I ンコント□-ルモード 
OFF ) に切りおわります。 

ON にすると TONE インジケーターび点打します。 


3 bass / treble 低音か高音を還ぶ。 

》ボタンを押ずにびに低音旧 ASS ) と高音 
( TREBLE ) び切り換わります。 



調整ずる。 


^ メモ 

. 卜ーンは、 一6 〜十 6 clB の範囲で調整でさまず。 

.THX CINEMA、MULTI CH IN モードでは使用できません。 

. SACD ダイレクトモードを [ ON ] に設定して、し LINK 経由で 
SACD を再生したときは、使用できません。 

. し LINK 経由で DVD 才ーディオ（192、 176 kHz ). SACD 2 ch 
ソースを再生しているとさは、使用でさません。 
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応用操作 


才ーデイオスケーラー機能 


CD や DVD などの音声信号に対し、ダイナ S ックレンジの}広大、および周波数ち向の広帯域化を行い高音質化します。 
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AMP 


U モコンをアンプ操作モードにする。 


2 hj：blt 才ーディオスケーラー機能を on にずる。 

ボタンを押すたび、オーディオスケーラー機能び 
ON または OFF に切り換わ D ます。 

ON にすると Hi - BIT / SAMPLING インジケーターび 
点なします。 


^ メモ 

.MULTI CH IN モードでは使用でをません。 

. リスニングモードで□旧 ECT を選択しているとをに才ーディ 
オスケーラー機能を日 N にすると、 U スニングモードび自動的 
に D 旧 ECT か 5 STERE 日に切り換わ0ます。 

.( i 丄 INK を含む)デジタル接続で DVD オーディオ、 SACD と 
88.2 kHz 政上の入力信号を再生しているときは、使用できま 
せん。 


サウンドデイレイ機能 


□ VD ソフトなど、本機を通して映像と音声を楽しんでいるとを、映像の動きとセリフなどの音声とび合っていない場 
合は、音声を遅5せることで、映像の動をと音声とを合わせることびでさます。 
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リモコンをアンプ操作モードにずる。 

サウンドディレイの設定にずる。 

ディスプレイに 「 DELAY 」 が表おされるま 
で巧して < ださい。 

音声のディレイ時間を調整ずる。 

日.日〜 6.0 フレームの範囲で、0.1フレーム単 
位で調整することができます。最大日.2砂まで 
調整巧能です。 


.MULTI CH IN 、 D 旧 ECT モードでは使用できません。 

. SACD ダイレクトモードを[日 N ] に設定して、 LLINK 経由で 
SACD を再生したときは、使用できません。 

• すべてのフアンクシヨンに適用されます。 

. フレームとは映像の時間軸を表す単位の一つで、「1秒間二3日 
フレーム」とな0ます。 
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応用操作 


DVD 才ーデイオ/ SACD (マルチチヤンネル入力)の再を 


MULTI CH IN 端子に接続した機器の各チャンネルの音声を、すべてアナ□グ処理のまま忠実に高 SN 比で再生します。 
映像は入カファンクション選択で選ばれている機器の映像び映ります。接続については「己. Ich アナ□グ接続」（畔 P.22) 
をご覧ください。 i . LINK 対応 DVD プレーヤーをお持ちの場合は、 i . LINK 接続（畔 P.22) による再生もできます。 

. スピーカーシステムの設定（畔 R45) で [ N 日](無し）に設定されているチャンネルからは音び出ません。 

I け MjJLTICnjl マルチチャンネル入力にずる。 

^- ' ボタンを押すたび、日 N と日 FF び切0換わ0ま 

す。 

感メモ 

• マルチチャンネル入力信号にはリスニングモードの効果を加 
えることはでをません。 U スニングモードを切0換えると 
MULTI CH IN モードは rOFF 」 になります。 

. 「アコースティックキャ U ブレーション EQ 」 （畔 P.86) や「便利 
な音亩再生用機能」（畔 P.87) を日 N にすることはできません。 

• 入カファンクションごとに MULTI CH IN モードを設定する 
ことびでさます。 

.MULTI CH IN モードは入カフアンクションごとにラストメ 
モ U —されます。 

.MULTI CH IN モードでは 、 Channel Level (畔 P.47) 政外の 
設定は反映されません。 



DUAL MONO (デュアルモノ)の再をと設定 


モノラルの音声チヤンネルを2つ持つデジタル信号のことを] +] デュアルモノラル信号といいます。ここではデュア 
ルモノラル信号び入力されたときにどち5の音声をどのスピーカーか5出力するかを設定します。この設定は、例え 
ば UTF のよラな MPEG -2 AAC やドルビーデジタルの1+1デュアルモノラルフォー マツ トのソースにのみ有効です。 

•巨 S デジタル放送のモノラルの二力国語放送や音声多重放送など 
ステレオの二力国語放送などはデュアルモノラルとは異なるフォーマツトになります。 

-二力国語放送などを DVD レコーダーのデュアルモノラルモードで録画したちの 
録画モードの名称は機器によって異なります。詳しくは DVD レコーダーの取扱説明書をご覧ください。 

chi :チヤンネル 1 の音声のみを再生する場を。 

ch2 :チヤンみレ2の音声のみを再生する場を。 

chi /ch2 :チヤンネル1/チヤンネル2の音青をそれぞれ左/ちのフ□ントスピーカーか!5分けて再生する場を。 



RETURN 

〇 


3秒む上押し続けてデュアルモノの設定を変更 
ずる。 

ボタンを巧し続けることでじ(下のように切り換わ 
0ます。 



DUAL chi - * DUAL ch2 

- DUAL ch1/ch2 « - 



聞さたいチヤンネルげ表示されているとさに指を 
離して < ださい。 


デュアルモノ信号を検出すると囚と回び数秒点滅 ^ 

します。その後 C h 1選お時はの、 C h 2選お時は _ _ 

励 chl / ch 2 選お時は囚回び点灯します。 工場出荷時の設定は DUAL ch 1 1 し 設定されてしほず。 









応用操作 


7ルチルームの再を 


本機を操作して、本機のある部屋インルーム）とは別の部屋(サブルーム）で本機につないだ機器の再生を楽しめま 
す（マルチルーム機能）。^インルームとヴブルームで同時に同じ ソースを 再生することはちちろん、別々の ソースを 
再生することわでさます。 

マルチルームの接続と設定については、 「ス ピーカーの応用接続(マルチルーム)」 （畔 P .33) と 「Multi R 日日 m (マルチルー 
ムと旧レシーバーの設定)」 （畔 P .74) をご覧ください。 
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再生ずる機器と本機の電源を入れる。 


2 マルチルーム機能を on にずる。 

〇 ディスプレイに 「 MULTI-R 日日 M 」 インジケーター 


び点灯し ます。 

q cpROL サブルーム 操作を選択ずる。 

W ディスプレイに 「 MULT 旧日日 M 」 と表示されます。 


MULTI JOG で再生ずる入カソースを選ぶ。 

MULTI」0G を回すと！; TF のように切り換わります。 
—» DVD/LD —» TV/SAT — * VCR 1 /DVR — 
— TUNER «- CD-FVTAPE 1 «- CD ^ 


MASTER VOLUME で音量を調整ずる。 

マルチルームの設定（畔 P .74) で、 [ VARIABLE ] が選択されて 
いる場合に、音量調整ができます。 


0 C ^ DL サブルーム操作を終了ずる。 

〇 「 MULTI-R 日日 M 」 インジケーターび消なしてサブ 

ルーム操作び終了し、；<インルーム操作になりま 
す。 

7 ON/OFF マルチルーム機能を OFF にずる。 

〇 


游メモ 

• ヴブルーム操作は、ディスプレイに 「 MULT 旧日日 M 」 び表示されているときに巧えます。上記の手順3の操作 
か510秒間操作びないと、自動的にヴブルーム操作モードを終了します。その場合はもう一度 C 日 NTR 日 L ボ 
タンを押して 「 MULT 旧日日 M 」 を表示させてください。 

. マルチルーム機能は、システムセットアップ設定中にはオン/オフできません。 

. 本機の電源は、マルチルーム機能を終了させないと、オフでさません。 

• 本機とサブルームの機器の音量は、それぞれ独立して調整でさます。 

. マルチルーム機能をしば5く使用しない場合は、必ず本機とサブルームの機器の電源をオフにしてください。 
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応用操作 


イオ再を（パソコンと組み合わせて使ラ) 


本機の rUSB AUDIO 」 端子とパソコン USB 端子を接続 
ずる。 

市販の USB ケーブルをご使巧 < ださい。 

パソコンの電源を入れる。 

パソコンの日 S び起動したあと、本機の US 目ポートを自動検 
出します。このとさ本機の電源は主電源び日 FF でち 
STANDBY 状態でわ構いません。 

0 S の指示に従ってドライバーをインス I ルしていを 
まず。 

例えば、 [ Windows ® XP 」 をお使いの場合は、特に指示はな 
くすベて自動でインス I -ールび行われますび、その他の日 S を 
お使いの場合は、インス I -ールの途中でダイア□グボックス 
び表示されますので、その指示に従って操作していきます。 
ドライバーのインス I -ールには数分かか0ます。 

お使いの日 S によっては、日 S の CD - R 日 M び必要な場合びあり 
ます。その場合は指示に従って CD - R 日 M を入れてください。 


巨タイプ 


A タイプ 


USB ケーブル 


USB AUDI 日端テとパソコンを接続することで、パソコンに記録されている音楽データを本機を通して再生することび 
できます。 US 巨接続できるパソコンの日 S は 「 Windows 〔を XPJ 、 「 Windows® 2000 」、 「 Windows® Millennium 
Edition 」、「 Windows® 98 Secound Edition 」、「 Windows® 9 引のいずれかです。これ L が 4 の動作は保証しませ 

ん。 US 巨オーディオ再生するにはまず「ドライバーのインス!ル」を巧います。ドライバーのインス!ルび完了し 
たことを確認したあと、 「 USB オーディオ再生する」をご覧ください。 


^ メモ 

バソコンによっては上記の 0 S びインス I ルされてい 
てち、動作び巧話でさない場合びありまず。 


ドライバーのインストール 


本機の USB AUDI 日端テを使ってパソコンの音楽を再生するためには、ドライバーをインス I -ールする必要げあ0ま 
す。ドライバーは日 S に標準添付されているものを使い、インス!ルの手順はパソコンの指示に従って行います。一 
度ドライバーをインス I -ールすれば次回からインス I -ールする必要はありません。日 S によっては日 S の CD - ROM び必 
要になる場をびあ0ますので、お手元にご巧意ください。 


Microsoft および Wind 日 WS は米国 Microsoft 
corporation の米国およびその他の国における登 
録商標です。 



^ メモ 

. USB 八ブおよび USB 延長ケーブル経由 
で接続した場合の動作は保証しませ 
Aj 。 

• USB ドライバーのインストールをして 
いるとをは、 US 目ケーブルを抜かない 
で < ださい。 
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応用操作 


ドライパーのインストールの巧詔 


ドライバーのインストールび完了したあと、ドライバーげ認識されているかどうかを確認します。 

嫁メモ 

下記のパソコン操作については、一般的な操作ち法を示しています。日 S や設定によって操作や巧語び異なる場合 
びありますので、ご了承ください。 

1 「スタート」メニューか設定」一 T コント □ —ル 
パネル」を選びクリックずる。 

コント□ールパネルの画面が表示されます。 

2 「システム」のアイコンをダブルクリックずる。 

3 「八ードウェア」のタブをクリックして、「デバイ 
スマネージャ」を選びクリックずる。 

「種類別に表示」び選択されていることを確認します。 

4 「サウンド、ビデオ、およびゲームのコント □— 
ラ」の項目の中に rusB オーディオデバイス」が認 
識されていることを確認しまず。 

5 「ヒューマンインターフェイスデバイス」の項目 
の中に 「 HID 準拠コンシューマ制御デバイス」お 
よび ru S B ヒューマンインターフェイスデバイ 
ス」が認識されていることを確認しまず。 

B 「USB (Universal Serial Bus ) コント□—ラ」の 
項目の中に ru SB 複合デバイス」が認識されてい 
ることを確認しまず。 

^ メモ 

上記のデバイスび認識されていない場合は、 US 巨ケーブ 
ルを抜さ差しして再度、デバイスドライバーびインス 
I -ールされるか試してみてください。それでち認識され 
ない場合は、パソコンを再起動してみてください。 


4-6 画面は Windows XP のものです。 
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応用操作 


USB 才ーデイオを再をする 



1 パソコンの電源を入れる。 

正常に起動するまでお待ちください。 

2 ^ 本機の電源を入れる。 


3 入力を USB にずる。 

ボタンを押ずたびに(本体の場含は 、 MULTI JOG を 
もに回すと)入力び順次切り換わります。 

入力信号設定は□に JAL に固定されます。 

4 パソコン側で再生操作をずる。 

本機に接続しているスピーカーか5バソコンで再生している 
音楽の音び出ます。 

5 本機で音量を調節ずる。 

パソコンでの音量調節を必要です。 


^ メモ 

• パソコンか5本機をコント□ールしたり、本機か5パソコン 
をコント n —ルすることはでをません。 

. US 目オーディオ再生しているときは、本機の電源を切った 
り、入力を切り換えたりしないでください。パソコンの誤動 
作の原因になることびあ0ます。 

.USB オーディオ再生中は、 USB ケーブルを抜かないで<ださ 
し'!。 USB ケーブルを巧くとさはパソコンで再生中の音楽ソフ 
卜を閉じてか5抜いてください。 

.ノ くソコンのビープ音は U S 巨オーディオ再生していると本機の 
スピーカーからを出力されます。ビープ音を出した<ないと 
きはパソコン側で設定を行ってください。 

. パソコンの使用環境によっては、音び途切れたり、ノイズび 
発生することびあ0ます。 

.USB オーディオ再生は 2 ch ステレオ再生のみのサポートです。 
マルチチヤンネルサラウンド再生を行ラことはでさません。 

. 本機リアパネルの USB AUDI 日端テに入力された音青信号は 
DIGITAL OUTK 2か5は出力されません。 

• 再生中は他のアプ U ケーシヨンを使用しないでください。ノ 
イズび入ることがあります。 

. 本機の USB 部分は、 US 目バスパワード動作しています。よっ 
て、本機の電源が日 FF 状態でも、パソコンの電源が日 N の場 
合、パソコンは、本機を認識しています。 

本機]^:>(がの音源を使巧したい場合は、必要に応じてパソコン 
の音源の設定を変更して < ださし、。 

• 本機から US 目経由でパソコンへ音を転送することはできませ 
ん/。 






応用操作 


へツドホンをほラ 



PHONES 


1 へッドホンのプラグを PHONES 端子に差し&む。 

^ メモ 

. へッ ドホンを差し込むとスピーカーか5音は出なくなりま 
す。ただし、 MULTI CH IN モードのとさはサブウーファーか 
5のみ音び出ます。 

• 香 U スニングモードの効果は 2 ch にダウンミックスされます 
び、 2 ch ソースに対してマトリクスデコードによるサラウン 
ド処理は巧いません。 

.MULTI CH IN モードのときは、 MULTI CH IN 端テの 
FR 日 NT 囚、回の音声をヘッドホンか5出力します。 

• へッドホンを差し込んでいるとをは SYSTEM SETUP を巧ラ 
ことはでさません。 


SACD ゲイン機能 


工場出荷時（「0服」）は、高レベルで記録されている SACD ディスクを再生しても音び歪まない設定になっています。 
「+日 d 目」に切り換えてデジタル処理に+日 d 目のゲインを持たせることにより、 SACD ディスクの情報をより忠実に引 
さ出すことげでさるよラにな0、高音質再生が巧能にな0ます。 
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口 


AMP 


リモコンをアンプ操作モードにずる。 


2 EFFECT 7 CHSEL SACD GAIN びディスプレイに表示され 
4 J) るまで巧しまず。 

SACD ゲインの設定を調整ずる。 

ボタンを巧すたび、日服と+日服が切り換わ 
ります。 



感メモ 

. ほとんどの SACD ディスクは「+目 d 目」の設定で問題ありませ 
んが、再生音声び歪むようなときは設定を rOdB 」 にしてくださ 
い。 


2 3 
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応用操作 


ビデオ七レクト機能(別のフアンクシヨンの映像を見る) 


ビデオセレクト機能は、お好みの音楽ソースを聞きながら別の機器のビデオ映像などを同時に見ることができ 
る機能です。 
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2 


1 音楽ソースを再生する。 
(「基本再生」与 P.75) 


2 


U モコンをアンプ操作モードにする。 

1」モコンびアンプ操作モードに切り換わります。 


3 


VIDEO SEL 



映像のみを再生したいビデオ入力を選択す 
る。 

ボタンを押すたびに L 处下のよラに切り換わ0ま 
す。 


I— ♦ DVD/LD —— ♦ TV/SAT - * VIDEO — i 

- OFF -- VCR 2 «- VCR 1 /DVR 户 


I o olo ぷで" 

rO 6 o 6-6 o [^ ol 

參 o o o 6 

o •♦—国 (© # # #)) 


3 


4 手順3で選択したビデオ入力機器を再生ずる。 

(「基本再生」与 R75) 


^ メモ 

ビデオセレクト機能は、本機の電源を切ったり、入カファンク 
シヨンを切り換える（または他機器操作ボタンを押す）とキャン 
セルされます。 


ディスプレイの明るさを調舊する 


U モコンの DIMMER ボタンを使って、本体のディスプレイの日月るさを調整でをます。 


_ リモコンをアンプ操作モードにずる。 

U モコンびアンプ操作モードに切り換わります。 


2 DIMMER 好みの明るさに調整ずる。 

ボタンを押すたびにディスプレイの明るさを4段 
階に調整でをます。 


^ メモ 

• 調整値にかかわ5ず、操作時は一時的に明るく表示します。 

• 明るさを一番暗い設定にしたとさは、 LLINK インジケーター 
と MCACC インジケーターも消灯します。 


2 
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SVSIENSrUP 叫 IDE 

趣/^^蠕 
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応用操作 


本機をほった録音/録画 


オーディオ機器か5の音声やビデオ機器からの映像、音声を本機を使って録音/録画するち法について説明します。 
ソース機器と録音-録画機器の接続は「接続」（畔 P .26 〜 28) をご覧ください。 



2 


2 

3 


AMP 


SIGNAL SEL 


録音または録画したいソースを選ぶ。 

ボタンを押すたびに(本体の場合は 、 MULTI JOG 
を回すと)入力び順次に切0換わ0ます。 

U モコンをアンプ操作モードにずる。 

入力信号を選択ずる。 

デジタル録音するときは、 DIGITAL を選おしま 
す。詳しくは 「 ANAL 日 G / D に ITAL 信号の切り換 
え」（畔 P .76) をご覧ください。 


4 


録音機器の録音またはビデオデッキ ( DVD レコーダー） 
の録画を開始ずる。 


に録音または録画ずるソースを再生ずる。 


^ メモ 

. 音声はアナ□グーデジタル変換していませんので、接続ずる信号の種類を合わせてください。 

. 映像はコンポジットまたは S ビデオで接続し、ソース機器と録画機器のコードの種類を合わせてください。 

• オートセットアップ（畔 P .10, 40) を行っているとさには録音-録画を行わないでください。 

. 各録音信号に、本機の音量、チャンネルレベル、「便利な音青再生用機能」（畔 P .87)、 U スニングモードの設定 
は、反映されません。ただし、 PH 日 N 日入力を録音するときは「便利な音声再生用機能」、 U スニングモードの 
設定は反映されます。しかし、この場含操作するたび音びとぎれることびありますので□旧 ECT モードにして 
録音することをお勧めします。 

. デジタル出力については、再生はでさても信号の種類やコピーガード、録音機器の仕様などにより録音でをな 
いものびあります。この場含はアナ□グ接続で録音してください（畔 P .27)。 

.MULTI CH INPUT に入力された音声は、録音することびできません。 

.DVD などのビデオソフトの中にはコピーガードび設定されていて録画できないものびあります。 


操作/機能 
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II モコンにぶる他機器の操作 


他機器を操作するための U モコン設定 


付属の U モコンを使って、本機し分外のパイオニア製品 （ DVD プレーヤーなど)や他社の機器（ビデオデッキ、テレビな 
ど)を操作することびでをます。お手持ちの機器のプ U セットコードび U モコンに登録されている場合は、該当する 
コードを呼び出して簡単に本機の U モコンで操作できるようになります （Preset Recall )。 プ U セットコードび登録 
されていない場合、または本機の U モコンで操作でさる機能を追加したい場合は、その操作の U モコンコードを直接 
登録(学習)することびできます （ Learning )。 

嫁メモ 

• ケーブル TV チューナーとモニター TV などを登録したいときは、モニター 
TV を TV CONT 、 ケーブル TV チューナ ー( ソース機器)を TV / SAT に登録す 
ると便利です。 

. U モコンび他機器の操作モードになっていても 、 TV C 日 NT に登録された機 
器は TV C 日 NTR 日 L ポタンでいつでを操作することびでさます。 

• 設定途中で1分間放置すると U モコンのディスプレイは自動的に消えます 
び、いずれかのボタンを押すとその続をか5設定び再開されます。 

リモコン設定操作ガイド _ 

各種 U モコン設定中（畔 P .98 〜112)、 U モコンディスプレイの左上部 
に左記のマークげ表示されたとをはそのポタンを使巧して設定作業を 
巧うことを意昧しています。 


Preset Recall セットアップモード(プリセットコードの巧び出し) 


ここでは、本機の1」モコンの他機器操作ボタンに、操作したい他機器のプ1」セットコードを登録します。 

^ メモ 

. IJ モートセットアップモードを稱除したいとさは 、 REMOTE SETUP ボタンを巧してください。 

. 1」モートセットアップモードを稱除しないと、1」モコンで本機や他機器を操作することびできません。 




TV CONTROL ボタン 



REMOTE リモートセットアップモードに ずる。 

SETUP 

11モコンのディスプレイにに£~^ド」インジケー 
夕-と Remote Setup だユ-び表示されま 
3秒間 す。 

押し続ける 

「 Preset 」 を選んで決定ずる。 

J U モコンのディスプレイに 「Select Function 」 び 
点滅します。 


阿 d'ldTI Itv/satH ft Vd で列 Ifivco 雨 I 

MULTI CONTROL 「 

"VCR2" ffviDEol]f CD ll 

fl T ザぶ |] fl rS'pidl fiTUNERl) 


プリセットコードの登録をしたい他 
機器操作ボタンを選択ずる。 

く ITEM >び表示されます。操作する機器 
と他機器操作ボタンとの名称を一致させて 
お<ことをお勧めしますび、異なる名称の 
機器を登録することも巧能です ( TV ポタン 
に L D プレーヤーのプ U セットコードを登 
録するなど)。異なる名称の端テ(入カファ 
ンクシヨン）に機器を接続しているとき 
は、その端テに対応する他機器操作ボタン 
を選おしてくださし、。 
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II モコンにぶる他機器の操作 



4—8 


登録したい機器の種類を選んでミ夫定ずる。 

リモコンのディスプレイに^一力一名び表示され 
ます。 


R 登録したい機器のメーカーを選ぶ （ r プリセットコード 
メーカ——覧」畔 P . 116 )。 

同じ; <- カー内にプリセットコードび複数ある場合は、 一1 、 
一2と続いて表示されます。 

6 選択した機器にリモコンを向けて E NTER ボタンを巧 
ず。 

U モコンか5その機器の電源日 N /日 F F 信号び送られたあと 
に、リモコンのディスプレイに<日 K ?> び表示されます。 

機器の電源が ON / OFF した場合 

その機器のプ U セットコードび呼び出されました。「丫 ES 」 を 
選んで、手順7へお進みくださし、。 

機器の電源が日 N / OFF されなかった場合 

呼び出されたプ U セットコードびその機器のリモコンコード 
と一致していない可能性びあ0ます。同一;<ーカーで機器の 
プ U セットコードび複数ある場合は 「N 日」を選んで決定したあ 
とに、別の番号を使って手順日か5やり直して<ださし、。 

^ メモ 

. ENTER ボタンは選択した機器に向けて押さないと、機 
器の電源は日 N / OFF しません。 

• 選択した機器に STAND 目 Y / 日 N モードがない場合は、正 
しく設定できていても電源は日 N / 日 FF しません。この場 
合はそのまま手順7へ進み、そのあとに実際に操作でをる 
かどラか試してみてください。 

• 表示されているすべての番号を押しても電源び日 N/OFF 
または操作できない場合は「 Learnin 呂セットアツプモー 
ド」（畔 P .100) で登録してください。 


プリセツトコードの登録を決定ずる。 

に日 MPLETE 」 と表示され 、 Remote Setup 方 
ニューの表示画面に戻0ます。 

手順合〜目を繰り返し、その他の機器ち設定しま 
す。 



「 Exit 」 を選んで決定ずる。 

リモートセットアップモードび終了して、 U モコ 
ンび通常の状態にな0ます。 


リモ n ンの操作 
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II モコンにぶる他機器の操作 


Learning セットアップモード(他機器のリモコンコードを登録する) 


本機の U モコンで操作したい他機器のプリセットコードび登録できない場合は、し^下の手順で他機器のリモコンコー 
ドを本機の U モコンに登録(学習）することびできます。プ U セットコードを設定しただけでは使用できない操作につ 
いてち、の手順で本機の U モコンに追加登録(学習）することびでさます。 

^ メモ 

. U モートセットアップモードを解除したいとさは、 REM 日 TE SETUP ボタンを巧してください。 

. U モートセットアップモードを解除しないと、 U モコンで本機や他機器を操作することびできません。 



REMOTE 

SETUP 



3秒間 
押し続ける 


U モートセットアップモードにずる。 

U モコンのディスプレイに 「 SETUP 」 インジケー 
夕一と Remote Setup 方二:!一び表示されます。 



「 Learning 」 を選んで決定ずる。 

U モ]ンのディスプレイに 「Select Function 」 び 
点減します。 


3 リモコンコードの登録をしたい他機 

器操作ボタンを選択ずる。 

Kdvd/ldII IItvmtII I い溫 ,11 [trvcoNii|| 操作する機器と他機器操作ボタンとの名称 
MULTI CONTROL f ' を一致させておくことをお勧めしますげ、 

^ esi C££J 異なる名称の機器を登録することも可能で 

plQ) 应 S) す (TV ボタンに LD プレーヤーのボタンを 

登録するなど）。異なる名称の端テ（入力 
フアンクシヨン）に機器を接続していると 
きは、その端テに対応する他機器操作ボタ 
ンを選択してください。 


JM SOURCE TV 

4變鐵 


DIMM 巧 LOUDNESS TONE EFFECTCH SEI 

<T> 

SIGNAL SEL DNR BASS/TflEBL£ r +-1^ 

< 7 > 



登録したい操作ボタンを選択ず 
る。 

選択された他機器操作ボタンと選択さ 
れた操作ボタンを表示後、 「 LEARN 」 
び点滅表示されます。 

左のボタンに登録でさます。 

手順3で TV C 日 NT を選択した場合の 
み TV C 日 NTR 日 L ボタンにも登録する 
ことびでをます。 


TV CONTROL — 
ボタン 







II モコンにぶる他機器の操作 


6-8 


5 「LEARN」 び点滅している間に他機器のリモコンを下図 
のよ5に本機のリモコンに向け、他機器リモコンの登 
録したい操作ボタンを巧す。 

①本機と他機器の1」モコンを互いに下図のよ5に向けます。 


己〜 20cm 


Mil 目 


@登録したい他機器 U モコンの操作ボタンを巧します。「日 K 」 び 
表示されたあと、 < Continue ?> び表示されます。 

• 「 Select Key 」 び点滅している場合は手順4からやり直してくださ 
い。 

0登録を続ける場合は、1>ソ下の手順を行いまず。 

同じ他機器操作ボタンに別のリモコンコードを追加登録 
ずるには 

「 Yes 」 を選んでま定したあとに、手順4〜己を繰り返しまず。 

別の他機器操作ボタンにリモコンコードを登録ずるには 

「 N 0」還んでま定したあとに、手順2〜日を繰り返します。 


「Exit」 を選んで決定ずる。 

Remote Setups ニユーの表示画面に戻ります。 

「Exit」 を選んでミ夫定ずる。 

U モートセットアップモードび終了して、 U モコ 
ンび通常の状態にな0ます。 




嫁^ メモ 

• 手順己で 「 NG 」 と表示されたり、登録後に実隙に操作できない 
場合は下記の方法を試してみてください。 （ U モコンコードに 
よっては正しく登録できないちのもあります） 

手順己でリモコン同±の距離を変えてみる 
リモコンコードび正しく認識される場合びあります。 

• 手順己で 「 FULL 」 と表示されたときは、；><モリに十分な空き容量 
び無いことを示しているのでの方法を試してみてくださ 


別のボタンの設定をクリアしてか6登録し直してくだをし、。 
「リモコンの設定クリア」 （畔 P .111) 


U モ n ンの操作 





II モコンにぶる他機器の操作 


他機器のリモコン操作 


• 政下のリモコン操作を巧ラには、あ5かじめ操作したい機器の U モコンコードを登録しておく必要びあります。詳 
しくは「他機器を操作するためのリモコン設定」（畔 P.98) をご覧ください。 

• 実際に操作を始める前に操作したい機器の他機器操作ボタンを押して、リモコンをその機器の操作モードにしてく 
ださい。各機器の詳しい機能については、それぞれの取扱説明書をお読みください。 

• 機種によっては操作でをないボタンもあります。 



DVD 


己 S デジタルチュー 
ナー内蔵テレビ 


VTR 
(ビデオ 
デッキなど） 



ボタン 

DV □レコーダー 

テレビ 

CATV 

CD/CD-R/ 

TUNER 

己 S デジタル 
チューナー 

MD/TAPE 


LD 




6 

電源の ON/OFF 

電源の 

ON/OFF 

電源の ON/OFF 

電源の 

ON/OFF 

電源の 

ON/OFF 

電源の 

ON/OFF 

電源の 

ON/OFF 

► 

再生 

巨 S 白 

攝 


再生 

再生 

BAND 

■ 

停止 




停止 

停止 

CLASS 

II 

一時停止 


d (データ連動） 


一時停止 

一時停止 

RF ATT 

►► 

早送り 

BS1 1 

黄 

ページを 1 つ 
上げる 

早送り 

早送り 

TUNING + 


早戻し 

巨 S7 

ホ 

ページを 1 つ 
下げる 

早戻し 

早戻し 

TUNING- 

►►1 

次のチャプター 
(トラック)の 
頭出し 

チヤンネルを 

1 つ上げる 

チヤンネルを 1 つ 
上げる 

チヤンネルを 

1 つ上げる 

チヤンネルを 

1 つ上げる 

トラックの 
頭出し 

STATI0N + 


前のチャプター 
(トラック)の 
頭出し 

チヤンネルを 

1 つ下げる 

チヤンネルを 1 つ 
下げる 

チヤンネルを 

1 つ下げる 

チヤンネルを 

1 つ下げる 

トラックの 
頭出し 

STATION- 

♦ (2 度巧し） 

[DVD レコー 
夕’一] 録画 

巨 S 已 

青 


録画 

[CD-R/MD/ 
TAPE] 録音 

MPX 

RETURN/ 

EXIT 

[DVD/DVD レ 
コーダー]設定画 
面などで 1 つ前に 
戻る 

ぉる 

設定画面などで 1 つ前に 
ぉる 

Exit 




TOP MENU/ 
GUIDE 

[DVD/DVD レ 
つーダー]トップ 
メニュー画面を 

表示 


番組表を表の 

番組表を表お 




MENU 

[DVD/DVD 
レコーグ ー] 各種 
メニュー画面を 

表示 

鲁種メニュー 
画面を表お 

巨 S メニュー/番組ナビを 
表示 

鲁種メニユー 
画面を表示 




AUDIO 

音声の選が 

音声の選お 

音声の選お 


TV チューナー 
とビデオチュー 
ナーの切〇換无 

[TAPE] 
リバース面への 
切 0 換え 


SUB TITLE/ 
DISP MODE 

字幕の選お 

表示コール 

表示コール 



ディスプレイ 
表おの変更 

DISP MODE 


鲁種メニュー 
画面を操作 

鲁種メニュー 
画面を操作 

各種メニュー画面を 
操作 

鲁種メニユー 
画面を操作 


ダブルテープ 
デッキの操作 

at(TUNE+/-) 

か 

(STATI0N+/-) 

ENTER 

操作をみ定 

操作を決定 

操作を決定 

操作を決定 




数字ボタン 
(1 〜日） 

チャプター 
(トラック)の 
ダイレクト選択 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択 

旧 S チューナー内蔵 TV] 
BS デジタルチヤンネルの 
ダイレクト選お 
旧 S デジタルチューナ ー] 
チヤンネルのダイレクト 
置が 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選お 

トラックの 
ダイレクト選択 

放さ局の 
ダイレクト選が 

数字ボタン 

10 

チャプター 
(トラック)の 
ダイレクト選が 

0 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択 10 

旧 S チューナー内蔵 TV] 
BS デジタルチヤンネル 
のダイレクト 
選択 0 

旧 S デジタルチュー 
ナー ] チヤンネルの 
ダイレクト選択 0 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択 0 

チヤンネルの 
ダイレクト選択 
10 

トラックの 
ダイレクト還が 
10 

放送局の 
ダイレクト選択 
0 

数字ボタン 
(11) 

* チャプター（卜 
ラック)のダイレ 
クト選択 +10 

チヤンネルの 
ダイレクト 

選択 11 

または +1 日 

* チヤンネルの 
ダイレクト選択 • 


チヤンネルの 
ダイレクト 

選択 11 

または +1 日 

[CD/CD-R/ 
MD] トラックの 
ダイレクト選が 
>10 

DIRECT 

ACCESS 

数字ボタン 
(12) 

[DVDJSearch 
ModepVD レ〕一 
ダー]ディスクナビ 
ゲーター画面を表示 
[LD]A 面と B 面の切 
D 替え 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択 1 吕 

社 

選択したチヤ 
ンネルの決定 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択 1 吕 

[CD/CD-R] 

D に C 



* DVD プレーヤーによっては1 OULL を選ぶとき十] 0方式ではなく、 ENTER 方式で番号を決める機種びあります 
102 び、その機種を本機 U モコンでは+1日ボタンで操作することびできます。 




II モコンの便利な機能 


Direct Function モードを設定する 


ダイレクトフアンクシヨンは MULTI C 日 NTR 日 L ボタンを押したときに、本機の入カフアンクシヨンを連動して切り換える 
かを設定する機能です。日 FF にすると入カフアンクシヨンは切り換わ5ず、 U モコンの操作ボタンの機能だけび切り換わ 
ります。例えば、映画を見ているときにテレビの録画をしたいとをなど、入カフアンクシヨンは映画のままで、本機の U 
モコンでビデオデッキなどの録画操作をすることびでさます。工場出荷時はすべて日 N になっています。 

^ メモ 

.U モートセットアップモードを解除したいとさは、 REM 日 TE SETUP ボタンを押してください。 

.U モートセットアップモードを解除しないと、 U モコンで本機や他機器を操作することびできません。 


>圍圍圍圍圍圍圍圍圍 


0 © © 0 
L 的化リ 1 "。*リ I' も ’！;'I |||VCONTj] 
MULTI COr^OL 

づ - fv^ Fip^ ITcdI E 3 

ITUNEBI I AMP 1 

DIMWR LOUDNESS I 扣 E EFFECT 村 SEL 

SI 曲 ALML D« BASSJBEBtf r+-L 

<?> 

VIKOSEL H«(I +10 ^~~DISC 

^ 'IgTHCCiSS SEAACHHKE 

SYSTHSmP 助 K 

2,4,6^®; 


REMOTE リモートセットアップモードにずる。 

SETUP 

リモコンのディスプレイに 「SETUP」 インジケー 
^^^^ 夕—と Remote 5白1:叩<>< ニ ユ—び表示されま 
3秒間 す。 

押し続ける 


rDirctFncJ を選んでミ夫定ずる。 

U モコンのディスプレイに 「Select Functiori」 び 
点；風します。 


3 [L™l) い 側』I 設定したい他機器を選択ずる。 



I1VCR21I 『 VIDEOII『CD |] 

い A 口ぶ 』 fl tapL ll |™ NER |) 


く Direct Func> び表示されます。 


囚圖 

TV VOL I + l] VOLUME 

lJ 口 Is ) J 


[ Ei 8 





ron 」 か roff 」 か r*Exit *」 を選んで決定ず 
る。 

ronj :ダイレクトフアンクシヨンを日 N に設定し 
ます。 

roffj :ダイレクトフアンクシヨンを日 FF に設定し 
ます。 

「 Ex け」： ダイレクトフアンクシヨンの設定を終了 
します。 

Remote Setups ニューの表示画面に戻ります。 


5 続けてその他の機器の設定を行ラ場台は、手順 2 〜 4 を 
繰り返ず。 



r* Exit* 」 を選んで決定ずる。 

リモートセットアップモードび終了して、 U モコ 
ンび通常の状態にな0ます。 


リモ n ンの操作 
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II モコンの便利な機能 


マルチオペレーション 


マルチオペレーションとは、2つのボタン （ MULTI 日 PERATI 日 N と他機器操作ボタン）を押すだけで、あらかじめ決 
め5れている（プリセツト)動作と、複数の操作(コマンド)を一度に実行する便利な機能です。香他機器操作ボタンに登 
録することびでをます。 U モコンか5は次のよラにコマンドび送信されます。 



• 登録ずる他機器操作ボタンで TV CONTROL を選んだと去の「ミ夫まっている 
(プリセット）動作」は「テレビの電源を ON にする」のみとなりまず。 


• 「ミ关まっている（プリセット）動作」ではパイオニアむ外の機器の電源は ON しません。 


マルチオペレーシヨンをプ□グラムする 


マルチオペレーション機能で実行したい一連の操作をプ n グラムする方法について説明します。 

し^下の手順を始める前に、操作したい機器のプリセットコードまたはリモコンコードを本機の U モコンに登録してお 
く必要びあ0ます。詳しくは、「他機器を操作するための U モコン設定」をご覧ください。（畔 P.98) 

^ メモ 

. U モートセットアップモードを解除したいとさは、 REM 日 TE SETUP ボタンを巧してください。 

. U モートセットアップモードを解除しないと、 U モコンで本機や他機器を操作することびできません。 
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ここでは DVD/LD ボタンに mVD を再生する」という操作をプ□グラ 
ムする手順を例にとって説明します。 


REMOTE 

SETUP 



3秒間 
押し続ける 


IJ モー トセットアップ モー ドにずる。 

U モコンのディスプレイに 「 SETUP 」 インジケー 
夕一と Remote Setup 方二:!一び表示されます。 



「 MultiOpe 」 を選んでミ夫定ずる。 

リモ]ンのディスプレイに 「Select Function 」 び 
点減します。 


3 マルチオペ レーシヨ ンをプ□グラムし 

| f=T yrsT r ^) CTii たい他機器操作,タンを選択ずる。 

MULTI CONTROL _ f <M U 11 の P 呂>び表术されます。 

S)IS 例) DVD / L □ボタンを還おします。 

fl 視具 l ) fl T もも l ) fiTUMERl ) 



ris 1: Cmmnd 」 を選んで決定ずる。 

現在の設定内容(工場出荷時は 「 Blank 」） び表示さ 
れたあと、 r く1 st > Change 」 び表示されます。 












II モコンの便利な機能 
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•圍圍圍圍圍 


© © © © 


5 , 8-10 
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VIKOSEL 刪 tm ^~~DISC 

CD 

> Ml 圧り CCESS SEARCH WOE 

S け ™ SEW 助 K 


WWNEL- 


CKWNEL-f 

画 


fT\ 

i T 1 TV CONTROL 
TV VOL m 

が 剛 1|〕 VOLUME 

口 知 

U 口 

fcaaP ] ItaJ 
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|"Chan 呂 e 」 か！" Clear 」 か 「 *Exit *」 を選んで 
決定ずる。 

rchangej : 「Function」 び点滅して]つめのコマ 
ンドの登録懐要)になります。手順日へお進みくだ 
さい。 

rClearJ :現在登録されているコマンドを消去しま 
す。手順8へお進みください。 

「 Exit 」 ：手順4へ戻ります。 


操作したい機器を選択ずる。 

「Key」 び点滅しまず。 

例） D V D / L D ボタンを選択しま 
す。 


If 机。而 f-rv/SATl [f^FD ^vconJI 
MULTI CONTROL 
fvCR2D の IDEoi II CD II 




SOURCE TV 

© © 

DIMMER LCfJDNESS TONE EFFECTCKSEL 

ななな巧 

SIGNAL SEL DNR BASS/IBEBLE r+T" 

> {ホ 

VIDEO SEL HI'BIT +10 了〇旧 C 

0 DIRECT ACCESS SEARCH MODE 

SYSTEM SETJP 加田 

巧棘 


应品な 



TV CONTROL ^ 
ボタン 


CHAKNEL- 

153) C 

[QS 

□ e 


IBubti 吗 
おり 

S3) 

CHANNEL-f 

(EED 


実行したい操作ボタンを選択ず 
る。 

例)►再生ボタンを選択します。 
|"Complete」 と表示されたあと、コマ 
ンド番号選択画面に戻0ます。（手順 
8へお進み < ださい。） 

左のボタンを選択でをます。 

手順目で TV C 日 NT を選択した場合の 
み TV C 日 NTR 日 L ボタンにも登録する 
ことびでさます。 

EXTRA MENU 内のコマンドを選択し 
たいとさは EXTRA MENU ボタンを巧 
したあと、▲▼ボタンでコマンドを選 
おし、 ENTER ポタンで決定します。 


手順目で 「AMP ボタン」を 
選択したとさのみ 


Eg 



2つめのコマンドを登録したいときは 
に ndCmmnd 」 を選んでミ夫定したあとに、手 
順已〜7を繰り返ず。 

1つの他機器操作ボタンに対して最大已つまで登録 
することびでさます。 

3つめのコマンドは rsrdCmmncI」 を選び、4つめ 
のコマンドは r4thCmmncl」 を選び、已つめのコマ 
ンドは r 已 thCmmncI」 を選びます。 



「* Exit *」 を選んで決定ずる。 

Remote Setups 二:!一の表示画面に戻ります。 
別の他機器操作ボタンにち登録するときは、手順2 
〜9を繰0返してください。 



「 Exit 」 を選んで決定ずる。 

U モートセットアップモードび終了して、 U モコ 
ンび通常の状態にな0ます。 


リモ n ンの操作 
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II モコンの便利な機能 


マルチオペレーシヨンを実巧する 


r マルチオペレーシヨンをプ□グラムする」（畔 P .104) で登録した一連の操作(プ U セツト動作を含む)を実行する方法に 
ついて説明します。 




な a A 夕 n，"id 口 

•围围圍围圍围围圍圍 



マルチオペレーシヨンモードにずる。 

[[ operation | リモ]ンのディスプレイに 「Select Function 」 び 

点減します。 


2 


fDVD/LDi) ifTV/SATl f[ " 〇じぶ'！]「い CON 哥 | 

MULTI CONTROL | 
fvc"!) (jviDEOl] (f CD~1] 

わ UNER ]] 


操作したい他機器を選択ずる。 

プ1」セット動作と、このボタンに 
登録されているコマンドび実行さ 
れます。 


冷'メモ 

登録した機器の状態によっては、登録した動作と異なる場合び 
あります。 


システムオフ 


システムオフ ( SYSTEM 日 FF ) とは、已つまで自由に登録できる操作（コマンド）と、本機を含めたすべてのパイオニア 
の機器の電源日ドドを、ワンタッチで実行する便利な機能です。 U モコンか5は次のよラなコマンドび送信されます。 


t —自由に登録できるコマンド(最大已つ）一^ 決まっている(プリセット)動作 



システムオフ機能で実行したい一連の操作をプ□グラムする方法について説明します。 

UTF の手順を始める前に、操作したい機器のプリセツトコードまたは U モコンコードを本機の U モコンに登録してお 
く必要びあります。詳しくは r 他機器を操作するための U モコン設定」をご覧ください。（畔 P .98) 


^ メモ 

. U モートセットアップモードを解除したいとさは、 REM 日 TE SETUP ボタンを巧してください。 

• U モートセットアップモードを解除しないと、 U モコンで本機や他機器を操作することびできません。 
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2—3 



因图 

TV VOL iJ + J お IW"J VOLUME 

ロロ 0 d 



ここでは 「D V D の再生を停止する」といラ操作をプ□グラムする手順 
を例にとって説明します。 


REMOTE 

SETUP 



3秒間 
押し続ける 


IJ モートセットアップモードにずる。 

U モコンのディスプレイに 「 SETUP 」 インジケー 
夕一と Remote SetLip ;< ニューび表示されます。 



rSysO け」を選んで決定ずる。 

リモコンのディスプレイに 〈 System 日 ff > び表示 
されます。 



「1 s 1: Cmmnd 」 を選んで決定ずる。 

現在の設定内容(工場出荷時は 「 Blank 」） び表示さ 
れたあと、「<1 st > Chan 呂 e 」 び表示されます。 









II モコンの便利な機能 



4 



5 


|"Chan 呂 e 」 か！" Clear 」 か 「 *Exit *」を選んで 
決定ずる。 

に hange」 ： ITLinctiori」 び点滅して1つめのコマ 
ンドの登録矮動になります。手順己へお進みくだ 
さい。 

「Clear」 ；現在登録されているコマンドを消去しま 
す。手順7へお進みください。 

に X け」：手順3へ戻ります。 


操作したい他機器を選択ずる。 

「Key」 び点滅しまず。 

例） D V D / L D ボタンを選択しま 
す。 


Idvd^ inSD rgl) IrrvcoNlll 

MULTI CONTROL 
『VCRzil [jviDEOl] II CD II 

1^^^^ 
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SOURCE TV 

© © 

DIMMER LOU 叫 ESS TONE EFFECT 州 SEL 

<I> CD <?><?> 

SIGNAL SEL DNR BASS/IREBLE r + T 

。包^ > {ホ 

VIDEOSEL HI-BIT +10 し -* 田 sc 

0 DIRECT ACCESS SEARCH MODE 

SYSTEM SEW 邮曲 


の品巧 


町一 ""• い "II *-»Tl 

CHANNEL- CUNNEL+ 

IL ■ ll 



TV CONTROL H 
ボタン 


1'JJ TVCOMflOL 
TV VOL j] 

B 


m psji 

TV CM 

E3|(S) 


実行したい操作ボタンを還択ず 
る。 

例)■停止ボタンを選択します。 
|"Complete」 と表示されたあと、コマ 
ンド番号選択画面に戻0ます。（手順 
7へお進みください。） 

左のボタンを選択でをます。 

手順已で TV C 日 NT を選おした場合の 
み TV C 日 NTR 日 L ボタンにも登録する 
ことびでさます。 


手順已で 「AMP ボタン」を 

選択したとをのみ 一 [〇 





2つめのコマンドを登録したいときは 
に ndCmmnd 」 を選んで決定したあとに、手 
順4〜色を繰り返しまず。 

最大己つまで登録することびでをます。 

3つめのコマンドは巧 「dCmmnd」 を選び、4つめ 
のコマンドは 「4thCmmncl」 を選び、己つめのコマ 
ンドは「已 thCrnmnd」 を選びます。 
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r * Exit *」 を選んで決定ずる。 

Remote Setups ニューの表示画面に戻ります。 


「 Exit 」 を選んで決定ずる。 

U モートセットアップモードび終了して、 U モコ 
ンび通常の状態になります。 


リモ n ンの操作 
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II モコンの便利な機能 


システムオフを実巧する 


1 BSB 


SOURCE TV SYSTEM AMP 

© © を屬~ 

fessi I TVS*" ■ 械 'I iTvcomlll 


SYSTEM 



システムオフを実行ずる。 

r システムオフをプ□グラムする」（畔 P.1 06 ) で 
登録されたコマンドが実行されたあと、パイオ 
ニア機器の電源が日 FF になります。 


フアンクシヨンネーム 


U モコンディスプレイに表示される入カフアンクシヨン名を変更することびできます。例えば DVD/LD の入力端子に 
DVR を接続したとき、リモコンディスプレイ表示は DVD/LD ですび再生しているのは DVR ということになります。 
このようなときに、ディスプレイ表示を DVD/LD か 5DVR に変更できる便利な機能です。各入カフアンクシヨン(他 
機器操作ボタン）ごとに接続された機器や^一力一名などを入力すれば、どこの入カフアンクシヨン(他機器操作ボタ 
ン）にどんな機器び接続されているのかを簡単に確認することびできます。 

^ メモ 

.U モートセットアップモードを解除したいとさは、 REM 日 TE SETUP ボタンを巧してください。 

.U モートセットアップモードを解除しないと、 U モコンで本機や他機器を操作することびできません。 


3 



•ミ,みで R",ia 口 

.圍圍圍圍圍 



•围圍围围围围圍围圍 



2 , 4— 7 
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円 1 S 
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誦1 


C 晒 EI+ 
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^ メモ 

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 


abcdefghijkimnopqrstuvwxyz 
0123456789(スぺース） 

! "#$〇/〇&'()*+,-./:; く =>? 劑 \ r _ 、り}〜 

► ◄■参►扣•（ス ぺ ース） 


REMOTE 

SETUP 



3秒間 
押し続ける 


IJ モートセットアップモードにずる。 

U モコンのディスプレイにに ETUP」 インジケー 
夕一と Remote Setups ニューび表示されま 
す。 



fFuncNameJ を選んで決定ずる。 

U モコンのディスプレイに 「Select Functiori」 び 
点減します。 
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fDVD/LD 8 ifTV/SATl (j " 〇じぶ'！]わ誦贵 

MULTI CONTROL | 

『VCRzjl IIVIDEOII IT CD j) 

[| sg ll ll ぶも l | IItunerII 


名前を変更したい入カファンク 
シヨン(他機器操作ボタン）を還 
択する。 

U モコンデイスプレイび入カフアン 
クシヨン名の変更画面にな0ます。 



▲/ ▼ボタンで入力ずるで字を選んで、 ◄/ ►ボ 
タンで力ーソルを左ちに動かす。 

入力でさる文字は左記のメモのとおりです。 

最大8又字まで入力ずることびでさます。 



入力を終了ずる。 

「END」 び点滅しまず。 


C もう一度 ENTER ボタンを巧し、入力した名 

D ^ 前を確認ずる。 

「Complete」 と表示され Remote Setups ニュー 
の表示画面に戻ります。別の入カフアンクシヨン 
名も変更するときは手順2〜目を繰り返してくださ 
し、。 









II モコンの便利な機能 



「 Exit 」 を選んでミ夫定ずる。 

U モートセットアップモードび終了して、1」モコ 
ンび通常の状態にな0ます。 


-ラベル 


キーラべルとは香ボタンを押したときに、 U モコンディスプレイに表示されるで字やマークを]艾字〜8艾字の範囲内 
でお好みのラベル（ボタンマーク）に付け換え5れる機能です。例えば、あるボタンにプ U セットと異なるコマンドを 
学習させた場合（畔 P .100)、 そのボタンのラベル（ボタンマーク）を付け換えたり変更することにより、そのコマンドび 
どこのボタンに学習されたのかを簡単に確認することびできます。 

^ メモ 

. U モートセットアップモードを解除したいとさは、 REM 日 TE SETUP ボタンを巧してください。 

. U モートセットアップモードを解除しないと、 U モコンで本機や他機器を操作することびできません。 



REMOTE 

SETUP 


Ij モートセットアップモードにずる。 

U モコンのディスプレイに 「 SETUP 」 インジケー 
夕-と Remote Setup 式 ニ ュ-び表示されま 
3秒間 す。 

押し続ける 


[ KeyLabelJ を選んでミ夫定ずる。 

U モコンのディスプレイに 「Select Function 」 び 
点滅します。 
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が画 ![ も / SaH) fvcC 品 [^C0g| 

MULTI CONTROL [ 

"VCR2" [fviDEol fcD j] 

f [ TAPEZ ll 


ラベルを変更したいボタンの 
ある他機器操作ボタンを選択 
ずる。 

「Select Key 」 び点滅します。 
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suuKue IV 
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<jg> CJ> 

» DIM 订 ACCESS SEARCNtnOE 
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ラベルを変更したい操作ボタンを 
巧ず。 

U モコンディスプレイびち前変更の画 
面になります。 

左のボタンを選択でさます。 

手順3で TV CONT を選がした場合の 
み TV CONTROL ボタンにも登録する 
ことびでさます。 


扣 ANWL- 


CHAmEL+ 

画 


TV CONTROL 
ボタン 


[1 ' V TVC0NTB0L 

TV VOL 正 + り 
TV 州 
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リモ n ンの操作 
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II モコンの便利な機能 




入力ずる文字や記号を ▲ ▼ボタンで選び、 ◄ 
►ボタンで力ーソルををちに動かず。 

入力でさる文字は左記のメモのとおりでず。 

最大8又字まで入力することびでさます。 


6 




入力を終了ずる。 

「 END 」 び点滅します。 


冷メモ 

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 
abcdefghijkimnopqrstuvwxyz 
0123456789(スぺース） 

! "#$〇/〇&’()*+,-./:;<=>?劑 \ 

► 11 け4•(スぺース） 


ち5-度 ENTER ボタンを巧し、入力した名 
^が 前を確定ずる。 

「 Complete 」 と表示され Remote Setups ニュー 
の表示画面に戻ります。別のボタンのラベルも変 
要するときは手順2〜7を繰り返してください。 



「 ExitJ を選んで決定ずる。 

リモートセットアップモードび終了して、 U モコ 
ンが通常の状態になります。 


U モコンの明るさ調整 （ U モコンライト) 


リモコンライトの明るさを3段階で調整することびでをます。 


2-4 


‘ ふ- *^、 2323 ■ ■ 

•圍圍圍圍圍 
•圍圍圍圍圍 
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| G 3 

SURROUND 


REMOTE リモートセットアップモードにずる。 

SETUP 

U モコンのディスプレイに！ " SETUP 」 インジ 
ケ-夕-と Remote 5日帅^ ニ ユ-び表示され 
3秒間 ます。 

押し続ける 


2 ru 旨 ht 」 を選んで巧定ずる。 

f ^ ) リモコンのディスプレイに r < LIGHT > High 」 び表 

示されます。 



「 High 」、「 Low 」、「 OFF 」 または r * Exit *」 を選 
んで決定する。 

「 Hi 卽 J :リモコンライトをより明るくします。 
How 」 ： Uf コンライトを通常の明るさにしまず。 
roff 」 ：ボタンを巧したときのバックライトも含めリモ 
コンライトは一切光りません。 

「 Exit ! : U モコンの明るさ調整を終了します。 


Remote Setup メニューの表示画面に戻ります。 



「 Exit 」 を選んで決定する。 

U モートセットアップモードび終了して、 U モコ 
ンが通常の状態にな0ます。 
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^ メモ 

• 工場出荷時の設迅が Low 」 でず。 

. 調整は部屋を暗<した状態で行って<ださい。 

• 設定が況によ0、 IJ モコンの電池寿命び異なります。 








II モコンの便利な機能 


本磯の U モコンのプリセット、マルチオペレーション設定などをク U アする方法について説明します。 

^ メモ 

. U モートセットアップモードを解除したいとさは、 REM 日 TE SETUP ボタンを巧してください。 

. U モートセットアップモードを解除しないと、 U モコンで本機や他機器を操作することびできません。 



© © © 0 
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REMOTE リモートセットアップモードにずる。 

U モコンのディスプレイに 「 SETUP 」 インジケー 
^^夕-と Remote Setup 式 ニ ュ-び表示されま 

3秒間 す。 

押し続ける 

「 Clear 」 を選んでミ夫定ずる。 

( ^ ) U モコンのディスプレイにく CLEAR 〉 び表示され 

まず。 

リモコンの設定を解除したい項目を還ぶ 
「Learning Clear 」 ： 「 Learning セットアップモー 
I ^ ] ド」（畔 P.100) で登録した U モコンコードの設定を 

ク U アします（ボタン1つ)。 

「KeyLabel Clear 」 ：「キーラベル」（畔 P .109) に 
よって変更されたラベル（ボタンマーク）をクリア 
します（ボタン1つ)。 

「All ClearJ : R 98 〜110で巧ったリモコンに関する 
すべての設定をク U アし、工場出荷時の方モ U 内 
容に戻します。 


「Learning Clear 」 を選んでミ夫定ずる。 

に elect Function 」 び点滅します。 

次ページの手順4へお進みください。 

FKeyLabel Clear 」 を選んで決定ずる。 

[Select Function 」 び点;威します。 

次ページの手順4へお進みください。 

「All Clear 」 を選んで決定ずる。 

r く CLEAR ?> YES 」 び表示されます。 

次ページの手順目へお進みください。 


r * Exi1 :*」 を選んでミ夫定ずる。 

U モコンの設定ク U アを終了します。 

Remote Setups ニユーの表示画面に戻ります。 


U モ n ンの操作 
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II モコンの便利な機能 


4 

6-7 




TV CONTROL — 
ボタン 


を VD / L 而可 ifv 細'1『誦ぶ 

MULTI CONTROL 「 

『 VC"! pIDEO]] (i CD"! 

(I も口ぶ l1 fl T 獨 2 |] fiTUNERl] 


設定をクリアしたいボタンの 
ある他機器操作ボタンを選択 
ずる。 

[Select Key 」 び点滅します。 


© m 


DllilMEn LOUONE&S TONE EFFECT (扣 SEL 



設定をク u ァしたい操作ボタンを 
巧ず。 

に LEAR ?」 び表示されます。 

手順4で TV CONT を逞択しに場合の 
み TV CONTROL ボタンの設定をク I 」 
アすることびでさます。 


6 



「 Yes 」 か 「 No 」 か r * Exit *」 を選んでミ夫定ずる。 
rvesj :設定をク I 」アし、1」モコンの設をク I 」ア 
を終了します。 

fNoJ :設定のク U アを中止し、 I 」モコンの設定ク 
U アを終了します。 

「*Ex け*」：設定のク1」アを中止し、リモコンの 
設定ク U アを終了します 。 Remote Setup メ 
ニューの表示画面に戻 D まず。 



「 Exit 」 を選んでミ夫定ずる。 

U モートセットアップモードび終了して、1」モコ 
ンび通苗の巧態にな0ます。 
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プ□□ジック llx 製品は、プ □□ ジック llx の持つ様々な 
機能を、選択して搭載することび巧能です。プ〇口 
ジック llx 搭載、とキャッチフレーズされた商品でち、 
必ずしも全く同じ機能を持っているとは限らないこと 
にごを意ください。 


ドルビーデジタルサラウンド EX は、映画 r スターウオー 
ズ-エピソード1」の製作に向けて、ドルビーラボラト 
U —ズとルーカスフイルム社で共同開発された、日.1 ch 
再生可能な新しい音響フオーマットです。新たに加え5 
れたヴラウンドバック ch により空間表現力、定位感び高 
められ、中央から離れた客席か5でも3目日度の回転や頭 
上を通過するよラな移動音効果-音儘をより生々しく体 
感することが可能となりました。フイルム上ではヴウン 
ドトラックのサラウンド L / R C h にエンコードされるた 
め、既存のドルビーデジタル(已 . 1 ch ) 環境での再生互換 
性びあります。この技術により製作された映画の U スト 
はドルビーラボラト U —ズのウェブサイトにてご賣にな 
れます。 

http :// www . dolbv . com / 


ドルビーデジタルサラウン HEX 


ドルビーデジタルは、ドルビーのマルチチャンネル音 
声システムのディスクリート-デジタルサラウンド方 
式の名称です。映画業界のま流であ0、 DVD ビデオの 
標準音声方式としてわ採用されるなど、デジタル時代 
の標準フォーマットとなっています。独立した各チャ 
ンネルに記録された自然で高度な立体音像と、低域専 
用 ch により、臨場感あふれるマルチ ch サラウンドを再 
現します。人間の聴覚特性を応巧した圧縮技術により 
聴覚上の音質低下を招をません。この信号を伝送する 
には、デジタル接続び必要です。その他にち政下のよ 
ラな磯能を持つ柔軟性の高いフォーマットでず。 

1) モノ、ステレオ、プ□□ジック対応の構成および 
5.1 ch 音声の再生に最適なダウンミキシング 

2) に範囲のビットレートにわたる動作 

3) ダイナ S ックレンジ情報を伝達する機能 

4) ダイア□グノーマライゼーシヨン機能 

ダイア□グノーマライゼーシヨン機能とは平均的音 
量レベルび異なるさまざまなソフトでも、一定の音 
量で再生されるように自動調整する機能でず。 

「 Dial . Norm 」 と表現されることもあります。 


ドルビーデジタル 


ドルビーラボラト U —ズか5の実施権に基づさ製造さ 
れています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic . 
Surround EX . ダブル□記号及び AAC □ゴは、ドル 
ビーラボラト U —ズの商標です。 


ドルビープ□□ジック 
ドルビープ□□ジック llx 

ドルビープ□日ジック llx は、ドルビープ□□ジック、ド 
ルビープ□日ジック II 、ドルビーデジタル EX をさ5に改 
良し、ステレオ音声や日. Ich 音声を、すべて最大 7.1 ch 
まで拡張でをるマト U ックスデコード技術です。 

ステレオ音声のマルチ ch 化方式として、ドルビープ □□ 
ジックは 4 ch に、ドルビープ□□ジック II は曰 ch 化して 
いましたび、それ5をさ5に進化させ、^インの 7 ch を 
作り出します。 

また日 . Ich ソース に巧し、ドルビーデジタル EX はモノラ 
ルのサラウンドバック ch を生成していましたび、これを 
ステレオ化することで最大 7.] ch 再生び可能になりまし 
た。今までし: LL に自然でシームレスな移動感、滑5かで 
包み込むよラな、音楽および映画サウンドを体験できま 
す。 

本機には複数のモードを搭載しているため、お好みに応 
じて切0誓えることび巧能です。 

■2ch ソース用 

M 日 VIE / MUS に/ PR 日 LOGIC 

■ 己 . Ich ソース用 

M 日 VIE / MUS に / DIGITAL SURROUND EX 
MOVIE (□□PRO LOGIC llx MOVIE) 

7. Ich 化します。映画再生に適したモードで、特にドル 
ビーサラウンド•エンコード作品に効果的です。ドル 
ビーデジタル EX に迫るセパレーシヨンや移動感などび得 
られます。 

MUSIC (EXIPRO LOGIC llx MUSIC) 

7. Ich 化します。音楽再生に適したモードで、通常のス 
テレオ録音されたソース （C D など）を再生するときにも 
効果的です。サラウンドがは定位よりも広がり感を重視 
しています。 

PRO し 0GIC (□□PRO LOGIC) 

従来のドルビープ n □ジックと同等の再生 モー ドです。 
ソースのクオリティを問わず、幅広くお使いいただける 
モー ドです。 

SURROUND EX 

同ページ内参照 

サラウンドバック ch を使巧しない場をは、自動的に従来 
のプ n □ジック II モードになります。 


■2 ch ソースに対するプ□□ジックとプ□□ジック llx の違い 



プ□□ジック 

プ □ ロジック II 

プ □□ ジック llx 

効果的な 

ソース 

ドルビーサラウンド 
エンコード処理され 
たステレオ音声 

すべての 
ステレオ音声 

すべての 
ステレオ音声 / 
Dolby Digital 
己 . Ich ソース 

デコード 
チヤンネ 
ル徵 

4.Ich 
サラウンド、 

\モノラル 

己 ' Ich 

/ サラウンド、 

\ステレオ 

7.Ich 

/ サラウンド 、\ 
( サラウンドバック ') 
\ステレオ ノ 


サウンドフォー7ツトについて 


ドルビー 


周波数 

特性 


サラウンド 
7kHz 帯域制限 


全チヤンネル 
フルバンド 


全チヤンネル 
フルバンド 
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MPEG-2 AAC 


巧 


MPEG -2 オーディオの標準方式の一つで、目 S デジタ ■米国におけるパテントナンバー 


ルや地上デジタル放送で採用されている音声符号化 
規格です。高圧縮率なが6高音質を確保でさる点が 
特長で、番組内容によりマルチチャンネル設定が可 
能なフォーマツトです。 


08/937,9 已〇 
己 84839] 

己， 291, 己己 7 
己， 4 己 1 ， 9 己 4 
己 400 433 
5,222,189 
己， 3 己 7, 己 94 
己 7 已 2 22 已 
5,394,473 
己，己 83,9 巨 2 
己 274,740 
己 633,9 8] 


已 297 23 巨 
斗 914,701 
已 .23 己 .671 
07/640. 已己 0 
已 . 已 79.430 
08/678.666 
98/03037 
97/0287 已 
97/02874 
98/03036 
已 ,227,788 
已 .28 己 .498 


己， 481,614 
己，己 92, 己 84 
己， 781,888 
08/039,478 
08/211 石 47 
己， 70 辽 999 
08/ 己已 7,046 
08/894,844 
己， 299,238 
己， 299,239 
己 299,240 
5,197,087 


已 ,490,170 
已 ,264,846 
已 .268.685 
已 .37 己 .189 
已 . 己 8 1.6 已 4 
0 己 -183,988 
已占 48. 已 74 
08/ 已 06.729 
08/ 已 76.49 己 
已 .717.821 
08/392.7 己 6 


DTS 



ミロち I 


DTS 


デジタルシアターシステムズ (Di 旨 ital Theater 
Systems ) の略で、低圧縮率と高転送レートがもた 
らす豊富な情報量により、高音質マルチチャンネル 
サラウンド巧生を実現します。音楽用にち独自録音 
による DTS - CD が:ちります。 

DTS 96/24 


己.1 ch 全てを日日 kHz /24 bit の高音質で再生する最新 
のヴラウンドフ ォー マットで、スタジオのマスター 
音源のクオ U ティを踏襲しています。 DVD の限られ 
た記録エリアで、局音質/局画質を両立させるために 
開発されました。既をの DTS 対応の DVD プレーヤー 
と、 DTS 96/24 に対応するデコーター ( AV アンプ 
等）をデジタル接続することで、再生することができ 
ます。（本機は、 DTS 日日/24対応デコーダーを搭載 
しております）（専用プレーヤーは必要ありません）。 
従来の DTS デコーダーでは通常の DTS 信号として再 
生されるため、完全互換性を持っています。 


DTS-ES 

2000年11月に発表された新たなるサラウンドフォー 
マツトで 、 「DTS Extended SurrouncI 」 の略称です。 
従来の己.1 ch にサラウンドバック （ SB ) ch を加えたも 
ので、かつてない音像-定位感をちたらす事が可能に 
なりました。 " DTS - ES ディスクリート日 .1" と" DTS - 
E S マト U ックス日 .1" の2種類があり、どち6ち従来 
の DTS 己. Ich デコーダーとの下位互換性を有していま 
す。 

DTS Neo:6 


全ての 2 ch ソースを目.1 ch 化するマト U ックスデコー 
ド技術です。 Cinema モード/ Music モードがありま 
す。 

CINEMA ( Neo 6: CINEMA ) 

目. Ich 化します。映画再生に適したモードで、 2 ch で 
を映画館特有の移動感などをお楽しみいただけま 
す。 

MUSIC ( Neo 巨： MUSIC ) 

目. Ich 化します。フ□ントからは原音をそのまま再生 
するため音質の変化が無<、音楽再生に適していま 
す。また、センター/サラウンド/サラウンドパック ch 
の音声が音場にナチュラルな広がり感を加えます。 

「 DTS 」、「 DTS - ES 」、「 Neo : 目」および 「 DTS 目目/ 
24」は Di 呂 ital Theater Systems 社の商標です。 
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THX 


IHX 

SURROUND EX 


T H X は、世界的に有名な映画製作芸社であるルーカスフイルム社によって確立された独自の規格と技術の集大成です。 
「映画館でもホームシアターでを、映画のサウンドトラックは映画監督の意図通り、できる限り忠実に再生して欲しい」と 
いラジョージ.ルーカス監督の情熱によって誕生しました。 THX はホームシアターの音場最適化に関する数々の特許技術 
を開発しています。ホームシアター機器び THX 認、証されるには、下記の技術を備え、かつ品質と動作に関ずる一連の厳し 
い試験に合格しなくてはなりません。こラして製品搭載び許諾される THX の n ゴは、ご購入いただいたホームシアター製 
品び長年に渡って素晴5しい性能を維持する保証となります。 THX 規格は、プ U アンプ•パワーアンプの性能、操作性、 
デジタル-アナ□グの両分野に渡る何百わの性能要求を含め、製品の全体像を網羅してしほす。 


THX Cinema 


I imbre Matching 


映画のサウンドトラックは、ダビングステージ（ミキ 
シング専用大型映画館)で制作されます。 DVD など 
に収録する音声もそのサウンドトラックのままで、 
ホームシアター向けの変更は加えません。家庭と映 
画館との空間的な違いによる音色の差を補正し、映 
画館の音場を正確に再現します。 

THX Surround EX 


「THX Surround EX - Dolby Digital Surround 
EX 」 はドルビーラボラト U —ズとルーカスフィルム 
社の T H X 部門との共同開発によるものです。リス 
ナーの後方に位置するよラ加えられたサラウンド 
バック ch は、ミキシング段階で Dolby Digital 
Surround EX 技術によって符号化され、映画館での 
上映時に復元されます。従来の己.1 ch スピーカー構 
成では表現し切れなかった後方部の繊細な描写力- 
空間の奥行さや広がり感.音像定位などが得6れる 
よラになりました。一般家庭でこの新技術を忠実に 
再生することができるのは 、 THX Surround EX の 
□ゴが搭載された製品だけです。この製品は通常の 
已 . Ich ソースでも 「THX Surround EX 」 モードでお 
楽しみいただけます。この場合のサラウンドバック 
ch の音声は、所定の演算処理によって生成されます 
ので、お好みに応じてご使用ください。 


人間の耳は、音の到達ち向によって音色の感じ方が 
変わります。映画館では数多くのサラウンドスピー 
カーが聴衆を囲むよラに配置されていますが、ホー 
ムシアターでは U スナー両側の2本のみです。この配 
置の違いか6起こる音色の差を補正し、かつ前方か 
ら到達する音の性質にをわせることによって、フロ 
ント/ブラウンド間の音の繫がりをスムーズにしま 
す。 

Adaptive Decorrelation 


映画館ではサラウンドスピーカーが多数なのに巧 
し、 ホーム シアターは通常2本です。そのため、広が 
り感やヴラウンド感に欠けてしまったり、近接した 
スピーカーに音場が偏ってしまうことがあります。 
Adaptive Decorrelation はヴラウンド信号間の時間 
と位相の関係を微妙に変化させることにより、2本の 
スピーカーでを U スニングエ U アを拡大して、映画 
館と同様の効果ををたらします。 

Loudspeaker Position 1 ime 
Synchronization 


THX は THX 社の商標または登録商標です。 

Surround EX は THX 社とドルビーラボラトリーズび共 
同で開発した技術であり、ドルビーラボラト U —ズの商 
標です。許可のもとに使用されています。不許複製。 


それぞれのスピーカーから U スニングポジションま 
での距離の差を調整する機能です。この調整を行ラ 
とすべてのスピーカーが正確に同期するため、切れ 
目のない自然な音場を再現することがでさます。 

Bass Peak Level Manager 


Re-tqualization 


Dolby Di 資 ital のソフトには ホーム シアターの環境の 
ちとでは非常に大きなレベルの低音が記録されてい 
る場合があります。目 ass Peak Level Manager ^ 
使用するとご家庭のシステムに適したピークレベル 
を設定することができます。（この機能については6已 
ページを参照してください。） 


映画のサウンドトラックは、映画館での上映用に製 
作されているため、それを家庭用のオーディオ機器 
で再生すると、過度に明るく耳障りに聞こえます。 

Re - Equalization はル型のホームシアターでも正確な 
音色バランスを巧現します。 

^ メモ 

本機は r 日. I 再生検出信号 」 （DTS - ES と Dolby Digital Surround EX ) を自動検出しますが、それ6 
の技術を用いて上映された映画でも、 DVD 化の際にこの検出信号を収録していないちのがあります。 
この場合は手動にて最適なモードに変更してください 。 Surround EX 技術により製作された映画の U 
ストは各ウェブサイトにてご覧になれます。 
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プリ七ットコードメーカ-覧 


本機の U モコンは下記の表にある方ーカーの製品に対応しています。プリセツトコード方一力一一賣にある;<ーカー 
のプ 1 」 セツ トコードをすべて呼び出してち ^ 一力一や製品によっては、操作でさなかった 0 、違ラはた 5 さをするこ 
とがあります。 


DVD 

ONKYO 

VCR {VTRl 

PHONOLA 

FUNAI 


PANASONIC 


QUASAR 

GE 

^一力一 

PHILIPS 

乂一た一 

RCA/PROSCAN 

GOLDSTAR 

PIONEER 

RCA 

PIONEER 

REALISTIC 

GOODMANS 

DEMON 

SANYO 

ADMIRAL 

SABA 

GRANDIENTE 

JVC 

SHARP 

AIWA 

SAMSUNG 

GRUNDIG 

PHILIPS 

SONY 

AKAI 

SANSUI 

HITACHI 

PANASONIC 

TEAC 

ALBA 

SANYO 

に E 

RCA 

TECHNICS 

AUDIO DYNAMIC 

SCHNEIDER 

旧 RADIO 

SAMSUNG 

YAMAHA 

BELL&HOWELL 

SCOTT 

ITT/NOKIA 

SONY 


BLAUPUNKT 

SEG 

」C PENNY 

TOSHIBA 

STB 

BROCSONIC 

SELECO 

」VC 

YAMAHA 

(CATV、BS デジタル 

BUSH 

SHARP 

KENDO 


チユーナ ー 、 BS デジタル 

CANON 

SIEMENS 

KTV 

LD 

チユーナー 内蔵テレビ） 

CGM 

SIGNATURE 

LOEWE 



CITIZEN 

SONY 

LXI 

^ 一力一 

乂一た一 

CLATRON に 

SYLVAN 1A 

MAGNAVOX 

PIONEER 

PIONEER 

CRAIG 

SYMPHONIC 

MARK 

DEMON 

BLAUPUNKT 

CURTIS MATHIS 

TANDBERG 

MATSUI 

KENWOOD 

GENERAL INSTRU¬ 

DAEWOO 

TASHIRO 

MATSUSHITA 

PANASONIC 

MENT 

DBX 

TATUNG 

MEDION 

PHILIPS 

GOLDSTAR 

DIMENSIA 

TEAC 

MITSUBISHI 

SONY 

GRUNDiG 

EMERSON 

TECHNICS 

MIVAR 

YAMAHA 

HAMLIN 

FERGUSON 

TELEFUNKEN 

NEC 


HNS/HUGHES 

FISHER 

THORN 

NOKIA OCEANIC 

CD-R 

HITACHI 

FUNAI 

TOSHIBA 

NORDMENDE 


ITT/NOKIA 

GE 

UNIVERSUM 

OKANO 

^ 一力一 

」 ERR0LD 

GOLDSTAR 

W.WHOUSE 

ONWA 

PIONEER 

NEC 

GOODMANS 

WARDS 

PANASONIC 

DEMON 

OAK 

GRUNDIG 

YAMAHA 

PHILCO 

JVC 

PANASONIC 

HITACHI 

ZENITH 

PHILIPS 

KENWOOD 

PHILIPS 

INSTANT REPLAY 


PHONOLA 

PHILIPS 

RADIO SHACK 

ITT/NOKIA 

TV 

PORTLAND 

SONY 

RCA 

」C PENNY 


PROSCAN 


SAMSUNG 

」VC 

^ 一力一 

QUASAR 

DVR 

SCIENTIFIC ATLANTA 

KENDO 

PIONEER 

RADIO 


SIEMENS 

KENWOOD 

ADMIRAL 

RADIO SHACK 

^ 一力一 

SONY 

LOEWE 

AIWA 

RADIOLA 

PIONEER 

TOSHIBA 

LUXOR 

AKAI 

RCA/PROSCAN 


TOCOM 

LXI 

ALBA 

SABA 

MD 

ZENITH 

MAGNAVOX 

AOC 

SAMSUNG 



MARANTZ 

BESTAR 

SANYO 

^ 一力一 

TAPE 

MARTA 

BLAUPUNKT 

SCHNEIDER 

PIONEER 


MATSUI 

BLUE SKY 

SCOTT 

DEMON 

^ 一力一 

MEMOREX 

BRANDT 

SHARP 

JVC 

PIONEER 

MINOLTA 

BROCSONIC 

SIEMENS 

KENWOOD 

DEMON 

MITSUBISHI 

BUSH 

SIGNATURE 

SONY 

FISHER 

MULTITECH 

CLATRON に 

SONY 

YAMAHA 

」VC 

NEC 

CRAIG 

SYLVAN 1A 


KENWOOD 

NOKIA OCEAN に 

CROSLEX 

SYMPHONIC 

CD 

NAKAMICHI 

NOKIA 

CURTIS MATHIS 

TATUNG 


ONKYO 

NORDMENDE 

DAEWOO 

TELEFUNKEN 

力一 

PHILIPS 

OKANO 

DAYTRON 

THOMSON 

PIONEER 

SONY 

OLYMPIC 

DUAL 

THORN 

DEMON 

TEAC 

ORION 

EMERSON 

TOSHIBA 

FISHER 

TECHNICS 

PANASONIC 

FERGUSON 

UNIVERSUM 

JVC 

YAMAHA 

PENTAX 

FIRST 

VIDECH 

KENWOOD 


PHILCO 

FISHER 

W.WHOUSE 

MAGNAVOX 

TUNER 

PHILIPS 

FUJITSU 

WARDS 

MARANTZ 




WATSON 


^ 一力一 



ZENITH 


PIONEER 



技術資料 


工場出荷時の設定一覧 


設定項目 

初期値 

参照ページ 

スピーカー- f ンピーダンス 

8 〇 〜160 

P.30 

サラウンドバックシステムの設定 

Normal System (—般的ヴラウンド） 

R39 

スピーカーの有り無し/低域再生能力 

ずべて SMALL (ル） 

R45 

サブウーファー 

YES (有が 

R45 

スピーカー出カレベル 

Od 巨（補正無し） 

R 47,51 

スピーカーまでの距離 

ずべて 2m 

R48 

ク□スオーバー周波数 

80Hz 

P.50 

視聴環境の周波数特性の補正 

全帯域 OdB (お 正無し） 

R10,53 

超イ氏域音声のピークレベル設定 

OFF 

R65 

ダイナミックレンジコント□ールの設を 

OFF 

R66 

THX CINEMA 設定 

□□ PRO LOGIC !!/□□ PRO LOGIC llx MOVIE 

R67 

デジタル入力の設定 

U アパネル表記通り 

R68 

コンポーネントビデオ入力の設定 

ずべて OFF 

R69 

i 丄 INK 入力の設定 

i.LINK 

P.70 

SACD ダイレクトの設定 

OFF 

P.72 

PHON 0/UNE 端子の切り換え設定 

PHONO 

P.73 

マルチルームと 旧 レシーバーの設定 

VARIABLE/Settingl 

P.74 

入カファンクシヨン 

DVD/LD 

P.75 

入力信号の種類 

AUTO (入カフアンクシヨンによっては 
DIGITAL/ANALOG 固定） 

R76 

SB CH MODE 

ON 

R84 

U スニングモード 

□□ PRO LOGIC !!/□□ PRO LOGIC llx MOVIE 
(VIDEO 系入カフアンクシヨン） 

STEREO 

(AUDIO 系入カフアンクシヨン） 

P.78 

スト U —ムダイレクトモード 

ON 

P.77 

アコースティックキヤ U ブレーシヨン EQ 

OFF 

(自動設定を行ラと自動的に 

ALL CH AD」UST モードで ON されまず） 

R86 

デジタルノイズ U ダクシヨン機能 

OFF 

R87 

ミッドナイト U スニング機能 

OFF 

R87 

ラウドネス機能 

OFF 

R88 

トーンコント□ール機能 

BYPASS 

R88 

オーディオスケーラー機能 

OFF 

R89 

サウンドディレイ機能 

0.0 frame 

R89 

スピーカーシステム A/B 

A (Normal System のとき） 

R85 

マルチチヤンネル入カモード 

OFF 

P.90 

デュアルモノの設定 

chi 

R90 

SACD ゲイン 

OdB 

R95 

ビデオセレクト 

VIDEO 系入カフアンクシヨン：入カフアンクシヨンと同じ 
AUDIO 系入カフアンクシヨン： OFF 

R96 

ディスプレイの明るさ 

一番明るい 

R96 


設定才ールリセツ 


設定才ールリセツトは W 下の手順で実行しまず。操作は本体フ□ントパネルで巧いまず。 

設定オールリセツトを巧ラと、上記のずべての設定が工場出荷時の状態になりまずので十分ごミち意ください。 

①本 機び STAND 巨丫モードの ときに TONE @ FU こ 「 RESET ?」 と 表示されたら T 日 NE — ボタンを押 

ボタンを押しなびら STANDB 丫/ 日 N ボタ し、 「日 K ?」 表示 撥に T 日 NE + ボタンを押します 


ンを2秒じ(上押し続ける 


ONE CONTROL ■ 
REBLE - 


iNE CONTROL ■ 
作 BLE - 


み + 和 ◎一 苗一◎—も 
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藏メモ 

1力月程度電源コンセントから電源コードを巧しすこ找態またはち電源を OFF にしておくと本機で設定した各種設定び1」セットさ 117 

れまずのでごを意 < ださい。 



技術資料 


仕様 


オーディオ部 


コンポーネントビデオ部 


実用最大出力り曰 TA 、 IkHz 、 10%、 S が 


フ n ント . 160 W +160 W 

センター . 160 W 


サラウンド .] 目日 W 十1目日 W 

サラウンドバック . 160 W +160 W 

定格出力(ステレオ動作時） 

20 Hz -20 kHz 、 0.09%. SO 1 ] 日 W + ] 10 W 
定格出力(サラウンド動作時） 

20 Hz -20 kHz 、 0.09%、80 

フ n ント . 110 W +1 10 W 

センター . 110 W 

サラウンド . 110 W +1 10 W 

サラウンドバック . 110 W +110 W 

入力端テ(感度/インピーダンス） 

PHONO MM .4.7 mV /47 kQ 


LINE 系 .33 己 mV /47 kQ 

周波数特性 
PH 0 N 0 (RIAA 偏差） 

.20 Hz 〜 20 kHz (+ 0.3 服） 

LINE 系 . 曰 Hz - 100 kHz ' こ目 

出力端子（レベル/インピーダンス） 

REC OUT 系 . 33已 mV /2.2 kO 

[ ンコント□-ル 

BASS . + 目 d 巨(100 Hz ) 

TREBLE . + 6 d 巨 (10 kHz ) 

L 日 UDNESS (ボ U ユームポジション ー4 日 dB 時） 

.+4 d 巨/ +2 d 巨(100 Hz /10 kHz ) 

SN 比 ( IHF 、 ショートサーキット、 A ネットワーク） 

LINE 系 . 103服 

SN 比 ( EIA 、 1 W (1 kHz )) 

LINE 系 . 83服 


入力端テ(感度/インピーダンス） . 1 Vp - p /75 £2 

出力端子（レベル/インピーダンス） ....... 1 Vp - p /75 i 2 


SNlt . 巨已 dB 

周波数特性 . 5 Hz 〜100 MHz 、 こ弓 d 巨 

電源部-その他 

電源 . AC ]00 V 、 曰0/目 OHz 

消費電力 . 440 W 

待機時消費電力 .0.8 W 

予備電源コンセント 

連動 . 1 (1 日日 W 最大) 

外あ寸法 

..... 42日川畐） X188( 高さ） X 4 日 4( 奧巧） mm 
質量 .21.2 kg 


付属品 

U モつン . 1 

電源一!—ド ] 

単3おアルカ U 乾電池 ( LR 日） . 4 

オートセットアップ巧マイク . 1 

オートセットアップ用マイクスタンド . 1 

保証書 . 1 

修理窓口 -ご相談窓□のご案内 . 1 

スピーカーコーションシート . 1 

取扱説明書 


♦仕様および外観は改良のため予告な<変更すること 
がおじます。 


ビデオ部（コンポジット、 S ) 

入力端モ(感度/インピーダンス） . 1 Vp - p /75^2 

出力端子（レベル/インピーダンス） ....... 1 Vp - p /75 a 


SNht . 色已 d 巨 

周波数特性 . 已 Hz - 10 MHz 、 こ弓 d 巨 



お手入れについて 

通常は柔らかい巧で空おきしてください。巧れがひどい場合は水で己〜日倍に薄めた中性洗剤 
に柔らかい布を浸してよく絞った後、ミちれを拭き取り、その後乾いた布で拭いてください。 
アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などが付着すると、印刷、塗装などがはげること 
がありますのでごを意<ださい。また、化学ぞラさん等をお使いの場をは、化学ぞラさん等 
に添付のま意事項をよ < お読み < ださい。 



音のエチケット 

楽しい音楽を時と場所によっては気になるをのです。隣近所への思いやりを十分にいたしま 
しぶラ。 

ステレオの音量は、貴方のむがけ次第で大きくをルさくちなります。 

とくに静かな夜間にはルさな音でを通りやすいをのです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配 
りましょう。近所へ音が漏れないように窓を閉め、お互いにむを配り、快い生活環境を守り 
をしょつ。 
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困ったとを 



と馬 i つたら 


故障かな？と思った6け下を調べてみてください。意外な5スび故障と思われていまず。また、本機■(外の原因ち考 
えられまず。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器もあわせてお調べくださし、。 

け下の項目を調べてち直6ない場合は、修理を巧頼してください（与 t 125)。 


音について 


「音び出ない」 r 音びおかしい」 r ノイズび出る」など、音についての疑問や症巧です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせてち、 

入力端子の接続が正し < ない。 

接続を再確認する。 


音が出ない 

デジタル入力の設定び正し < ない。 

設定を修正する。 

P .68 


SIGNAL SELECT の入力信号選択び正しく 
ない。 

SIGNAL SELECT ボタンで正しい入力 
信号を選択する。 

P .76 


S ュート状態になっている。 

リモコンでミュートを解除する。 

P .17 


スピーカー出力び OFF になっている。 

SPEAKERS ボタンを押して 、 ON 
( SP ^ A ) にずる。 

R 85 


MULTI CH IN モードになっている。 

MULTI CH IN を OFF にして、通背の U 
スニングモードにする。 

P .90 


音量び下びっている。 

MASTER VOLUME を調整する。 

P .75 

フ□ントス ピーカ ー L ソ 
がの音び出ない 

スピーカーシステムの設定びフ□ント ch 政 
外すベて N 0になっている。 

スピーカーシステムの設定を修正する。 

R 45 


1」スニングモードが STERE 0/ D 旧 ECT に 
なっている。 

サラウンド再生用の1」スニングモードを 
選択ずる。 

P .80 

サラウンドバックス 
ピーカー か 5 音が出な 

サラウンドバックチヤンネルの設定び OFF 
になっている。 

ON を選択する。 

P .84 

い 

サラウンドバックチヤンネ J レの設定び 

AUTO で「6. Ich 再生検出信号」の収録さ 
れていないソースを使用している。 

ON を選択する。 

P .84 


サラウンドバックシステムの設定が [Front 
Bi - Amp ] またはに econd Zone ] になっ 
ている。 

[Normal System ] を選択する。 

P .39 


スピーカーシステムの i 受定でヴラウンド 
バック ch の設定が N 0になっている。 

サラウンドバック ch の設定を修正ずる。 

P .45 


接続び正しくない（サラウンドバック ch を 

1本のスピーカーで接続していて Rch 側に 
接続している）。 

接続を再確認する（サラウンドバック ch 
を]本のスピーカーで接続しているとき 
は Lch 側に接続する）。 

P .29 

デジタル機器の音び出 

デジタル接続び正しくない。 

デジタル接続を再確認する。 

R 28 

ない 

デジタル入力の設定び正し < ない。 

デジタル入力の設定を修正する。 

P .68 


SIGNAL SELECT の入力信号選択び正しく 
ない。 

デジタル出カレベル調整機能び付いている 
CD プレーヤーなどの場合、デジタル出カレ 
ベルの設定び低すざる。 

DTS 信号び正し < 読み取れない。 

再生ソフトのデジタルフオーマットに対応 
していないプレーヤーである（または対応 
しない設定になっている）。 

接続されているデジタル機器に応じて、 
SIGNAL SELECT ボタンで DIGITAL を 
選択ずる。 

プレーヤーのデジタル出力設定を適切に 
修正ずる。 

DTS CD の場合は OdB に設定してくだ 
さい。 

対応フォーマットの音声トラックを選択 
する（または対応させる設定にする）。 

R 76 

DTS CD の ヴーチ 中に 

サーチ中に CD に含まれるデジタル情報を 

故障ではありません。サーチ中はアンプ 


ノイズび出る 

読み取ってしまラ。 

の音量を下げ、スピーカーから出る音を 
抑えて < ださい。 


DTS の L □を再まする 

SIGNAL SELECT で ANALOG が選択され 

機器を正しくデジタル接続し、 S に NAL 

P .76 

とノイズが出る 

ている。 

SELECT ボタンで DIGITAL を選択する。 


SIGNAL SELECT は 

再生ディスクびドルビーデジタル対応でな 

SIGNAL SELECT ボタンで AUTO を選 

P .76 

□□RF だび、 L □を再生 
してち音び出ない 

し、。（すべての LD びドルビーデジタル対応 
とはかざ0ません） 

おずる。 


録音ができない 

アナ□グ信号をデジタルで、デジタル信号 
をアナ□グで録音しよラとしている。 

アナ□グ信号はアナログ録音、デジタル 
信号はデジタル録音のみ可能です。 

P .97 


コピープ□テクト信号の入ったデジタル信 
号である。 

コピープ□テクト信号の入ったデジタル 
信号は録音することはでをません。この 
場合はアナ□グ接続を行いアナログ録音 
してください。 

P .97 


REC 端子の接続び正しくない。 

正し < 接続し直ず。 

R 27,28 
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資 

料 


困 

ご 

た 

と 

を 


119 




困つたとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

無入力でちノイズが 聞 
こ无る 

電源そのをのにノイズび残っている。 

パソコンなどのデジタル機器とたこ足配 
線になっていないか確認ずる。 


マルチチヤンネルの 
DVD 才ーデイオを再生 
したがフ□ントか 6 し 
か音び出ない 

MULTI CH IN 端子で接続したものではない 
信号を再生している（デジタル PCM 出力な 
ど)。 

MULTI CH IN 端子の接続を再確認し、 
MULTI CH IN ボタンで再生モードを選 
択する。 

P .22,90 

特定のスピーカーから 
音び出ない 

スピーカーシステムの設定が N 0になって 
いる。 

スピーカーシステムの設定を修正ずる。 

R 45 


スピーカーの接続び外れている。 

スピーカーの接続を確認ずる。 

R 29 


ソフトのサウンドトラックが意図的にその 
よラに録音されている。 

1」スニングモードによっては効果音のみ 
出力される場合がありまず。 



スピーカーの出カレベル設定びルさい。 

スピーカーの出カレベル設定を上げる。 

R 47 


サラウンドバックシステムの設定で 
|：Second Zone ] び選択されているときの 
スピーカーシステムの選択び合っていない。 

スピーカーシステムで 「 A + B 」 または 
旧」にする。 

R 85 


サブウーファーの接続/再生について 


音についての問題の中でち、特に接続しにサブウーファーについての疑問や症状をまとめましに。 


症状 

原因 

対応 

参照 

サブウーファーか 5 音 
び出ない 

サブウーファーあり/なしの設定び[ N 0] 
(なし）に設定されている。 

Speaker Settin 邑]設定を確認して、サ 
ブウーファーの設定を [ Yes ] または 
[ PLUS ] にする。 

R 45 


バスピークレベルの設定値び [-80]( 最ル） 
になっている。 

[Bass Peak Level ] の設定を、適切な 
レベルに調整する。 

R 65 


再生しているソースのシーンや音楽に超低 
域成分 （ LFE チャンネル）び含まれていな 
い。 

すべての場面に超低域成分 （ LFE チャンネ 
ル）びおるねけではないので、サブウー 
ファーから音び出ていないと感じられるこ 
とびありまず。 



接続び外れている。 

サブウーファーの接続を確認して、外れて 
いるとをは接続し直す。 

R 29 


サブウーファー側の電源が OFF になってい 
る。 

ヴブウーファーの電源を確認する。 



サブウーファー側の自動スタンバイ機能び 
働いている。 

サブウーファーの機能を確認する（詳しく 
はヴプウーファーの取破説明書をご覧くだ 
さい。） 


サブウーファーか 5 の 
音びかさい 

低域成分の少ない/ないソースやディスク 
( CD など）を再生している。 

再生しているソースによっては低域成分び 
かなく、サブウーファーからの音び十分で 
ないと感じられることびありまず。その場 
合 Speaker Setting ] の設定状況によっ 
ては、サブウーファーからの音をより強調 
した設定を選ぶことちでさます。 

R 45 


サブウーファー出カレベルの設定値び小さ 
い。 

に hannel Level ] の設定を確認して、適 
切なレベルに調整する。 

R 47 


ノ くスピークレベルの設定値びルさい。 

[Bass Peak Level ] の言さ定を確1 忍して、 
適切なレベルに調整する。 

R 65 


ク□スオーノ f 一周波数の設定が低い。 

に rossover Network ] の設定を確認し 
て、適切なレベルに調整する。 

R 50 


サブウーファー側のボ1」ューム設定び小さ 
い。 

サブウーファーのボリュームレベルを上 
げる。 



曲{像について 


「映像び出ない」「メニュー画面 ( OSD 画面)び表おされない」など映像についての疑問や症状です。 


症が 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせてち、 
映像が出ない 

TV モニター側の入力切り換え設定び正しく 
ない。 

ソース機器と TV モニターを接続するコード 
の種類（整合性）び正しくない。 

TV モニターの取扱説明書をお読みにな 
り、正しい入力に切り換えてください。 
正しい接続法に変更する。 

P .20 

コンポーネント端子 
(または D 端子）に接 
続したソース機器の映 

モニター TV との接続びコンポジット（また 
は S 2) である。 

モニター TV との接続にコンポーネント 
ケーブル（または D 端モケープル）を使 
ラ。 

R 18,19 

像が出ない 

コンポーネント入力設定び正しくない。 

コンポーネント入力設定を正しく行う。 

P .69 








困ったとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

録画ができない 

録画機器の接続端テとソース機器の接続端 
子び合っていない。 

録画機器の接続端子とソース機器の接続 
端子を（コンポジットまたは S ビデオで） 
合わせる。 

R26 


コピープ□テクト信号の入った映像信号で 
ある。 

コピープ□テクト信号の入った映像信号 
は録画することびできません。 


セットアップ画面が表 
示されない 

本機の MOMTOR 0UT2 端テに接続して 
いる。 

本機の MONITOR 0UT2 端子は OSD を 
表示しないので MONITOR 0UT1 端テ 
またはコンポーネントの MONITOR 

OUT 端子(□端子を含む)と接続する。 

R21 


テレビによっては、コンポーネント端子を 
使って接続しているとをにセットアップ画 
面 (OSD 画励び表示されないものびある。 

カラーバース ト 設定を OFF にする。(工場 
出荷時は ON に設定されていまず)。手順 
は、電源スタンバイ時に、フ□ントパネ 
ルドア内部の RETURN ボタンを押しな 
がら STANBY/ON ボタンを巧しまず。 
押ずたびに ON/OFF び切り換わりまず。 



操作について 

「操作でさない」「電源び切れる」など操作時にある疑問や症状です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

大音量で再生したとを 
に電源が切れる 

スピーカーコードの芯線びスピーカー端子 
からはみ出して、1」アパネルに接触してい 
るか、+— び接触し、保護回路び働いてい 
る。 

スピーカーコードの芯線をちラー度しつ 
かりねじり直し、アンプまたはスピー 
カー側のスピーカー端子からはみ出ない 
よラに接続する。 

R29 


スピーカーの実動作上の最低インピーダン 
スび非常に低いため、保護回路び働いた。 

ボ U ュームを下げて再生する。 

視聴環境の周波数特性の補正で低域(巨3 

Hz または12己 Hz) のレベルを下げる。 

P.53 



DIGITAL SAFETY 機能を ON にずると、 
さらに数 d 己音量び上げられる場合びあ 
ります。（スタンバイモード時に、 SET 

UP ボタンを巧しなびら STANDBY/ON 
ボタンを巧すと、 D に ITAL SAFETY の 
ON と OFF び切り換わりまず。 


操作ボタンを巧してち 
動作しない 

空気が乾燥しているとさ、静電気などの影 
響を受けている。 

電源プラグを一度コンセン ト から外して、 
再び差し込む。 


リモコン操作がでさな 

主電源ボタンび OFF^ になっている。 

主電源ボタンを ON— にする。 

P.11 

い 

1」モコンの電池が消耗している。 

電池を交換する。 

P.5 


距離が離れずざている。角度び悪い。 

7m 攻内、左ち 3Cr しソ内で操作する。 

R13 


途中に信号を遮る障害物びある。 

障害物を取り除くか、操作する場所を移 
動ずる。 

P.13 


壁光燈などの強い光が U モコン信号受光部 
に当たっている。 

リモコン信号受光部に光が直接当たらな 
いよラにする。 

P.13 

他機器をリモコンで操 

プ U セツトコードの設定び間違っている。 

正しいプ1」セットコードを設定ずる。 

P.99 

作でをない 

電池切れの期間に ><モ|」一び消まされた。 

をラー度設定を斤ラ。 


SR 接続をしているの 
に相手機器がリモコン 

接続でコント□ール端子の IN/OUT を間違 
义ている。 

正し < 接続し直ず。 

P.35 

で動作しない 

コント□ールコード政がの接続をしていな 
い。 

アナ□グのオーディオコードなどを接続 
する。 

P.27 


他社製品の同用達端子と接続している。 

他社製品の動作はサポートしていません。 


SIGNAL SELECT ボ 
タンを巧しても入力び 
DIGITAL にならない 

接続またはデジタル入力の設定び正しくな 
い。 

MULTI CH IN =E— ドになっている。 

機器の接続を巧確認し、「デジタル入力の 
設定」を正しく修正する。 

MULTI CH IN を OFF にする。 

P.28,68 

R90 

己. Ich ソースを再生し 
ているのに、 5.1ch 再 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定び 

OFF になっている。 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定を 

ON にずる。 


生されない 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは 
DTS 出力設定び OFF になっている。 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまた 
は DTS 出力設定を ON にずる。 


DVD 才ーディオを再生 
ずるとプレーヤーには 
目巨 kHz と表示される 
が、本機では表示され 
ない 

MULTI CH IN 端ではアナ□グ入力端子なの 
で、デジタル情報を表示することはでさま 
せん。 

故障ではありません。プレーヤーの取扱 
説明書ちご覧ください。 
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困つたとを 
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症状 

原因 

対応 

参照 

日巨 kHz のソフトを再 
生しても表示が 

9 巨 kHz にな 5 なし、 

プレーヤー側で 96 kHz 出力び OFF になっ 
てし'!る。 

プレーヤーの 96 kHz 出力を ON にずる。 


AMP ERR または 
STANDBY インジケー 
夕一が点滅して自動の 
に電源が切れる 

低周波の過大な入力び持続した。 

本機のアンプ回路び故障です。 

すみやかに使用を停止し、修理を依頼し 
てください。この症状のあとに電ミ原の 
ON / OFF を繰り返すのはおやめくださ 
い。 

"25 

FAN STOP と点滅し 
自動的に電源が切れる 

後面の放熱孔から異物びひっかかり、ファ 
ンを止めてしまった。 

異物を取り除く。 



放熱用ファンが故障した。 

修理を依頼してください。 

R125 

OVERHEAT と点滅表 
示したまま音び出なく 
なる 

本機内部の温度び許容値を超えた。 

通風びよくなるように設置を変える。 

一度電源を切り、冷えてから使用ずる。 


THDCTNG と点滅し 
自動的に電源が切れる 

温度検出用部品（ヴー S スタ）の故障です。 

修理を依頼してください。 

R125 

リモコンのバックライ 
卜点灯時に ENTER ボ 
タンのみ点打しない 

| J = E コンの仕様でず。故障ではありません。 




lLINK 接続/再生について 

i . LINK ケーブルでつないだ機器の音を再生するときの疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

LLINK インジケーター 
が点打しているが音が 
出な し、 

接続した機器び著作権保護 ( DTCP ) に対 
応していない。 

本機が対応していない音声フォーマット信 
号を入力している。 

接続した機器のし LINK 出力端子から出力さ 
れていない。 

本機は善作権法 （ DTCP ) に対応してい 
まず。接続した機器の取扱説明書を参照 
して < ださい。 

接続した機器の取扱説明書を参照して< 
ださい。 

接続した機器の取扱説明書を参照して< 
ださい。 

R23 

LLINK インジケーター 
が消打していて、音が 
出な し、 

入力信号の切り換えで、 i . LINK 対応機器を 
選んでいない。 

i . LINK ケープルびがれている。 
i . LINK ケープルび長すぎる。 

LLINK AUDIO フォーマットに対応してい 
ない機器を接続している。 

再生している機器と本機との間の機器の電 
源が切れている。 

SIGNAL SELECT ボタンで AUTO を選 
おずる。 

正し < 接続し直ず。 

3.5 m 政下のケープルを使用する。 

接続した機器の取扱説明書を参照する。 

電源び切れていたり、機種によっては、 
電源びスタンバイ状態の場合、信号を伝 
送することびでをません。 

詳し<は、接続した機器の取扱説明書を 
参照してください。 

R76 

P.22 

P.19 

PQLS OFF または 
PQLS ON が一瞬表お 
されて、音び途切れる 

i . LINK 接続で再生中に、他の i 丄 INK 接続機 
器の状態を変更したりずると PQLS の ON / 
OFF び切り換わり、音び一瞬途切れること 
びあじまず。 



SIGNAL SELECT TT ' 
LLINK が選べない 

i . LINK 対応機器の電源び入っていない。 
i . LINK 入力の設定び正しくない。 

電源を入れる。 

正しく設定する。 


DVD 才ーデイオ/ 
SACD の再生を停止し 
てちプ□グラムフォー 
マツ ト インジケーターが 
表示されたままになる 

DVD オーディオ / SACD の再生を停止して 
ち、他のフォーマットび入力されるまで、 

プ□グラムフォーマットインジケーターは 
表示されたままです。 



他製品のアツフグレー 
ドを行ったあとに 

LLINK で接続したその 
機器の名前び表示され 
なかったりその機器を 
フアンクシヨンで選択 
でさなし、 

製品のアップグレードなどによって機器の 
認識びでをなくなっている。 

本機内部の機器情報を初期化します。本 
体のボタンを使って L ソ下の手順で行って 
ください。 

1電源スタンバイ時に STEREO / 

D 旧 ECT ボタンを巧しなびら 
STANBY / ON ボタンを2秒じ(上巧し 
続ける。 

2 [□巨 CLEAR ?] 表示中に MULTI CH 

IN ボタンを押ず。 

3 [ D 巨 CLEAR 0 K ?] 表示中に ACOUS - 
TIC EQ ボタンを押ず。 

[□巨 CLEAR SET ] が表おされたら初 
期化鶴了でず。もし[□巨 ERRO 刊び 
表示されたら、再度巧ってください。 







困ったとを 


し LINK 関係の表示部のメッセージの意味 


「BUS FULL 」 ： 

i . LINK の伝送容量び最大まで達したために，もラデータを送信することびでをなし、。 

「CANNOT LINK 1」： 

本磯と LLINK 接続されている機器との接続関係び不安定である。 i . LINK ケーブルび正しく接続されているか確認し、 
本機と LLINK 接続されている機器との間に i . LINK 対応機器びある場合は、それらの機器わ含めて正しく接続されてい 
るか確認してください。 

「CANNOT LINK 2」： 

i . LINK 接続したい機器を識別でをないので、その機器か5の信号を受信できない。 

「LINK CHECK 」 ： 

i . LINK 接続関係を確認している。例えば本機と i . LINK 接続されているネットワーク上で、新しく機器び加えられた0、外 
されたりしたときに表示します。再生中にこの;<ッセージび表示されたとさは、音が途切れる場合びあります。 

「LOOP CONNECT 」 ： 

i . LINK 対応機器間の接続において、接続びループになっている。 

[NO NAME 」 ： 

i . LINK 接続されている機器に、製品名またはメーカー名などの情報げないときに表示します。 

「 N 0 SIGNAL 」 ： 

LUNK 対応機器でちレシーバーのよラに再生信号を出力しない機器や本機で受信でさない信号を出力ずる機器を選択 
した時に表示します。 

「PQLS 〇刊： 

再生中に PQLS の機能び日 FF になったとさに表示されます。このとさ、音び瞬間的に途切れます。 

「PQLS ON 」 ： 

再生中に PQLS が機能び日 N になったときに表示されます。このとを、音が瞬間的に途切れます。 

「 UNKNOWN 」 ： 

i . LINK 接続されている機器の情報び認識できない時に表示します。 


インジケーター/表示について 


操作中のインジケーター表示などの疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

圧縮デジタル*のソフ 

デジタル接続び正し < ない。 

接続を再確認する。 

R 28 

卜を再生してち、巧応 
ずるインジケーターび 
点打しない 

デジタル入力の設定び正しくない。 

デジタル入力の設定を正しく行ラ。 

P .68 

S に NAL SELECT の入力信号選択が正しく 
ない。 

SIGNAL SELECT ボタンで正しい入力 
を選択する。 

P .76 


プレーヤーび停止か一時停止になっている。 

再生を開始する。 



プレーヤーの音声出力設定が間違っている。 

プレーヤーの音声出力設定を各フォー 
マットに対応するよラ修正する。 



再生しているトラックび PCM などになって 
いる。 

プレーヤーの音声切り換え機能で圧縮デ 
ジタル*の音声を選択する。 


圧縮デジタル*のソフ 
卜を再生してもずべて 
のプ□グラム フォー 
マツ トインジケーター 
が点灯しない 

収録フォーマットび已 .1 巳 h (または re.ich 
再生検出信号」対応）ではない。 

故障ではありません。再生しているソフ 
卜のパッケージをご確認ください。 


圧縮デジタル*のソフ 
卜を再生してち、 

デジタル信号び入力されていない。 

SIGNAL SELECT ボタンで AUTO また 
は□に ITAL を選ぶ。 

P .76 

□□ DIGITAL または 

DTS などの表示になら 
ない 

ソフトの音声び2巳 h フォーマットである。 

故障ではありません。再生しているソフ 
卜のパッケージをご確認ください。 


ドルビーサラウンドエンコードされたソフ 
卜である。 
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困つたとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

Surround EX (または 
□TS ES) ソフト再生 
時に、サラウンドバッ 
クチヤンネルの設定を 
AUTO にしてち EX 
(または ES) デコード 
しない 

「巨. lch 再生検出信号」び記録されていない 
(劇場公開時と DVD 収録時はまれに違ラ場 
合があります）。 

サラウンドバックチヤンネ J レの設定を 

ON にする。 

P.84 

Surround EX (または 
DTS ES) ソフトを再 
生中、 S し S、SR® 
インジケーターは点灯 
するが、 EX (または 
ES) デコードしない 

IJ スニングモードび正しくない。 

サラウンドバックチヤンネ J レの設定を 

ON に変更し、リスニングモードをサラ 
ウンドにして再生する。 

R 78,84 


圧縮デジタル*:ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC などの総称として使用します。 


才ートセットアップ(音場補正)について 

サラウンドの自動設定 (Auto Settin 旨)のときにある疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

音場補正の才ート設定 
を何度行ってもエラー 
になる 

マイクとスピーカーとの間に障害物びある。 

障害物を移動させる。 


測定結果のサブウー 
ファーの距離が実際の 
距離より長い 

サブウーファー内部□ーパスフイルターの 
遅延特性の影響で再生音にデイレイがか 
かつている。 

MCACC では、こういった遅延特性を考 
慮したラえで距離を特定して正確なディ 
レイ時間を i 受定するよラにしていまず。 


スピーカーの大、ル設 
定び誤った設定になる 

耳に聞こえにくい周波数の騒音びある。 

エアコンなどモーターを使用した機器の 
電源を切ってみる。 


音場補正したび、音が 
おかしし、 

スピーカー端子の位相が反転している （+/ 
一が逆)。 

正しく接続ずる。 

R29 


自動設定時における OSD 画面のメッセージの意味 

「Connect Microphone 」 ： 

SETUP M に用ジャックに付属のマイク内蔵 U モコンを接続してください。 

「Too much ambient noise 」 ： 

周辺の騒音び大きすざ、測定に誤差び生じる可能性びあります。 

-エアコンなどモーターを使巧した機器や超音波ねずみ駆除装置などの電源を一時的に日 FF にするか遠ざけるな 
どの処置を行ってみて<ださい。 

-周囲び比較的静かな時間帯にをラー度や0直して<ださし、。 

「Check Microphone 」 ： 

マイクか5テスト信号び検出できなくなりました。 

. オートセットアップ巧マイクの接続や接続コードの断線をチェックしてください。 

-スピーカーび正しく接続されているか確認してください。 

-測定中はできるだけボ U ユームを変化させないでくださし、。 

「 Don’t change volume 」 ： 

測定精度び落ちる可能性があるため、できるだけボ U ユームを変化させないでくださし、。 

に RR 」 ： 

Speaker Level 測定後の丫 es/No Check 判定で、 UTF のような間違った接続を検出しました。 

-フ□ント、サラウンドに表示された：スピーカーび L / R の片方しか検出されませんでした。 

-サラウンド 「 N 日」、サラウンドバックに RR 」 の場合：サラウンドの接続は検出されずサラウンドバックの接続び 
検出されました。 

-サラウンドバック （1 本接続時)の場合 ： R ch 側か5検出しました （1 体のみ接続するときは、 Lch 側を使用してく 
ださい)。 

rAttention Subwoofer output level is too low Turn volume up on subwoorerj : 

[ YES ] と設定したサブウーファーの出力信号び検出できません。サブウーファー本体の電源を確認しボ U ユームを適 
正値に上げてください。 

•上記を確認したうえ、 [ Retry ] または [Go Next ] を選び、決定してください。 






保証とアフターサービス 


困ったとを 


証書巧 I おお2_ 

保証書は、必ず r 販売店名-購入曰」などの記入を確か 
めて販売店か5受け取っていただを、内容をよ<お読 
みのうえ、大切に保管してください。 

呆証期間はご購入曰か61年間でず。 

補修用性能部品 の巧有期巧 _ 

当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち切り後8 
年間保有しています。性能部品とはその製品の機能を 
維持するために必要な部品です。 

修埋に関 するご 質 問、ご相 談 _ 

お買い巧めの販売店へご相談-ご依頼<ださし、。 

修埋を依巧されるとを 

修理を依頼される前に取扱説明書の r 故障かな？と思っ 
たら」の項目をご確認ください。それでも異常のあると 
をは、必ず電源プラグを抜いてから、販売店へご依頼 
ください。ご転居されたり、ご贈答品などで、お買い 
まめの販売店に修理のご依頼びでさない場をは、別添 
の「修理窓口 -ご相談窓口のご案内」をご覧にな0、修 
理受付センターにご相談くださし、。 


連絡していただをたい巧を 

• ご住所 
• お名前 
• 電話番号 

• 製品名： AV マルチチヤンネルアンプ 
• 型番： VSA-AX 已 Ai 
• お買い上げ曰 

• 故障または異常の内容(でさるだけ詳しく） 

• 訪問ご希望曰 

• ご自宅までの道順と目標(建物や公園など） 

■ 保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書に 
記載されている当社の保証規定に基づさ修理いたしま 
す。 

■ 保証期間が過ぎているとさは： 

修理すれば使用できる製品については、ご希望によ0 
有料で修理いたします。 


本製品は家庭巧オーディオ機器（オーディオ-ビデオ機 

器）です。下記のを意事項を守ってご使用ください。 

1. 一般家庭用し U 列•での使用（例：店鋪などにおける巳 GM 
を目的とした長時間使用、車両•船舶への搭載、屋が 
での使用など）はしないでください。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていますので、 
測定器の信号（連続波）などの増幅用には使用しない 
で < ださし、。 

3. 八ウ U ングで製品が故障する恐れがありますので、マ 
イク□フオンを接続する場合はマイク□フオンをスピ 
一力一に向けたり、音が歪むよラな大音量では使用し 
ないで < ださい。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよラな大音量で再生し 
ないで < ださい。 



長年ご使用のオーディオ製品の点検をおすす 


故障や事故防止のためすぐに使 



めいたします。こんな症状はありませんか？ 

用を中止し、電源プラグをコン 

貴 


-電源コードや電源プラグび異常に熱くなる。 


セントから抜さ、「保証とアフ 

-電源コードにさけめやひび割れびある。 

ターサービス」（上記）をお読み 

-電気び入ったり切れたりずる。 


の上、修理受付センター（裏表 


-本体から異常な音、熱、臭いびする。 


紙）に点検をご巧頼ください。 


困ったとを 


125 






困つたとを 


さ < いん 


本機を操作するときの主な用語や表示をまとめました。参照ページに進むと、それぞれに関連する情報びあります。 


五十音順 

アナ□グ . 27,76 

オートセットアップ . 10.40 

音場補正 . 37 

ク□スオーバー周波数 . 46.50 

工場出荷時の設定（初期設定） . 117 

サラウンドモード （U スニングモード） . 77.78 

周波数（特性） . 37.53 

初期化（リセット、クリア） 

本体 . 117 

リモコン . 111 

初期設定（工場出荷時の設定） . 117 

スピーカーシステム A/B. 85 

スピーカー出カレベル . 47,8] 

接続コード/ヶーブル . 18 

ディスプレイ . 15 

デジタル . 28,7巨，1 ] 3 

デュアルモノ . 90 

バイアンプ接続 . 32 

バイワイヤ接続 . 32 

フ□ントパネル . 13 

へッドホン . 95 

マルチルーム . 33,74，日] 

U ァパネル . 18 

U スニングモード . 77,78 

リモコン . 已，1色 

アルファベット順 

Advanced MCACC. 8 

Acoustic Ca[ EQ. 37,巳3,86 

ACTION.79 

Auto Setting.1 0,40 

Bass Peak Level.65 

CENTER IMAGE.83 

CENTER WIDTH.82 

CHAMBER.80 

Channel Level. 47,81 

CLASS に冉 L.80 

Clear.111 

Component-In Select.69 

Crossover Network.50 

DANCE.80 

DELAY.89 

Dial. Norm.113 

Digital-In Select.68 

DIMENSION.82 

DIRECT. 77.78 

Direct Function.103 

DOLBY. 78,80，1 ] 3 

DRAM 冉 .79 

D-Range Control.66 

DTS. 78,80，1 ] 4 

DUAL MONO.90 

DVD 才ーディォ . 22,90 

EFFECT.81 

Expert.49 

Fine Channel Delay. 己 2 

Fine Channel Level. 己] 

Function Name.108 


Function Rename.71 

Hi-BIT/SAMPLING.89 

i.LINK. 22,23 

し LINK Input.70 

Input 冉 ssi 宮 n.68 

旧レシーバー . 35,74 

JAZZ.80 

KeyLabel.109 

Learnin 呂 .100 

Light.110 

MONOFILM.79 

MOVIE. 77,78 

MPE 白- 2 AAC.114 

MULTI CH IN (INPUT). 22,27,90 

MuitiOpe.104 

MUSIC. 77,80 

MUS に冉 L.79 

Neo:6 CINEMA.78 

Neo:6 MUSIC. 80,83 

Normal.44 

OSD (><ニユー画面） .11,38 

PANORAMA.82 

PHONO/LINE Setup.73 

Preset.98 

Professional.58 

REMOTE SETUP.98-112 

ROCK.80 

SACD.22 

SACD ゲイン .95 

SACD Setup.72 

SCI-FI.79 

SPEAKER A/B (SP SYSTEM A/B) .85 

Speaker Distance.48 

Speaker Setting.45 

STEREO. 77,78 

STREAM DIRECT.77 

Suit 巨 ack System.39 

Surround Setup.37 〜巨巨 

System Off.106 

System Setup.37 〜 74 

THX. 78，1 ] 己 

THX CINEMA.78 

THX CINEMA Setup.67 

THX Speaker.4 已，己 0 

USB.92 

VIRTU 冉 L SB.84 

V 二（ビデオセレクト） .96 

記号-数字順 

己 -D THEATER. 79 

己 CH STEREO. 80 

7-D THEATER. 79 

7CH STEREO. 80 

96kHz.76,114 

□□PL II MOVIE/DOPL llx MOVIE.78 

□□PL II MUSIC/DDPL llx MUSIC. 80,82 

□□PRO LOGIC .78 

+ VSB.84 





















































































































ごホ目談窓 □ -修理窓□のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り巧い（取りかけ•組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
ゎ問し、 A わ甘/ド*,、 

なお、修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『が障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどうかご 
確認ください。それでも正常に動作しない場合は、①型名感ご購入日感故障を状を具体的に、ご連絡ください。 

•ホームぺージ 「商品についてよくあるお巧い合わせ」 FAQ のご案内 http://faq.pioneer.co.jp/faqnavi/piofaq/top/navi.cgi 

<下記窓口へのお問い合わせの時のごま意>市外局き roo70j でおまる資フり-フォン及び roi20j で始まる函フり-グイサルは、 phs 、 携帯電話などからは、ご使用になれません。 
また、 【一 お電話】は、携帯電話 • PHS などからご利巧可能ですが、通話料がかかります。 


商品のご購入や取り扱いについてのご相談窓口 


カスタマーサポート七ンター(全国共通フリーフォン） 


受付月曜〜金曜9 : 3 0〜17 : 0 0、±曜•日曜•祝日9:30〜12:00、13:00〜 

17:00 (巧社化業日は除く） 

参家庭用オーディオ/ビジュアル商品のごネ目談窓口およびカタログのご請ボ窓口 

一般電話 

W 0070 -800-8181-22 

【一股電話 】 03 — 5496 — 2986 

参カタログ請まとメールマガジン登録のご案内 

http://www.pioneer.co.jp/support/ctlg/index.html 

参ファックス受付 

03-3490-571 8 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 

♦部品（付属品、リモコン、取巧説巧書など）のご購入については、 部品受まセンター へお問い合わせください。 

部品受ミ主七ンター 

受付月曜〜金曜9 : 3 0〜18 : 0 0、±曜■日曜-巧日9:30〜12:00、 13:00-17:00 (弊な化業日は除く） 

電話（フトグイヤル）函0120-日一8109日 ファックス（フトグイヤル）函0120-已 一81 096 

-般電話 0538-43-1161 


修理についてのごネ目談窓 □ 

♦お買いポめの照売店に修理の依ま頁が出来ない場合は、修埋受付七ンターへ（冲縄のちは、沖縄サー~ビスステー~ションへ）_ 

修理受付センター(ミ中縄県を除く全国） 

受付 月曜〜金曜9:30〜20:00、±曜■日曜■巧日9:30〜12:00、13:00〜18:00 (强社休業日は除く） 

電話（フり-グイヤル）函0120 -5-81028 ファックス（フトグイヤル）画01 2 0 - 5 - 81 0 2 9 
-肢電話 03-549 目-2023 

冲縄サービスステーション（沖縄県のみ） 

受か月曜〜金曜9 : 3 0〜18 : 0 0 (±曜■日曜•祝日-弊社休業日は除く） 

-般電話 098-879-1910 ファックス 098-879 — 13 日2 

VO し 009 


JIS C 目] 000 -3-2 適合品 


JIS C 日 1000-3 ぶ適含品とは、曰本工業規格「電磁両立性 
一 第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 (1 相当たりの入 
力電流び 20 A 1^ ツ下の機器)」に基づき、商巧電力系統の高調 
波環境目標レベルに適含して設計-製造した製品です。 
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